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෱Ԭࢢはݰքಿをհしてେ཮・半ౡとҰҥଳਫのؔ܎にあり、ݹ୅Αり૒ํのަྲྀがઈ

͑ؒな͓͘͜なΘれて͓り、چ石器時୅から中世にか͚ての遺跡が਺ଟ͘ଘࡏし·す。ۙ

೥のஶしい౎ࢢԽにΑりࣦΘれる͜れらのจԽࡒを後世に఻͑る͜とは、ຊࢢのॏཁな੹

຿です。

ຊॻは、۝भେֶശ࡚Ωϟンύス跡஍に͓͚る౎ܭࢢըಓ࿏੔උۀࣄに൐͏ശ࡚遺跡第

92࣍・第102࣍・第108࣍ൃ掘ௐࠪについてใࠂする΋のです。͜の౓のௐࠪでは中世の

ूམ跡をݕ出し·した。͜れらのௐࠪはैདྷൃ掘ௐࠪྫがগな͘、௕ら͘ෆ明であった۝

भେֶശ࡚Ωϟンύス内に͓͚る中世のശ࡚遺跡の༷૬を明らかにするとい͏ॏཁな੒Ռ

を΋たらし·した。ࠓ後、ຊॻがจԽࡒอޢにରするཧղと認ࣝをਂΊるҰॿになるとと

΋に、ֶज़ڀݚのҰࢿྉとして׆用いた͚ͩれ͹޾いにଘ͡·す。

る·でਂい͝ཧղࢸ੒に࡞のօ༷にはൃ掘ௐࠪからຊॻのऀ܎ؔ、後になり·したが࠷

とଟ͘の͝ྗڠをࣀり·した。৺からँײਃし上げ·す。

ྩ和4೥3݄24೔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ෱Ԭڭࢢҭҕһձ

� � � � � � � � ҭ௕　　੕子　明෉ڭ



ݴ　　ྫ

1ɽຊॻは、෱Ԭڭࢢҭҕһձが෱Ԭ޿Ҭ౎ܭࢢըಓ࿏3ŋ3ŋ1-78号ݎപઢ੔උٴۀࣄͼ෱Ԭ޿

Ҭ౎ܭࢢըಓ࿏3ŋ4ŋ1-159号ాݪശ࡚ઢ੔උۀࣄに൐い、෱Ԭࢢ౦区ശ࡚6ஸ目10-1番஍

に͓いて࣮ࢪしたശ࡚遺跡第92࣍・第102࣍・第108࣍ൃ掘ௐࠪのใࠂॻである。

2ɽ第92࣍ௐࠪの遺構・遺物の࣮ଌ、ࣸਅࡱӨ、ใࣥࠂචはओに൘૔༗େがߦなった。

3ɽ第102࣍ௐࠪの遺構・遺物の࣮ଌ、ࣸਅࡱӨ、ใࣥࠂචはओに᤽෌࢜׮がߦなった。

4ɽ第108࣍ௐࠪの遺構・遺物の࣮ଌ、ࣸਅࡱӨ、ใࣥࠂචはओにѨ部ହ೭がߦなった。

5ɽຊॻで用いたํҐはಛにஅりなきݶり世քଌ஍系にͮ͘ج。

6ɽ遺構のݺশはྻࡤをS"・掘ཱபݐ物をS#・ߔをSD・井戸をS&・土ᆮをSK・஁໶࿍を

S-・ப͓݀ΑͼϐットをS1・໦ุ׹をSR・ੑ֨ෆ明の遺構をSXと略শする。

7ɽຊॻにかかΘるه࿥・遺物౳のࢿྉは෱Ԭࢢ埋ଂจԽࡒηンλʔにऩଂする༧ఆである。

8ɽຊॻのฤूはѨ部がߦなった。

9ɽຊॻでใࠂするൃ掘ௐࠪの細目はҎ下の通りである。

ശ࡚遺跡第92࣍ௐࠪ

遺跡ௐࠪ番号 1830 遺跡略号 ̝̠̯ʵ92

ॴࡏ஍ ෱Ԭࢢ౦区ശ࡚6ஸ目10-1 分෍஍図番号 34 ശ࡚

։ൃ面積 25
000ᶷ ௐࠪ面積 1
514�1ᶷ

ௐࠪ期ؒ 平੒30೥11݄1೔～平੒31೥3݄31೔ 前৹ࠪ番号ࣄ 30ô1ô61

ശ࡚遺跡第102࣍ௐࠪ

遺跡ௐࠪ番号 1940 遺跡略号 ̝̠̯ʵ102

ॴࡏ஍ ෱Ԭࢢ౦区ശ࡚6ஸ目10-1 分෍஍図番号 34 ശ࡚

։ൃ面積 25
000ᶷ ௐࠪ面積 2
712�76ᶷ

ௐࠪ期ؒ ྩ和元೥8݄19೔～ྩ和2೥2݄28೔ 前৹ࠪ番号ࣄ 30ô1ô61

ശ࡚遺跡第108࣍ௐࠪ

遺跡ௐࠪ番号 2011 遺跡略号 ̝̠̯ʵ108

ॴࡏ஍ ෱Ԭࢢ౦区ശ࡚6ஸ目10-1 分෍஍図番号 34 ശ࡚

։ൃ面積 25
000ᶷ ௐࠪ面積 541�63ᶷ

ௐࠪ期ؒ ྩ和2೥5݄1೔～ྩ和2೥7݄7೔ 前৹ࠪ番号ࣄ 30ô1ô61
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࠙第1❶ࠚ

第1図　⟽ᓮ㑇㊧࡜࿘㎶ࡢ୺࡞㑇㊧�1/50�000�

第2図　⟽ᓮ㑇㊧࡜᪤ ࡢㄪᰝᆅ఩⨨図

第3図　ᮏ᭩に࡚ሗ࿌ࡿࡍㄪᰝ区఩⨨図

࠙第2❶ࠚ

第４図　第Ϩ区第㸯面㑇ᵓ඲య図（1/150）

第㸳図　第Ϩ区壁面土ᒙᐇ 図（1/80）

第㸴図　S3ฟ土土ჾᐇ 図（1/3）

第㸵図　S/051࣭ S3154 ᐇ 図（1/20）ࠊS.008ࠊ147

第㸶図 S.031࣭ 106࣭ 135࣭ 094࣭ 023࣭ 144࣭ 098 ᐇ 図（1/40）

第㸷図 S.063࣭ 014࣭ 153࣭ 131࣭ 027࣭ 006࣭ 005 ᐇ 図（1/40）

第10図　S.151࣭ 049࣭ 073 ᐇ 図（1/40）

第11図　S.019࣭ 026࣭ 018࣭ 138࣭ 022࣭ 001 ᐇ 図（1/40）

第12図　S.ฟ土土ჾᐇ 図（1/31/4ࠊ）

第13図　S.ฟ土土ჾ࣭土〇ရᐇ 図（1/21/4ࠊ1/3ࠊ）

第14図　S(035࣭ S(056࣭ࠊS;036ࠊ155 047 ᐇ 図（1/40）

第15図　S(ฟ土土ჾ࣭土〇ရᐇ 図�1/21/4ࠊ1/3ࠊ�

第16図　S;࣭ໟྵᒙฟ土土ჾᐇ 図（1/31/6ࠊ1/4ࠊ）

第17図　S3࣭S.ฟ土▼〇ရ࣭土㗽ᐇ 図（1/2）

第18図　S.153࣭ 063ฟ土▼〇ရ୕ḟඖࣔࣝࢹ⏬ീࡧࡼ࠾

ᐇ 図（1/6）

第19図　S(࣭S.࣭S;࣭ໟྵᒙฟ土▼〇ရ࣭土㗽࣭ᮌ〇ရ

ᐇ 図（1/2）

第20図　第Ϩ区第㸯面㔠ᒓ〇ရᐇ 図ࡧࡼ࠾㹖⥺⏬ീ（1/1）

第21図　第Ϩ区第㸰面㑇ᵓ඲య図（1/150）

第22図　SR152 ᐇ 図（1/20）

第23図　SR152 㕲㔥ฟ土఩⨨ᶍᘧ図

第24図　SR152ฟ土土ჾᐇ 図（1/31/4ࠊ）

第25図　S;168ᐇ 図（1/20）

第26図　S;168ฟ土土ჾᐇ 図�1/3�

第27図　S(158࣭ 190࣭ 191࣭ 192࣭ 193࣭ 195࣭ 196 ᐇ 図（1/40）

第28図　S(ฟ土土ჾᐇ 図（1/3）

第29図　S' ᖹ面ᐇ 図（1/100）

第30図　S' ᩿面ᐇ 図（1/50）

第31図　S.176࣭ 160 ᐇ 図（1/40）

第32図　S'࣭S.࣭S;ฟ土土ჾᐇ 図（1/3）

第33図　SR࣭S(࣭S;ฟ土▼〇ရ࣭土㗽ᐇ 図（1/2）

第34図　第Ϩ区第㸰面㔠ᒓ〇ရᐇ 図ࡧࡼ࠾㹖⥺⏬ീ

（1/3ࠊ1/1）

第35図　第ϩ区㑇ᵓ඲య図（1/200）

第36図　第ϩ区壁面土ᒙᐇ 図（1/80）

第37図　S;044 ᐇ 図（1/10）

第38図　S;044ฟ土土ჾᐇ 図（1/3）

第39図　S3ฟ土土ჾᐇ 図（1/3）

第40図　S.034࣭ 033࣭ 030࣭ 042࣭ 035࣭ 032࣭ 037 ᐇ 図（1/40）

第41図　S.038࣭ 036࣭ 040࣭ 022࣭ 023 ᐇ 図（1/40）

第42図　S.061࣭ 068࣭ 054࣭ 056࣭ 057࣭ 060࣭ 049 ᐇ 図

（1/40）

第43図　S.046࣭ 020࣭ 014 ᐇ 図（1/40）

第44図　S.ฟ土土ჾᐇ 図㸯（1/31/4ࠊ）

第45図　S.ฟ土土ჾᐇ 図㸰（1/31/4ࠊ）

第46図　S(039 ᐇ 図（1/40）

第47図　S(063࣭ 064 ᐇ 図（1/40）

第48図　S(ฟ土土ჾᐇ 図（1/3）

第49図　S;࣭ໟྵᒙ࣭ᨩ஘ฟ土土ჾᐇ 図（1/3）

第50図　S.ฟ土▼〇ရ࣭土㗽ᐇ 図（1/2）

第51図　S.࣭S(ฟ土▼〇ရ࣭土㗽ᐇ 図（1/21/3ࠊ）

第52図　S.020ࠊS(063ฟ土▼〇ရᐇ 図୕ࡧࡼ࠾ḟඖ

ീ（1/6）⏬ࣝࢹࣔ

第53図　第ϩ区ฟ土㔠ᒓ㛵ಀ㑇≀ᐇ 図ࡧࡼ࠾㹖⥺⏬ീ

（1/3ࠊ1/1）

第54図　᳜≀⌛㓟యศᯒ⤖ᯝ

第55図　୺せ⌛⸴࣒ࣛࢢ࢔࢖ࢲ

第56図　ჾ≀ࡢᇶ♏ᵓ㐀（ᕥ）࡜㔥ࡢᮌ㉁࣮ࣥࢱࣃ（ྑ）

第57図　㕲㔥ࡢᮌᮦ࣮ࣥࢱࣃ（ᕥ）࡜ᮌ᳌ࡢ᝿ᐃ図（ྑ）

㸺⾲୍ぴ㸼

第㸯⾲　第Ϩ区第㸯面ฟ土土ჾ࣭土〇ရ

第㸰⾲　第Ϩ区第㸯面ฟ土▼ჾ࣭▼〇ရ

第㸱⾲　第Ϩ区第㸯面㔠ᒓ㛵ಀ㑇≀ฟ土㑇ᵓ

第４⾲　第Ϩ区第㸰面ฟ土土ჾ࣭土〇ရ

第㸳⾲　第Ϩ区第㸰面ฟ土▼ჾ࣭▼〇ရ

第㸴⾲　第Ϩ区第㸰面㔠ᒓ㛵ಀ㑇≀ฟ土㑇ᵓ

第㸵⾲　第ϩ区ฟ土土ჾ࣭土〇ရ

第㸶⾲　第ϩ区ฟ土▼ჾ࣭▼〇ရ

第㸷⾲　第ϩ区㔠ᒓ㛵ಀ㑇≀ฟ土㑇ᵓ

第10⾲　ື≀㑇Ꮡయྠᐃ⤖ᯝ

第11⾲　ᶞ✀ྠᐃ⤖ᯝ

第12⾲　Ⅳ໬✀ᐇྠᐃ⤖ᯝ

第13⾲　ⰼ⢊ศᯒ⤖ᯝ

第14⾲　᳜≀⌛㓟యศᯒ⤖ᯝ

第15⾲　⌛⸴ศᯒ⤖ᯝ

第16⾲　㕲㔥ࡢほᐹ⤖ᯝ

࠙第3❶ࠚ

第58図　第102ḟㄪᰝ区（1/6001/400ࠊ）

第59図　㸰区土ᒙ（1/1�0001/60ࠊ）

第60図　㸰区㑇ᵓ㓄⨨（1/100）

第61図　㸰区S.（㸯）（1/40）

第62図　㸰区S.（㸰）（1/40）
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は͡Ίに

1．ௐࠪʹࢸΔܦҢ
෱Ԭڭࢢҭҕһձは、ཱࠃେֶ๏人۝भେֶ（Ҏ下、۝େ）ࢪઃ部ࢪઃاը՝から、同ࢢ౦区ശ࡚

6ஸ目10番1号（ෑ஍面積457
385ᶷ）に͓͚る土஍ച٫に൐͏埋ଂจԽࡒの༗ແについてのরձを平
੒24೥11݄22೔付でडཧした（ࣄ前৹ࠪ番号：24-2-809΄か）。
͜れをड͚てࢢ内の埋ଂจԽࣄ܎ؔࡒ຿をิॿࣥߦするޫ؍ࡁܦจԽہ埋ଂจԽࡒ՝ࣄ前৹ࠪ܎

は、ਃ੥஍が޿େな͏͑、प஌の埋ଂจԽࡒ包ଂ஍であるശ࡚遺跡・元ሓ๷ྥを含む͜とから、平੒
24೥12݄からࢼ掘ௐࠪを։࢝した。その݁Ռ、ݱ஍ද面下80～130cNで஍ࢁである砂ٰ砂上に遺構
が確認された。
その後、ਃ੥஍に͓͚る土஍利用ܭըがཱҊされ、ܭըҊの͏ち౎ܭࢢըಓ࿏ాݪശ࡚ઢ͓Αͼݎ

പശ࡚ઢについてはಠཱߦ੓๏人౎࠶ࢢੜػ構۝भࣾࢧ（Ҏ下、6R）が੔උする͜ととなったたΊ、
遺構のอશ౳にؔして۝େ・6R・埋ଂจԽࡒ՝の3ऀで৘ใڞ༗の͏͑ٞڠ・ௐ੔をߦった。
その݁Ռ、確認ௐࠪにΑり遺構が確認された౎ܭࢢըಓ࿏ాݪശ࡚ઢとそれにྡ઀する部分につい

ては、埋ଂจԽࡒ΁のӨڹがճආできない͜とからه࿥อଘのたΊのൃ掘ௐࠪを࣮ࢪする͜とで合ҙ
し、平੒30೥9݄25೔付で「۝भେֶശ࡚Ωϟンύス跡஍に͓͚る౎ܭࢢըಓ࿏੔උۀࣄに܎る埋ଂ
จԽࡒのऔѻいにؔするجຊڠఆॻ」（Ҏ下、ڠఆॻ）がక݁された。
ըܭࢢ੒にཁするඅ用については、౎࡞ॻࠂྉ੔ཧ・ใࢿఆॻにैい、ൃ掘ௐ͓ࠪΑͼௐࠪ後のڠ

ಓ࿏部分は6Rが、それҎ外の部分は۝େがෛ୲する͜ととしている。
その後、平੒30೥10݄15೔付で෱Ԭࢢ௕をडୗऀとして埋ଂจԽൃࡒ掘ௐ͓ࠪΑͼ埋ଂจԽࡒ੔

ཧ・ใࠂॻ࡞੒ۀ࡞にؔするۀ຿ҕୗܖ໿（Ҏ下、ҕୗܖ໿）をక݁し、同೥11݄1೔からൃ掘ௐࠪを、
ཌ平੒31೥౓からࢿྉ੔ཧ・ใࠂॻ࡞੒をॱ͓࣍͜な͏͜ととなった。
な͓、ൃ掘ௐࠪと੔ཧ・ใࠂॻ࡞੒ۀࣄはผݸのҕୗܖ໿とし、6R・۝େ֤ʑと2ऀでܖ໿をక݁

している。

2．ௐࠪ૊৫
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第1ষ　Ґஔとڥ؀

ୈ1અɹ஍ཧతڥ؀
むΑࠐ஍に囲·れ、തଟ࿷を包Έࢁ஍、੢とೆを੸ৼࢁ܊ࡾは、౦はࢢ੓区分上の෱Ԭߦのࡏݱ

͏にしてݰքಿに面している。തଟ࿷を囲むࢁ஍からはଟ͘のՏ઒がതଟ࿷に஫いで͓り、それͧれ
がઔ状஍を形੒し平໺を構੒しているが、͜れらの平໺とതଟ࿷が઀するԊ؛部には砂भと砂ٰがൃ
ୡしている。ശ࡚砂層とݺ͹れる͜の砂भと砂ٰは౦区ശ࡚付ۙからࣨݟ઒Տ口付ۙ·で分෍して͓
り、ଟ͘の遺跡が確認されている。な͓、砂ٰの形੒時期はֶ͓ݹߟΑͼ஍質ֶ的ௐࠪ੒Ռからೄจ
時୅後期Ҏ߱と͑ߟられている。
ശ࡚遺跡はӉඒ઒下ྲྀҬ、ଟʑྑ઒Տ口؛ࠨのೆ๺にԆͼるඪ高35Nから40Nの砂ٰ上にҐஔす

る。ശ࡚遺跡は概ねೆ๺10LN、౦੢500Nの範囲に޿がり、੢ଆはതଟ࿷にྟΈ、౦ଆはࣈඒ઒の
൙ཞにΑりਁ৯をड͚ている。ശ࡚遺跡がҐஔする砂ٰはೆにඪ高を下げながらߋに৳ͼ٢௩ຊொ遺
跡΁とଓきɼೆ੢ 1�5LNのݹ砂ٰにはതଟ遺跡܈がҐஔする。
、はӐい೉いがگங物がཱちฒΜでいるたΊԟ೥の状ݐଆは埋ΊཱてがਐΈ、高層؛砂ٰのւ、ࡏݱ

高層ݐ物౳の֊上からはതଟ࿷のւ面をݺࢦのؒにྟむ͜とができる。

ୈ2અɹྺ࢙తڥ؀
ശ࡚遺跡では、1983（ত和58）೥の஍下鉄ݐઃに൐͏第1࣍ௐࠪҎདྷ、2021（ྩ和3）೥10݄時఺

で120࣍にΘたるௐࠪがߦΘれて͓り、ೄจ時୅൩期からۙ世にࢸる֤時期の遺構・ݣ物が確認され
ている。ശ࡚遺跡ではその஍ׂにΑるڱ小な面積のൃ掘ௐࠪがଟいが、とりΘ͚中世では石ਗ਼ਫീ഼
ݣ・構ݣ໳とのつながりから͘るಛҟੑが明らかになりつつある。ຊઅではݖをは͡Ίとする中ԝٶ
物が安ఆ的にΈられるݹ෿時୅と、平安時୅Ҏ߱中世のശ࡚遺跡にয఺を౰て、͜れ·でのௐࠪ੒Ռ
を΋とに概؍したい。

෿࣌୅ݹ．1
෿時୅の遺構・遺物は、遺跡が৐る砂ٰの౦ࣼ面、Ӊඒ઒に面した範囲にू中している。ശ࡚遺ݹ

跡では᝙࡚区ը੔ཧۀࣄとして、+R鹿ࣇౡຊઢശ࡚Ӻपลに͓いて࠶։ൃが࣮ࢪされて͓り、それ
に൐͏ൃ掘ௐࠪでݹ෿時୅のେن໛なूམ跡と෿ุ܈のଘࡏが確認された。
ूམ跡は᝙࡚ٶの๺౦ଆ、砂ٰの࠷高ॴ付ۙでݕ出された。第8࣍ௐࠪ・20࣍ௐࠪ1区・30࣍ௐࠪ

16区でݹ෿時୅前期の୦݀ॅډ跡がݕ出され、前期ॳ಄頃にूམが形੒された͜とがΘかっている。
͜のूམは前期を通͡てଘଓするが、中期にೖるとਰୀし、6世紀にはഇઈする͜とがൃ掘ௐࠪの݁
Ռからݟてऔれる。遺物は土師器の΄か、第8࣍ௐࠪでは滑石製石錘΍ΠΠμί壺・陶質土器、第30
࣍ௐࠪ16区では5世紀後半頃の୦݀ॅډ跡から滑石製ӓܕ݋・ۄޯ・ۄ໛଄品が、第40࣍ௐࠪ18区、
第52࣍ௐࠪでは小ยながら౦ւ系Sࣈ状口縁ᙈが出土している。
ूམ跡からは滑石製石錘΍ΠΠμί壺なͲړ࿑にؔ܎する遺物がଟ͘出土して͓り、ړᎤにਂ͘か

かΘったॅຽのੜ׆をӐ͏͜とができる。石錘はതଟ࿷੢؛の遺跡から同ܕの΋のが出土している΄
か、౦ւ系土師器΍陶質土器が出土している͜とから、തଟ࿷Ԋ؛のΈならͣւをհしたԕํとのަ
ྲྀ΋૝ఆされる。
Ұํ、ุҬはूམからઙい୩をڬΜͩೆ੢ଆの高ॴでݕ出されている。第22࣍ௐࠪ4区、第26࣍

ௐࠪ6区では土器ุ׹が、第40࣍ௐࠪ19区ではํ形पุߔがݕ出された。͜れらの෿ุはूམが形
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੒されたݹ෿時୅ॳ಄に૎るとਪଌされている。第40࣍ௐࠪ19区ではํ形पุߔの΄かに円෿2ج、
石ࣨ状遺構がݕ出されて͓り、円෿の͏ち1号෿はूམがਰୀを࢝Ίる5世紀中頃、2号෿はूམഇઈ
にۙい6世紀後半にҐஔ付͚られている。2号෿は石ࣨのচ面が遺ଘして͓り、௚౛・鉄ח・鉄᭲・
౛子が出土した。

2．ฏ҆࣌୅લظ
平安時୅前期の遺構・遺物は、᝙࡚ٶのೆ౦、౦੢100N、ೆ๺300Nの範囲にू中している。遺

構は井戸΍土ᆮで、ಛҟな΋のとしてᑓ৊ர଄遺構がڍげられる。׭ᦰのಛ௃をࣔす掘ཱபݐ物΍ํ
形の区ըはݕ出されていないが、׭ᦰあるいは׭人のଘࡏを͏かがΘͤるҎ下のΑ͏な遺物が出土し
ている。
第26࣍ௐࠪでは石ଳ८ํが、第47࣍ௐࠪではݖが出土した。ӽभ窯系青磁は第26࣍ௐࠪでଟ͘出

土しているが、粗製品の部類にೖる΋のがଟいΑ͏である。
瓦は第47࣍ௐࠪで10世紀後半～11世紀前半頃の΋のがେྔに出土した。ݐ物ഇઈ後、井筒の構ங

材にస用された΋のとਪଌされ、େ࠻෎・ߵᢑؗ出土瓦と同ܕ式の΋のが含·れる。
᝙࡚ٶがભ࠲した平安時୅前期のശ࡚遺跡は、その出土遺物から׭人のଘࡏがӐ͑る΋のである。

େ࠻෎・ߵᢑؗ出土瓦と同ܕの瓦が出土するなͲେ࠻෎とのつながり΍、ର外ަқのڌ఺としてのൃ
లの๖ժをΈる͜とができる。

3．ࣜ಺ࣾ᝙࡚ٶ
ശ࡚遺跡が৐る砂ٰの中ԝ部、ඪ高3�5N΄Ͳの高ॴに᝙࡚ٶがҐஔする。ശ࡚遺跡の中৺となる

区Ҭであり、「᝙࡚ٶ縁ى にɦΑるとԆ௕元೥（923）にେ分ٶ（෱Ԭݝ൧௩ࢢ）Αりભ࠲したとあるが、
͜の時期はߵᢑؗの࠷຤期にあたる。ભ࠲にあたってはେ࠻෎׭人のର外ަқにؔするࢥ࿭が背景に
あったとされ、それにै͏なら͹᝙࡚ٶそれࣗ体がର外ަқのڌ఺としてのੑ֨を༗していた͜とに
なる。
Ԇ௕5（937）೥に੒ཱしたʰԆت式ʱਆ໊ாには、「ീ഼େ฾ࡵ᝙࡚ٶҰ࠲　໊ਆେ」とのهड़が

Έ͑、͜の͜Ζには᝙࡚ٶが੒ཱして͓り、໊ਆେࣾのࣾ֨が༩͑られていた͜とがΘかる。
平安時୅຤頃の੒ཱとされるʰࠓੲ物ूޠʱೋ࿡には、᝙࡚ٶਆ׭とେ࠻෎෎׭を݉೚したਇఃॏ

と૙঎人のަবがඳかれる。ਇఃॏは೔૙๵қにैࣄする͜とでಘた෋にΑって中ԝݖ໳と΋ີ઀な
つながりを࣋っていたと͑ߟられ、᝙࡚ٶはର外ަқにਂ͘かかΘっていたେ࠻෎とその੒ཱからີ
઀なؔ܎を༗していた͜とがശ࡚遺跡に͓͚る平安前期の出土遺物から΋Ӑ͑る。
᝙࡚ٶは࣏安4（1024）೥に石ਗ਼ਫീ഼ٶのࡿ下にೖる。その前೥には石ਗ਼ਫീ഼ٶผ౰にӉࠤ໻

ᯮߨࣉ師元໋がब೚して͓り、平安時୅後期になると٭台付きの土師器坏のΑ͏なਆ᰹用と͑ߟられ
るಛघな土器΍、ـ内とあΘͤて๛前஍Ҭとのつながりをࣔす遺物がΈられるΑ͏になる。᝙࡚ٶは
࣏ঝ・णӬの内乱（1180～1189）後石ਗ਼ਫീ഼ٶผٶとなり、ೇ༿ܕ瓦器といったـ内࢈土器がͻ
きつͮきଟ͘出土している。

4．ฏ҆࣌୅ظޙ
平安時୅後期には、遺構・遺物が確認できる範囲はそれ·での΄΅ഒの範囲に֦େし、砂ٰの੢ࣼ

面で΋ΈられるΑ͏になる。
͜の時期にଐする遺物のಛ௃は、ಛఆの஍Ҭからൖೖされた΋のが目ཱつ఺である。第26࣍ௐࠪ

7区からはࡏ஍の土師器にަ͡ってগ਺ながら๛前ܕ土師器坏が、第26࣍ௐࠪ8区ではೇ༿ܕ瓦器࿶
をは͡Ίとするـ内࢈土器がଟ͘出土している。᝙࡚ٶが石ਗ਼ਫീ഼ٶのࡿ下にೖった時のผ౰元
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໋はӉࠤ໻ᯮߨࣉ師を຿Ίて͓り、๛前ܕ土師器坏はӉࠤ஍Ҭからの人のಈきをࣔす΋ののՄೳੑ
がある。·た、ೇ༿ܕ瓦器࿶はओとしてـ内から下޲する׭人΍ਫӡؔऀ܎のߦܞ品とされ、࣏安4
（1024）೥に᝙࡚ٶが石ਗ਼ਫീ഼ٶのࡿ下となった݁Ռ、他の遺跡とൺしଟ͘出土する΋のと͑ߟら
れる。
平安時୅後期のശ࡚遺跡では、തଟ遺跡܈同༷中ࠃ陶磁器がଟྔに出土するΑ͏になるҰํ、࢒り

のྑい高ྷ青磁の༏品が出土している。·た、૆ܕを高ྷに΋つ୯หീ༿ؙݢ瓦とՖඛ半ፊจݢ平瓦
が遺跡のೆ౦で径200Nの範囲、ࡏݱの᝙࡚ڥٶ内ཪखの౦ೆ部から出土して͓り、᝙࡚ٶのಊӉの
いͣれかに用いられた΋のと͑ߟられ、高ྷとのࡁܦ的なつながりを΋つ人物がその଄ӦにかかΘっ
たՄೳੑをࣔしている。

5．ฏ҆࣌୅຤͔Βח૔࣌୅
12世紀後半になると、遺構・遺物は砂ٰの΄΅શҬに分෍するΑ͏になる。井戸΍土ᆮといった

ਂい遺構の΄か、ݐ物に·とΊられる΋のはগないがப݀౳΋ଟ਺ݕ出されている。ݐ物に·とΊら
れたப݀の࣠ઢは砂ٰの஍形に合͏گݱの֗区にԊって͓り、͜れ·でのൃ掘ௐࠪに͓いてݦஶなಓ
࿏遺構がݕ出されていない͜とから、᝙࡚ٶを中৺とする֗区の੒ཱが中世Ҏ前にさかの΅るՄೳੑ
をࣔす΋のである。
遺物は中ࠃ陶磁器の出土ྔが૿Ճし、陶磁器ยをഇغした井戸΍土ᆮ、陶磁器の׬品をෳ਺ݙڙし

た໦ุ׹΍土ᆮุがଟ਺ݕ出されている。·た、തଟとҟなる఺としてफڭ用۩とΈられる遺物΋目
ཱち、ϛニνϡΞ௳付ࡾ足Ӌזが第56࣍ௐࠪをは͡Ίෳ਺のௐࠪ区から出土している。

Βೆ๺ே࣌୅͔ظޙ૔࣌୅ח．6
ശ࡚遺跡では、13世紀後半にड͚た2౓にΘたる໤ݹऻདྷを物ޠる遺構として、元ሓ๷ྥのҰ部と

Έられる石ྥ遺構が۝େശ࡚Ωϟンύス跡஍でෳ਺ݸॴݕ出されている。·た、砂ٰの๺੢ଆ、౦੢
100N・ೆ๺300Nの範囲を中৺に13世紀後半頃、จӬの໾に൐͏ฌՐの痕跡のՄೳੑがあるম土層
がݕ出されている。
͜の時期のശ࡚遺跡では、龍泉窯系青磁の༏品が高いස౓で出土している。第26࣍ௐࠪ7区ではఞ

形、第32࣍ௐࠪではᲄ形の小形青磁ࡾ足߳࿍が出土している。と͘に第32࣍ௐࠪ出土ݸ体はম੒・
ൃ色と΋にྑ޷で、ח૔期のശ࡚が、石ਗ਼ਫീ഼ٶผٶであった᝙࡚ٶのྗを背景とし、同時期のത
ଟにྼらないର外ަқのڌ఺にൃలしていた͜とがӐ͑る。

7．ࣨொɾઓ࣌ࠃ୅
15世紀にはいると、それ·でശ࡚遺跡が৐る砂ٰશ体に޿がりをͤݟていた遺構・遺物が、砂ٰ

のೆ๺端部にू中するΑ͏になるが、遺跡の中৺部分でのൃ掘ௐࠪྫはগな͘、分෍についてはෆ明
なと͜Ζがある。จ明12（1480）೥には൧ඌफٚが᝙࡚ٶにܮࢀし、hஜࢵಓه にɦฌՐにΑるমࣦ後、
。途中であったಊӉの༷子がड़΂られているݐ࠶
ຊ఼とഈ఼はఱจ15（1546）೥にେ内ོٛにΑって、࿖໳はจ࿣3（1594）೥ٶΈられる᝙࡚ࡏݱ

に小ૣ઒ོ景にΑってཱݐされ、いͣれ΋ࠃのॏཁจԽࡒにࢦఆされている。16世紀୅になると遺
構・遺物と΋ݮগするが、ࡏݱ·でଓ͘ொ৔でのൃ掘ௐࠪྫがগな͘ശ࡚遺跡のਰୀをࣔす΋のとҰ
概にい͏͜とはできない。ݱଘするொ԰の஍下に౰֘期の遺構が຾っているՄೳੑは高いとい͑る。
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ຊॻࡌܝͷຒଂจԽࡒ包ଂ஍ͷൣғ͸ྩ࿨3೥3݄ࡏݱͷਪఆઢͰ͋Γɺࡏݱ͸ม͞ߋΕ͍ͯΔ
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第1図　⟽ᓮ㑇㊧࡜࿘㎶ࡢ୺࡞㑇㊧（1/50�000）

1 ശ࡚Ҩ੻　2 ඖᐧ㜵ሠ　3 ྜྷሯᮏ⏫㑇㊧　4 ྜྷሯ⚃⏫㑇㊧　5ሀ⢑㑇㊧　6 ྜྷሯ㑇㊧　7 ༤

ከ㑇㊧⩌　8 ୖ∹⏣㑇㊧　9 ᖍ⏣ᖹᑿ㑇㊧　10 㞛ᒃ㑇㊧　11 ஂಖᅬ㑇㊧　12 ୗ᭶㝰'㑇㊧　13 

ᒣ⋤㑇㊧　14 ẚᜨ㑇㊧⩌　15 㑣⌃㑇㊧⩌　16 ஬༑ᕝ㑇㊧　17 ㅖᒸ$㑇㊧　18 ㅖᒸ%㑇㊧ 　

19 㑣⌃ྩఇ㑇㊧　20 ᯈ௜㑇㊧　21 㧗⏿㑇㊧　22 ఫྜྷ⚄♫㑇㊧　23 ඖᐧ㜵ሠ（ᅜྐ㊧）　24 

⚟ᒸᇛ࣭㬨⮠㤋（ᅜྐ㊧）
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第2図　⟽ᓮ㑇㊧࡜᪤ ࡢㄪᰝᆅ఩⨨図

本書にて報告する範囲
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第3図　ᮏ᭩に࡚ሗ࿌ࡿࡍㄪᰝ区఩⨨図
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第２ষ　第92࣍ௐࠪのه࿥

ୈ̍અɹௐࠪͷ֓ཁ
（ൃ掘ۀ࡞）
平੒30೥౓の第92࣍ௐࠪは、ௐࠪର৅஍の͏ち、ೆ端（第Ⅰ区）とֶ޻چ部ຊؗの੢ଆೆ半（第Ⅱ

区）の２஍఺にௐࠪ区をઃఆした。第Ⅰ区の๺ଆは、౰ॳ༧ఆௐࠪ区からطઃࢧઢபをආ͚た形状と
なった。第Ⅱ区は、طଘ構଄物・埋ઃ物΍植࠿थ໦、土৕Ԛછ範囲、ղ体ࣄ޻のԾઃಓ౳をආ͚た形
状となった。第Ⅱ区の๺੢部については、平੒30೥౓ௐࠪはҰ部にࢭΊ、࢒りは平੒31೥౓Ҏ߱のௐ
ࠪର৅とする͜とになった。ௐࠪ区上端の面積は第Ⅰ区が433�6ᶷ、第Ⅱ区が1
080�5ᶷである。྆区
のഉ出土はす΂て৔内にԾஔきし、ௐࠪऴྃ後にௐࠪ区内に໭した。
ௐࠪ区には۝भେֶが構内にઃஔしていた10̼άϦッυに合Θͤて、区ըをઃఆした（第Ⅰ区は

̑区ը、第Ⅱ区は19区ը）。ࠃ土࠲ඪ（世քଌ஍系）とඪ高஋は۝भେֶが平੒28೥にෑ஍内にઃஔ
した３جڃ४఺を΋とに༩͑た（ج४఺・ڞ用άϦッυのৄ細は۝भେֶ埋ଂจԽࡒௐࠪࣨใࠂ第１
ू（2018）をࢀর）。ௐࠪࣸਅは、35NN൑と̒ʷ̓㎝൑のϞϊクロ͓ΑͼϦόʔαルϑΟルϜ、σ
ジλルカϝϥ（/JcPOD5500、他ίンύクトσジλルカϝϥ）でࡱӨした。શ景ࣸਅは、高ॴंۀ࡞
を࢖用してࡱӨした。遺構平面図は、ख࣮ଌの他、ి子平൘（ג式ձࣾ$6#*$「遺構͘Μ」）をϦʔ
スして࢖用した。࣮ଌ図のॖईは、１/̑・１/10・１/20遺構࣮ଌ図、１/20土層࣮ଌ図とした。土
層஫هは、৽版ඪ४土色஽（೶ྛਫ࢈ল೶ྛਫٕ࢈ज़ձٞࣄ຿؂ہम）を΋とにௐࠪ୲౰ऀの೑؍؟
。ったߦで࡯
掘ۀ࡞࡟はൃ掘ۀ࡞һ໿24໊がߦなった。遺構࣮ଌは、൘૔と中Ԃক঵がߦなった。遺構ࣸਅࡱ

Өは൘૔がߦなった。遺構番号は、ه࿥をとったॱに通し番号とԾの遺構略号を付͚、੔ཧ・ใࠂの
過程で、遺構略号をܾఆした。遺構埋土のҰ部はௐࠪ୲౰ऀがݱ৔で࠾औし、ચড়・ס૩さͤてඍ細
遺物をந出した。
（੔ཧۀ࡞）
平੒30೥౓からྩ和３೥౓の੔ཧۀ࡞は、ࡾ୐ܙ子（平੒30～ྩ和３೥౓）、ཱࢁກ඙（平੒30

～ྩ和２೥౓）がओにߦなった。遺物は、土器・土製品、石器・石製品、ۚଐ器・ۚଐ製品、໦質遺
物、ࣗવ遺物に分類して੔ཧۀ࡞をਐΊた。土器・土製品は࠷΋ଟ͘出土し、ใࢿࠂྉのந出は࠷௿
੒し（第࡞ྉのҰཡをࢿの΋のとした（図Խ遺物໿15ശ、ະ図Խ遺物໿72ശ）。石器・石製品はશݶ
２・̑・̔ද）、Ұ部を図Խใࠂした。石材൑ఆはωΦジϜ磁石にΑる磁ੑ確認なͲをߟࢀに୲౰ऀの
೑࡯؍؟でߦった。石଄品のҰ部は３࣍元ܭଌスΩϟン（"SUFc SQacF SQJEFS）をߦい、ϝッシϡϞ
σルを࡞੒した。ۚଐ器・ۚଐ製品、ۚଐੜ܎ؔ࢈遺物は、遺構͝とのҰཡදを࡞੒し（第３・̒・
̕ද）、Ұ部を図Խใࠂした。ۚଐ器・ۚଐ製品の͏ち、銅銭はશ఺の̭ઢࣸਅࡱӨをߦった。ༀᣛ
については̭ޫܬઢ分ੳにΑる材質ௐࠪをߦなった。３࣍元ܭଌ、̭ઢࣸਅࡱӨ、̭ޫܬઢ分ੳは෱
Ԭࢢ埋ଂจԽࡒηンλʔのػ器を利用した。遺物࣮ଌは、土器・土製品を໺口૱子、ࢁຊຑཬ子、େ
ఉ༑子、൘૔が、石器・石製品、ۚଐ器・ۚଐ製品を൘૔がߦなった。遺物ࣸਅࡱӨは൘૔がߦなっ
た。トレʔスは土器・土製品を໺口が、その他を൘૔がߦなった。ຊষのࣥචは、第̑અ第１߲をג
式ձࣾڀݚڥ؀ݹॴが、第̑અ第２߲を小ྛ　ܒ（۝भྺ࢙ࢿྉؗ）がߦない、その他を൘૔がߦなっ
た。·た、遺物੔ཧに͓いてՃ౻ྑ඙、࢘ߒ౻ࠤ、ൺࠤཅҰ࿠、౻࡚࠼೫のॿݴとྗڠをಘた。
出土遺物の内༰をهड़するにあたっては、下هจݙ（ेޒԻॱ）をߟࢀとした。
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H=4m 

砕石

H=3rn 

-------
H=2m 

L---------------
----・―-―--•----

ンプル1

H=lm 

22.黄褐色2.5Y5/4中砂 23. オリープ褐色2.5Y4/4粘質砂 24.黒褐色2.5Y3/2粘質砂

25.にぷい黄褐色IOYR4/3粘質砂 26.暗褐色IOYR3/4粘質砂。マンガン含む

27.黄褐色LOYR5/6• 5/4細 ・中砂 28.明黄褐色IOYR6/8細砂～中租砂の細かい互層

第 1区西壁南側土層

1.灰黄褐色!OYR4/2粘質砂 2.にぶい黄褐色IOYR4/3粘質砂

3.オリ ープ褐色2.5Y4/3粘質砂 4. 3階に焼土塊含む

5.褐色LOYR4/4砂 ・中砂。径2crn炭 ・焼土、礫含む

6.褐色LOYR4/4砂 ・中砂。暗褐色粘土ラミナ堆栢

7. にぶい黄褐色～黄褐色10YR5/4• 5/6細・ 中砂。褐色IOYR4/4粘質砂ラミナ ・小ブロック含む

8. 暗褐色10YR6/6細砂 9 a.にぶい黄褐色10YR5/4細 ・中砂。粘質砂ラミナ 9b.細砂

10. 黄褐色LOYR5/6細～租砂 11. 暗褐色IOYR3/4粘質砂多い細砂

12a.暗褐色粘質砂ラミナ、細砂 12b.暗褐色粘質砂ラミナ、小プロック細砂

13.褐色LOYR4/4細 ・中砂。粘質砂小プロック含む

14.オリ ープ褐色2.5Y4/4細 ・中砂に暗色士小プロック含む 15.オリ ープ褐色2.5Y4/4細 ・中砂

16.褐色10YR4/4 • 4/6細砂、鉄分 ・マンガン含む I 7. 暗オリープ褐色粘質砂。径Lem炭含む

18.にぶい黄褐色IOYR5/4細 ・中砂。租砂含む互屈

19. 暗オリーブ褐色粘質砂。細 ・中砂ブロック、ラミナ含む 20.にぶい黄褐色10YR5/4細 ・中砂

2l. 暗褐色IOYR3/3粘質砂。径1cm炭 ・焼土含む

砕石
H=3m 

盛土

---
19 

H=2m 

H=1m 

H=Om 

第 1区西壁北側土屈

1. 明黄褐色IOYR6/6砂。 しまり弱い

2.暗灰黄色2.5Y5/2粘質砂 3. 1唇と同質

4.にぶい黄褐色IOYR5/4砂。SX188 5. 1層と同質

6. にぶい黄褐色IOYR4/3粘質砂。骨 ・炭化物含む。 しまり強い

7. オリープ褐色2.5Y4/3砂質土。 しまりやや強い。SX164 8. 7庖と同質。SXl65

9.褐色IOYR4/4粘質砂。SX123

l0．暗灰黄色2.5Y4/2粘質砂。 しまり強い

II. 明黄褐色IOYR6/6砂 12. 10恩と同質

13.にぶい黄褐色IOYR5/4細 ・中砂

l4．褐色lOYR4/6細 ・中砂 15. l4恩と同質。SX139

16.明黄褐色IOYR6/6細 ・中砂

17．褐色10YR4/6粘質砂

18.明黄褐色IOYR6/6細～中砂互陪

19.鉄分沈着磨。細～租砂

¥
 
叶 一 竺央ベルト

南側 十

南壁

H=3m 

ノロ H=2rn 

H=lm 

第 1区中央ベルト南面土熙

1. にぶい黄褐色lOYR5/4細 ・中砂、粘土ラミナ層。SX166

2.褐色IOYR4/4細・中砂、粘士ラミナ囲。 しまりやや弱

3.オリープ褐色2.5Y4/6中砂、粘土小ブロック含む。 しまりやや弱

4. 黄褐色2.5Y5/3粘質砂。径5cm炭粒含む。 しまりやや弱

5.褐色LOYR4/4細 ・中砂、粘士ラミナ含む。木根 ・小礫含む。 しまりやや強。包含恩 I陪

6. 明黄褐色IOYR6/6細～粗砂。 しまり弱。包含囮 J]上図

7. にぶい黄褐色IOYR5/4細 ・中砂

8. にぶい黄橙色IOYR7/4• 6/4細砂

9. 明黄褐色LOYR6/6細 ・中砂。にぶい黄褐色IOYR5/4粘土ラミナ、暗褐色粘質砂 ．にぶい黄褐色シルトプロック含む。包含屈 J]下陪

10. 明黄褐色lOYR6/6• 8細 ・中砂。暗褐色粘土層含む

11. 明黄褐色IOYR6/8細 ・中砂。 しまりやや弱い

12.褐色LOYR4/6細砂。 しまりやや弱い。鉄分沈着陪

H=4m 

砕石

盛土

建物基礎跡

H=3m 

H=2m 

＇ ____ ―`← ／ 
10 H=lm 

第 1区南壁土層

l.暗オリープ褐色2.5¥3/3粘質砂。礫 ・炭含む

2 . 暗オリ ーブ褐色粘質砂プロック含む黒褐色粘質砂 • 砂の粗い互層

3 . 黒褐色粘質砂 • 砂の細かい互恩。 SK025

4.にぶい黄褐色IOYR4/3粘質砂。径lcm炭粒含む。 しまりやや強い

5. オリープ褐色砂質土。マンガン ・鉄分、礫 ．粗砂プロック含む。

6.オリープ褐色2.5¥4/3粘質砂。径5~l0cm炭含む。 しまりやや弱い。SRl52

7.オリ ーブ褐色2.5¥4/3粘質砂、暗オリープ褐色粘質砂ラミナ含む。径Lem炭含む。 しまりやや強い

8.黄褐色IOYR5/6~2.5¥5/4細 ・中砂。 しまりやや強い

9.明黄褐色IOYR6/6細 ・中砂の細かい互恩。 しまりやや弱い

10.租砂。鉄分沈着囮。 しまり弱い

゜
2m 

第5図 第 1区壁面土層実測図 (1/80)
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第６図　S3出土土ჾᐇ 図（1/3）

㸯　S308�　　㸰　S311�　　㸱　S3069　　㸲　S30�6　　㸳　S3017

６　S31�1　　㸵　S307�　　㸶　S307�　　㸷　S31�8

井ᖒ༸Ұ（1995・1996）「ஜ前に͓͚る中ۙ世瓦の分類ࢼҊ」h ෱Ԭࢢത物ؗڀݚ紀ཁʱ̑・̒、
QQ�85-108、QQ�60-91
ඌ上࣮・৿ౡ߁༤・ۙߐढ़ल（1995）「瓦器࿶」中世土器ڀݚձฤʰ概આ中世の土器・陶磁器 、ɦ
QQ�315-337、ਅཅࣾ
඙ฤ（1992）hྑؒ࡫ ྉ೔ຊྺ࢙図࿥ʱദॻ๪ࢿ
ೇ੉ܚଠ（2007）「土師器৯હ۩からݟた中世തଟの土器༷૬」h ۝भֶݹߟ 8ɦ2、QQ�21-43
۝भ陶磁จԽؗฤ（2006）hཱݝլࠤ ʱू׺୅ං前陶磁໏ݱۙ
٧लҰฤ（1986）hࡔ 出土౉དྷ銭ʕ中世ʕʱニϡʔ・αΠΤンスࣾ
ଠ࠻෎ڭࢢҭҕһձฤ（2000）h େ࠻෎৚๥跡ᶠᶛʕ陶磁器分類ฤʕ （ɦଠ࠻෎ࢢのจԽࡒ第49ू）
ా中ࠀ子（2011）「തଟ遺跡܈出土の中ࠃ陶磁器とର外๵қ」h തଟڀݚձ20・ࢽप೥ه೦ಛผ号 、ɦ
QQ�57-77
ా中ࠀ子・ࠤ౻Ұ࿠（2008）「๵қ陶磁器のਪҠ」େఉ߁時・ࠤഢ࣍߂・ੁ೾ਖ਼人・ా上༐Ұ࿠ฤh 中
世౎ࢢ・തଟを掘る 、ɦQQ�112-131、ւௗࣾ、෱Ԭ
೦࿦هكݹԵӹॏོઌੜ「にΑͤてʕڀݚ上の土器ʕྺ࢙時୅土師器のฤ೥ܭ౷」ຊ৴෉（1990）ࢁ
จूߦץձฤʰ۝भ上୅จԽ࿦ू 、ɦQQ�349-386、۽ຊ
h「۝भ・ೆ੢ॾౡ：中世৯器の஍Ҭੑ」ଜ৴ᒇ（1997）ࢁ・ຊ৴෉ࢁ ʱࠂใڀݚຽଏത物࢙ؗྺཱࠃ
第71ू、QQ�237-310

ୈ̎અɹୈᶗ۠ୈ̍໘ͷௐࠪ
ද土・੝土をόックホ΢でআڈ後、ඪ高2�4～２̼の面を遺構ݕ出面とした。ௐࠪ区の౦半はݐ物

りはྑ͘なかった。ϐット・஁໶࢒がେき͘、遺構のڹにΑるӨ（Ξυϛッシϣンηンλʔچ）ૅج
࿍・土坑・井戸・堆積層なͲを掘ه・࡟࿥した。出土遺物の時期は12世紀～17世紀୅を中৺とする。
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第㸵図　S/0�1࣭1�7ࠊS.008ࠊS31�� ᐇ 図（1/�0）

008

H=2.5m

154

H=2.3m

0 1ｍ

̍．ϐοτ（第４図）
ௐࠪ区内からはப݀がෳ਺確認されたが、ݐ物としての明確なฒͼは認ࣝできなかった。出土遺物

の時期は、概ね12世紀後半、13世紀前半、17世紀後半の３時期に分かれる。
出土遺物（第̒・20図）
１はS1085（１区）出土の陶器盤。Ⅱ類：13世紀前半か。
２はS1115（４区）出土の土師器ଢ଼壺。ࢬඥの通し޸は径1�6㎝をଌる。
３（図版18-1）はS1069（̑区）出土の龍泉窯系青磁皿Ⅰ類（D期：12世紀中頃～後半）。体部下
Ґは露胎。
４はS1046（̑区）出土の土師器坏で、糸切り底で小ܕԽしている。13世紀中頃。
̑はS1017（２区）出土の土師器小皿で、෮元口径が7�5㎝と小さ͘、器高΋0�85㎝と௿い。17世
紀後半か。
̒はS1141（２区）出土の土師器小皿。13世紀前半。
̓はS1074（̑区）出土の土師器小皿で、内面にϔϥφσ痕を࢒す。13世紀前半。
̔はS1075（２・̑区）出土の土師器小皿。13世紀前半。
̕はS1128（̑区）出土の土師器の小࿶。
118はS1119（４区）出土の銅銭「ࢸಓ元寶」（ॳர995೥）。
他にS1074（̑区）からΠψେ଼ࠎが出土した。

□-
-
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-
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第㸵図　S/0�1࣭1�7ࠊS.008ࠊS31�� ᐇ 図（1/�0）

008

H=2.5m

154

H=2.3m

0 1ｍ

̎．஁໶࿍ɾম౔౔޵
੺色Խ面΋し͘は୸Խ物のू中として認ࣝされた。୸層をચড়・ס૩してඍ細な遺物をू࠾した。

S-147（第̓図、図版5-2）　１区。小ܕପ円形ϐット。௕さ39㎝、෯25㎝、ਂさ̑㎝をଌる。ト
レンν56の、第１面から໿15㎝掘り下げた面でݕ出した。୸層から஁଄ണยとྲྀಈᕥが出土した。
S1055ɾ032（第４図）　１区。鉄ᕥが出土した。
S-051（第̓図、図版5-1）　２区。小ܕପ円形ϐット。௕さ26㎝、෯19㎝、ਂさ２㎝をଌる。୸
層から஁଄ണยとཻ状ᕥが出土した。
S,008（第̓図、図版5-3）　２区。円形土坑。௕さ65㎝、෯59㎝、ਂさ18㎝をଌる。୸を含む埋
土から஁଄ണยとཻ状ᕥ、୸Խしたෆ明植物遺体໿30఺が出土した。ෆ明植物遺体は、ಥىと޸を
࣋つ形状で、ಈ物ࠎ類としてछผ同ఆҕୗを出したが、ෆ明植物遺体と同ఆされた。
S1154（第̓図）　２区。ପ円形ϐット。௕さ42㎝、෯19㎝、ਂさ10㎝をଌる。
出土遺物（第17図）　68は上面出土の小ܕ砥石。࢖用痕はෆ明ྎͩが、௕࣠面に平滑な砥面が形੒さ
れる。他にଟྔの஁଄ണยとཻ状ᕥが出土した。
S1108（第４図）　̑区。ෆఆ形ϐット。௕さ42㎝、෯36㎝、ਂさ30㎝をଌる。鉄ᕥが出土した。
出土遺物（第17図）　69は滑石Ճ޻品。石ುస用のԹ石か。࠶Ճ޻面΋΍΍ඃ೤・ࠇ色Խする。

̏．౔޵
ෆఆ形土坑、ํ形土坑・᛽ෑ土坑、円形・ପ円形土坑に分͚てهड़する。出土遺物の時期は、概ね

12世紀後半、13世紀前半、13世紀後半～14世紀୅、17世紀୅に分かれる。ෆఆ形土坑が͘ݹ、円形
土坑が৽しいとい͏޲܏がある。
ʢෆఆܗ౔޵ʣ
S,031（第̔図）　１区。௕さ128㎝、ਂさ84㎝をଌる。SK023に切られる。埋土は೪土・砂のϥ
ϛφ堆積。
出土遺物（第12図）　10は龍泉窯系青磁碗Ⅰ類（D期：12世紀中頃～後半）。
S,106（第̔図）　４区。ਂさ63㎝をଌる。
出土遺物（第12図）　11は白磁皿ᶞ類（D期：12世紀中頃～後半）。体部下Ґは釉࡟りऔり。
S,0�4（第̔図）　̑区。෯132㎝、ਂさ39㎝をଌる。埋土は୸・ম土のࠞ͡る҉ΦϦʔブ褐色೪質砂。
出土遺物（第12図）　12は土師器坏。ϔϥ切り底。底内面からのഁࡅ打ܸ痕跡が࢒る。12世紀中頃。
13は同安窯系青磁碗Ⅲ類（D期：12世紀中頃～後半）。体部下Ґは露胎。14は陶器小盤Ⅰ類。口৶内
ଆは釉১きऔりで੺褐色にൃ色する。体部下Ґは露胎。12世紀中頃か。他にӋ口ย、鉄ᕥが出土した。
S,135（第̔図）　１区。ਂさ30㎝をଌる。埋土に᛽を含む。
出土遺物（第12・17図）　18は龍泉窯系青磁碗Ⅱc類（F期：13世紀中頃～14世紀ॳ಄前後）。底外
面は露胎、৞付͚は釉১きऔりで੺褐色にൃ色。70は滑石製石錘。௕࣠とଆ面にߔを࣋つ。
S,023（第̔図、図版5-4）　１区。௕さ124㎝、෯87㎝、ਂさ97㎝をଌる。SK031を切る。埋土
に᛽をଟ͘含む。
出土遺物（第12・17図）　22は土師器小皿。14世紀୅。71は滑石製石錘。72～74は土錘。
S,144（第̔図）　２区。第１面を掘り下げてݕ出した。௕さ101㎝、෯71㎝、ਂさ42㎝をଌる。
SK006に切られる。
S,0�8（第̔図）　̑区。ਂさ24㎝をଌる。
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第 10 図　S.1�1࣭0�9࣭073 ᐇ 図（1/�0）
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第 11 図　S.019࣭0�6࣭018࣭138࣭0��࣭001 ᐇ 図（1/�0）
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S,153（第̕図、図版5-8）　１区。௕さ192㎝、෯176㎝、ਂさ80㎝をଌる。SK018に切られる。
埋土は҉ΦϦʔブ褐色2�5Y3/3೪質砂とԫ褐色細・中砂の細かいޓ層。底に᛽をෑ͘。
出土遺物（第12・17・18図）　15は白磁皿ᶞ類（D期：12世紀中頃～後半）。体部下Ґは釉࡟りऔり。
16は龍泉窯系青磁碗Ⅱ類（&期：13世紀前後～前半）。17（図版18-2）はྤཨ釉磁器のഁย。75～77
は滑石製石錘。75は௕࣠のߔと、ଆ面にҰ部ߔと打ち欠きをࢪす。76は൘状の製品をస用している。
78・79は土錘。93は砂ؠの൘ൾยで、前面に人物૾をூる（େ೔೗དྷか。إとखの部分はണམする）。
ද面はΘͣかにᮓ痕を࢒しつつ平滑に࢓上げるが、後面には粗いᮓ痕を࢒す。土坑底部のೆ੢۱に前
面を෬ͤた状ଶでஔかれていた。
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第 10 図　S.1�1࣭0�9࣭073 ᐇ 図（1/�0）
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第 11 図　S.019࣭0�6࣭018࣭138࣭0��࣭001 ᐇ 図（1/�0）
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第1�図　S.出土土ჾᐇ 図（1�࣭19ࠊ�/1ࡣ他1/3ࡣ）

S,063（第̕図、図版5-6）　１区。௕さ138㎝、෯104㎝、ਂ さ36㎝をଌる。埋土は、径１ᶱম土・
୸をগな͘含む҉ΦϦʔブ褐色೪質砂とԫփ色砂のϥϛφ堆積。
出土遺物（第12・18図）　23・24は土師器のଢ଼壺。23は内面Ϥίφσ、外面λςφσでஸೡに࢓上げ
られ、径1�1㎝のম੒前ઠ޸を外面から内面に޲かってࢪす。ਅೋつにׂれた状ଶで出土した。24は
内面Ϥίφσ、外面λςφσで࢓上げられ、ઠ޸部分は࢒っていない。94は石ӓ上石。΋のೖれ޸
は௕ํ形で４ʷ３㎝、൨きख޸は௕ํ形で３ʷ2�5㎝、࣠ड͚޸は円形で径1�5～1�7㎝をଌる。ӓ面
（ԜΈ）Ҏ外はશ体にඃ೤・ࠇ色Խする。石ӓ΍ଢ଼壺は埋຅の途中で౤غされている。
S,014（第̕図、図版5-7）　１区。௕さ79㎝、෯71㎝、ਂさ20㎝をଌる。埋土は҉ΦϦʔブ褐色
೪質砂でし·り΍΍ऑい。底に᛽が഑ஔされる。
S,027（第̕図、図版6-1）　１区。௕さ112㎝、෯80㎝、ਂ さ26㎝をଌる。S1012・020に切られる。
S1054を切る。埋土は҉ΦϦʔブ褐色砂質土と೪質土のϥϛφ堆積。
S,006（第̕図、図版6-2）　２区。௕さ81㎝、෯75㎝、ਂさ45㎝をଌる。S1125を切る。SK144
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第13図　S.出土土ჾ࣭土〇ရᐇ 図（ࠊ�/1ࡣ30࣭3�࣭33ࠊ�/1ࡣ��他1/3ࡣ）

を切る。埋土は、҉ΦϦʔブ褐色೪質砂で径１㎝୸、ԫփ色೪土小ブロック含む。
S,151（第10図）　１区。௕さ322㎝、෯167㎝、ਂさ70㎝をଌる。๺ଆが明ྎにݕ出できなかった。
S,131（第̕図、図版6-3）　２区。௕さ113㎝、ਂ さ25㎝をଌる。SK022に切られる。᛽がෑかれ、
その上に୸Խ物が࢒る。᛽はඃ೤している。
S,005（第̕図、図版6-4）　２区。௕さ116㎝、෯69㎝、ਂさ36㎝をଌる。埋土は҉ΦϦʔブ褐
色೪質砂で、径２㎝ম土・୸΍΍ଟい。
出土遺物（第17図）　80は滑石製石ುのస用・Ճ޻品。石ುഁยを端部・ଆ面を細か͘面औりしてப
状に࠶Ճ޻する。ހ状にூられたߔ。Թ石か。
S,04�（第10図）　２・̑区。௕さ188㎝、ਂさ32㎝をଌる。
出土遺物（第12図）　19は陶器盤Ⅱ類（13世紀前半）。20は白磁皿Ⅸ類（F期：13世紀中頃～14世紀
ॳ಄前後）。口縁端部が口禿げ。21は龍泉窯系青磁坏Ⅲ-5C類（F期）。
S,073（第10図、図版6-5）　̑区。௕さ63㎝、ਂさ40㎝をଌる。埋土は҉ΦϦʔブ褐色೪質砂で、
径２㎝େのম土・୸を含Έ、ؒにԫ褐色砂をڬむ。
ʢԁܗɾପԁܗ౔޵ʣ
S,01�（第11図、図版6-6）　１区。௕さ101㎝、ਂさ63㎝をଌる。埋土は҉ΦϦʔブ褐色೪質砂
とԫփ色砂のޓ層。
出土遺物（第13図）　25（図版18-3）はԐの土人形。૊Ԑか。26は和泉ܕの瓦器࿶。口৶部はૉ௚に
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第 1� 図　SE03�࣭1ࠊ��S;036ࠊSE0�6࣭0�7 ᐇ 図（1/�0）

0 1ｍ

ؙ͘ऩ·り、಑部は΍΍ுってؙΈをଳͼて͓り、12世紀後半୅と͑ߟる。他に銅銭「׮Ӭ通寶」（ॳ
ர1636೥）が出土している。
S,026（第11図、図版6-7）　１区。௕さ116㎝、෯105㎝、ਂさ107㎝をଌる。埋土は҉ΦϦʔブ
褐色೪土とԫփ色砂のޓ層。
出土遺物（第13・17図）　27は青Ֆ皿。৞付は釉をૡきऔる。16世紀中頃か。81は滑石製石錘。82
は土錘。他に銅銭「׮Ӭ通寶」（ॳர1636೥）が出土している。
S,018（第11図、図版6-8）　１区。௕さ125㎝、෯105㎝、ਂさ19㎝をଌる。S1061・062に切ら
れる。SK153を切る。埋土はԫ褐色2�5Y5/3砂質೪土で、上層に҉ΦϦʔブ褐色೪質砂がްさ３㎝
΄Ͳ堆積する。
S,138（第11図、図版7-1）　４区。௕さ101㎝、෯96㎝、ਂさ33㎝をଌる。埋土は҉ΦϦʔブ褐
色೪質砂で、径１㎝୸、ԫ褐色砂ブロック含む。
S,022（第11図、図版7-2・3）　２区。௕さ136㎝、෯136㎝、ਂさ60㎝をଌる。埋土はΦϦʔブ
҉褐色೪質砂。底に᛽をෑ͘。
出土遺物（第13・17図）　28は口禿げの白磁碗Ⅸ類（F期：13世紀中頃～14世紀ॳ಄前後）。29は土
師器坏で、内面にࠇ色付ண物が࢒る。ۙ世期。30は೹จؙݢ瓦。内区と外区のڥにݍઢがҾかれ、
चจがൺֱ的ଟい。16世紀前半୅か。চෑきの᛽Αり΋10㎝΄Ͳ上Ґで出土して͓り、埋຅の途中
で౤غされたと͑ߟられる。83は滑石製石錘。84～87は土錘。88は滑石製円盤状石器。89は砂ؠ製
の石ٿ。
S,001（第11図）　２区。௕さ78㎝、෯77㎝、ਂさ30㎝をଌる。埋土は、গྔの径１㎝୸・ম土
とԫփ色೪土小ブロックを含む҉ΦϦʔブ褐色2�5Y3/3೪質砂でし·り΍΍ऑい。
出土遺物（第17図）　90は滑石製石錘。91・92は土錘。92は他の土錘にൺ΂て๰錘形をఄさない。
S,002（第４図）　２区。平面形は௕ପ円形。Ϟルλル΍瓦、ガϥスなͲを含む攪乱。
出土遺物（第13図）　31はҹ版小碗。৞付は釉ૡऔり。32（図版18-5）はછ付ළ。「˘԰ञ৔」「˘
、瓦。燻し瓦でӢ฼が付ணする。चจはେきؙ͘ݢがೖる。33は೹จࣈඦ೓ࣣ号」「˘前ຊொ」のจࡾ
਺がগない。ۙ୅
S,025（第４図、図版5-5）　̑区。ਂさ101㎝をଌる。

̐．Ҫށ
遺構の࢒りがൺֱ的ྑ޷な੢半（１・２区）ではݕ出されͣ、౦半の３・４区でݕ出された。時期は、

S&035・155の݁Գ井戸が13～15世紀ॳ಄、S&047の瓦井戸がۙ୅となる。第２面１区でݕ出された
井戸܈（12世紀～14世紀ॳ಄）Αり΋৽しい。
SE035（第14図、図版7-4）　３区。井戸枠はスギ൘目材を用いた݁Գで径84㎝、ඪ高80～⚐㎝に
ਾ͑られる。
出土遺物（第15・19図）　34は口禿げの白磁碗Ⅸ類（F期：13世紀中頃～14世紀ॳ಄前後）。35（図
版18-4）は白磁合子身で、体部外面にཅࠁ࿈఺จがࢪされる。࣫͗ܧされている。36は龍泉窯系青
磁ઙܕ碗（坏Ⅲ類同༷式。F期）。37は青磁皿。38は土師器のଢ଼壺。Ӭָ通寶（ॳர1408೥）が出土
している。95はऄ໲ؠ質の石錘。96～98は土錘。99は᛽ؠの石100。ٿは井筒内࠷下層から出土し
たΠスϊΩ࡟り出しのԣ۳。ࣃの਺は25ຊで、௕さ4�2㎝、෯9�2㎝、ްさ１㎝をଌる。他にڕࠎߗ
。ยなͲが出土したࠎωζϛՊ下ֺ・上࿹、ࠎの௣ߝ
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第1�図　SE出土土ჾ࣭土〇ရᐇ 図（�6ࠊ�/1ࡣ�8ࠊ�/1ࡣ他1/3ࡣ）

SE155（第14図、図版7-5）　３区。井戸枠はスギ൘目材を用いた݁Գで、径86㎝、ඪ高80～20㎝
にਾ͑られる。
出土遺物（第15・19図）　39は白磁皿Ⅸ類（F期）。40は糸切り底の土師器皿で小ܕፏ平Խしている。
13世紀中頃。101は೪൘ؠ製のݛ。平滑面のݚຏは細か͘、͗ݚ痕౳は͑ݟない。後面が遺ଘする。
102は砂ؠの石ٿ。面औりは粗͘ෆे分で、ٿ状を޲ࢤしたଟ面体をなす。103・104は滑石製石錘。
105・106は土錘。
S,137（第14図）　３区。S&035とS&155の掘ํとࢥΘれる土坑。
出土遺物（第15・19・20図）　41は口禿げの白磁碗Ⅸ類（F期：13世紀中頃～14世紀ॳ಄前後）。42（図
版18-6）は龍泉窯系青磁碗Ⅱc類（F期：13世紀中頃～14世紀ॳ಄前後）。底外面は露胎、৞付͚は
釉১きऔりで੺褐色にൃ色。107～110は土錘。119は銅銭「ܚ元通寶」（ॳர1201೥）、120は銅銭「঺
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第16図　S;࣭ໟྵᒙ出土土ჾᐇ 図（�9࣭6ࠊ1/6ࡣ66࣭67ࠊ�/1ࡣ�他1/3ࡣ）

ఆ通寶（ॳர1228೥）」。
SX036（第14図）　３区。SK137を切る堆積層。
出土遺物（第15・20図）　43は龍泉窯系青磁碗ⅡC類（&期：13世紀前半）΋し͘はⅡc類（F期：13
世紀中頃～14世紀ॳ಄前後）。121は銅銭「Յହ通寶」（ॳர1205೥）。他にΠルカ類௣ࠎยが出土した。
SX037（第14図）　３区。SK137上のブロック土堆積。
出土遺物（第15・19図）　44は龍泉窯系青磁碗Ⅰ-6a類（D期：12世紀中頃～後半）。111は砂ؠの石ٿ。
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第 17 図　S3࣭S. 出土▼〇ရ࣭土㗽ᐇ 図（1/�）
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第 18 図　S.1�3࣭063 出土▼〇ရ୕ḟඖࣔࣝࢹ⏬ീࡧࡼ࠾ᐇ 図（1/6）
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第 17 図　S3࣭S. 出土▼〇ရ࣭土㗽ᐇ 図（1/�）
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第 18 図　S.153࣭063 ฟ土▼〇ရ୕ḟඖࣔࣝࢹ⏬ീࡧࡼ࠾ᐇ 図（1/6）

93　S.153　　94　S.063

112は滑石製の円盤状製品。打ち欠き石錘か。113～115は土錘。
SX038（第14図）　３区。SK137上のブロック土堆積。
出土遺物（第15図）　45は龍泉窯系青磁碗Ⅰ-4類（D期：12世紀中頃～後半）。高台内は露胎。
SE056（第14図、図版7-6）　３区。土坑埋土を掘り下げる途中で平面的に井戸枠の痕跡らしき輪状
の腐植土を確認した。井筒の径は65㎝。下層の埋土は粗砂を含む褐色10YR4/4細・中砂。
SE047（第14図、図版7-7）　４区。井戸枠は瓦で、径は78㎝。井筒内からは鉄釘、レンガ、瓦が
出土した。
出土遺物（第15図）　46は燻しの平瓦。47は須玖Ⅱ式の短頸壺。48（図版18-7）は陶器人形の足部
分で、背面は露胎で平坦。その他ニホンジカ鹿角、スギの柾目材が出土した。

５．包含層
第１面の下層は遺物を包含する堆積層となっている。第１面掘り下げの過程で、平面範囲を把握し

た堆積層については、略号SXと遺構番号を付している。出土遺物の時期は、概ね12～14世紀である。
SX015（１区）出土遺物（第16図）　49は龍泉窯系青磁坏Ⅲ-2類（F期：13世紀後半～14世紀前半）。
50は白磁皿Ⅸ類（F期）。口縁端部が口禿げとなる。51は糸切り底の土師器小皿で灯明皿利用される。
13世紀後半か。
SX086（２区）出土遺物（第16・20図）　52は褐釉の合子身。体部外面下半は露胎。53は白磁皿Ⅸ
-1c類（F期：13世紀後半～14世紀前半）。122～125は銅銭で、122は「景祐元寶」、123は「元祐通寶」、
124は「宣和通寶」、125は「淳熙元寶」。
SX123（３・４区）出土遺物（第16・19図）　54は同安窯系青磁碗Ⅰ-1a類（D期：12世紀中頃～後
半）。体部外面下半は露胎。55は景徳鎮窯系青磁小皿。56は糸切り底の土師器皿。12世紀後半頃。
116はシルト質の砥石。
SX124（４区攪乱下）出土遺物（第16図）　57は青磁碗Ⅰ-4類（D期：12世紀中頃～後半）。58は

口
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第 19 図　SE࣭S.࣭S;࣭ໟྵᒙ出土▼〇ရ࣭土㗽࣭ᮌ〇ရᐇ 図（1/�）
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第 19 図　SE࣭S.࣭S;࣭ໟྵᒙ出土▼〇ရ࣭土㗽࣭ᮌ〇ရᐇ 図（1/�）
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糸切り底の土師器小皿。13世紀୅。
SX166（１区中ԝϕルト）出土遺物（第16図）　59（図版18-8）は褐釉陶器のࣖ壺。口縁部内面に
目跡がある。
ୈ̍໘Լ層出土遺物（第16・19・20図）　60（図版18-9）はૉমきの小ܕ壺。61（図版18-10）は褐釉
陶器のਫణ஡ೖ。62は瓦質土器の፻ു。63は景徳鎮窯白磁小ܕ壺。64は同安窯系青磁皿。胎土に砂
ཻをଟ͘含む。65は同安窯系青磁皿。底部に目跡がある。66は褐釉陶器盤。口縁部内面に目跡がある。
67は土師質土器のುで、外面にスス、内面にίήが付ணする。117はऄ໲ؠ質の石錘。126は銅銭「明
ಓ元寶」（ॳர1032೥）。127はༀᣛ。径1�45㎝、ް さ１～0�2ᶱ、ϦϜ径1�6㎝をଌる。̭ઢը૾では、
ϦϜ内部に３つຢのΞンϏル（ൃՐۚ）が確認できる。ϦϜ外面の上・下・ӈの３カॴに１ͣࣈつࠁ
ҹを確認できるがྼԽのたΊ൑ಡෆ明である（਺ࣈ΍ӳࣈではな͘、ࣈ׽とࢥΘれる）。̭ޫܬઢ分
ੳ૷ஔにΑる材質分ੳでは銅とѥԖがݕ出され、ਅ᭦製とਪఆされた。他に΢Ϛ上࿹ࠎ（４区R1）、
΢Ϛجઅࠎ（5̒ೆⅡ下層）が出土した。

̒．খ݁
ํ形土坑の࣠΍遺構のฒͼから、中世期の஍ׂは、گݱ஍ׂ（ௐࠪ区区ׂ）からΘͣかに੢にৼれ

ていた૝ఆされる。
ௐࠪ区ೆน土層（第̑図）をݟると、஍ࢁの砂層が౦から੢΁ࣼ܏して͓り、ௐࠪ区の౦ଆは砂ٰ

ྻの高いํで、࡟平のӨڹがஶしいが、੢ଆは௿͘、࡟平のӨڹが小さかったと͑ߟられる。
஁໶࿍は、஁໶࿍S-147とഇغϐットS1055・032、஁໶࿍S-051とഇغ土坑・ϐットSK008・

S1154とい͏૊Έ合Θͤが、ೆ๺の２カॴで確認された。小ن໛な஁໶ۀ࡞の৔があったと૝ఆでき
る。
᛽ෑ土坑のੑ֨はෆ明であるが、SK153では೗དྷらしき૾をூった൘ൾย（第18図93）が᛽ෑき

の１つにస用されていた。SK022は同͡Α͏な᛽ෑ土坑ͩが、SK153にൺ΂て平面形が小さ͘、ෑ
͘᛽のີ౓が高い。遺構の切り合い΍出土遺物からSK022Αり΋৽しいと൑அされる。
݁Գ井戸S&035の井筒下層からは、࣫͗ܧをした白磁合子身（第15図35、図版18-4）΍ΠスϊΩ

製ԣ۳（第19図100）が出土した。΍΍ಛघな遺物であるたΊ、井戸෧͡のّྱに用いられたՄೳੑ
がある。
第Ⅰ区出土の石錘・土錘は、େ小֤छが出土している。ଆ面に１ରのߔを࣋つ༗ߔ石錘70

（SK135）、௕ܕ༗ߔ石錘90（SK001）、௕ܕ༗޸石錘117（包含層）、༗ߔ土錘113（SX037）は形状
が他とҟなる。༗ߔ土錘113の同ܕはശ࡚遺跡20࣍２区（767ू）・SK228出土203、26࣍̔区（853
ू）・SK226出土45、SK227出土46・47（12世紀前半）、73࣍（1316ू）・SK133出土22（12世紀
前半頃）、包含層出土15・16、SK472出土13、77࣍（1345ू）・S&2085出土106（11世紀後半～12
世紀前半）、SK1018出土112（12世紀半͹～13世紀前半）、SK2057出土231（13世紀前半）なͲが確
認できる。༗ߔ土錘113が出土したSX037は12世紀中頃～後半の青磁碗を含Έ、埋຅時期は、
S&035・155の掘ํSK137の埋຅時期である14世紀୅にۙいと͑ߟられる。ଢ଼壺΋ෳ਺఺出土して͓
り、Ԋ؛での׆ۀړಈがൃ׆であった͜とが͏かがΘれる。
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第 20 図　第Ϩ区第㸯面㖡〇ရᐇ 図ࡧࡼ࠾㹖⥺⏬ീ（1/1）
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㑇ᵓ࣭ᒙ఩ ✀㢮 ჾ✀ ṧᏑ ἲ㔞（੉） ⫾土 ↝ᡂ 色ㄪ
௬
␒

6 1 S3085 㝡ჾ ┙ ◚∦ - ᚄ 1ੈ௨ୗ㯮࣭ⓑ色⢏ࡸࡸከい Ⰻዲ ⫾土：ὸ㯤灰㹼灰ࠊ㔙：㯤 39

6 2 S3115 土ᖌჾ ⻇ና 1/3 ཱྀᚄ ჾ㧗10.35ࠊ7.15 ᚄ 2 ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ࠊ㉥色⢏ྵࡴ Ⰻዲ እ面：ᶳ㹼にぶい㯤ࠊෆ面：ᶳ㹼ὸ㯤ᶳ 40

6 3 S3069 㟷☢ ─ 7/10 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ12.8 3.2 砂⢏࡞ࡲྵ࡝ࢇ࡜࡯いࠋ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：ῐ灰ࠊ㔙：灰⥳ࠊ㏱明 36

6 4 S3046 土ᖌჾ ᆗ 1/8
᚟ඖཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ12.8
2.2

ᚄ 1 ੈ௨ୗ㉥色⢏ࠊᚤ⣽࡞㞼
ẕࡃࡈᑡ࡞いࠋ⢭Ⰻ

Ⰻዲ にぶい㯤ᶳ㹼にぶいᶳ 35

6 5 S3017 土ᖌჾ ᑠ─ 1/2 ᚟ඖཱྀᚄ7.5ࠊჾ㧗0.85 ᚄ 1 ੈ௨ୗ㉥࣭ⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ にぶい㯤ᶳ㹼にぶいᶳ 34

6 6 S3141 土ᖌჾ ᑠ─ 1/2 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ9.1 1.4 ᚄ 1ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ࡸࡸከい Ⰻዲ ὸ㯤ᶳ㹼ᶳ 42

6 7 S3074 土ᖌჾ ᑠ─ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ8.6 1.3 ᚄ 2ੈ௨ୗ㉥࣭㯮࣭ⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ὸ㯤㹼にぶい㯤ᶳ 37

6 8 S3075 土ᖌჾ ᑠ─ 1/2 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ8.7 1 ᚄ 1ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ᑡ࡞い Ⰻዲ ᶳ㹼にぶい㯤ᶳ 38

6 9 S3128 土ᖌჾ ᑠ᳐
ᗏ㒊
1/4

᚟ඖᗏᚄ 4.7 ᚄ 1ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ࠊ㉥色⢏ྵࡴ Ⰻዲ
እ面：ὸ㯤ᶳ㹼にぶい㯤ᶳࠊෆ面：
ὸ㯤ᶳ㹼ᶳ

41

12 10 S.031 㟷☢ ☇ ᗏ㒊ࡳࡢ 㧗ྎᚄ 6.1 砂⢏࡞ࡲྵ࡝ࢇ࡜࡯いࠋ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：ῐ灰ࠊ㔙：ῐ⥳ࠊගἑ㕌い 18

12 11 S.106 ⓑ☢ ─ 1/8 ᚟ඖཱྀᚄ 11.1 ᚄ 1 ੈ௨ୗ砂⢏ࡃࡈᑡ࡞い Ⰻዲ ⫾土：灰ⓑࠊ㔙 �✵色࿡ࠊ㏱明 26

12 12 S.094 土ᖌჾ ᆗ 3/5 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ15.05 3 ᚄ 2ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ྵࡴ Ⰻዲ にぶい㯤ᶳ 23

12 13 S.094 㟷☢ ☇ 1/7 ᚟ඖཱྀᚄ 18.3 ᚄ 1 ੈ௨ୗ砂⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：灰ࠊ㔙：灰༙ࠊ㏱明 22

12 14 S.094 㝡ჾ ᑠ┙ 1/8 ᚟ඖཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ26.4 8.6 ᚄ 1 ੈ௨ୗ砂⢏ࡸࡸከい Ⰻዲ ⫾土：ὸ㯤㹼灰ࠊ㔙：㯤 24

12 15 S.153 ⓑ☢ ─ 1/5 ᚟ඖཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ9.8 2.5 ᚄ 1 ੈ௨ୗ砂⢏ࡃࡈᑡ࡞い Ⰻዲ ⫾土：ஙⓑࠊ㔙：灰⥳ࠊ୙㏱明 30

12 16 S.153 㟷☢ ☇ ◚∦ - 砂⢏࡞ࡲྵ࡝ࢇ࡜࡯いࠋ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：灰ࠊ㔙：࣮࢜ࣜࠊࣈ㏱明 31

12 17 S.153 ⓑ☢ Ỉὀ࠿ ◚∦ - ᚄ 1ੈ௨ୗⓑ色⢏ᑡ࡞い Ⰻዲ ⫾土：灰ࠊ㔙：⍠⍵ 32

12 18 S.135 㟷☢ ☇ ᗏ㒊 㧗ྎᚄ 5.3 砂⢏࡞ࡲྵ࡝ࢇ࡜࡯いࠋ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：暗灰ࠊ㔙：⥳ࠊ㏱明 27

12 19 S.049 㝡ჾ ┙ ◚∦ - ᚄ 2ੈ௨ୗⓑ࣭㯮色⢏ࡸࡸከい Ⰻዲ ⫾土：灰褐ࠊ㔙：࣮࢜ࣜࣈ灰 76

12 20 S.049 ⓑ☢ ─ 1/8 ᚟ඖཱྀᚄ 10.6 ᚤ⣽࡞㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：灰ⓑࠊ㔙：灰⥳ 74

12 21 S.049 㟷☢ ᆗ 1/8 ᚟ඖཱྀᚄ 15.6 ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：灰ࠊ㔙：⥳ࠊ㏱明 75

12 22 S.023 土ᖌჾ ᑠ─ 4/5 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ8 1.3 砂⢏ᑡ࡞いࠋ⢭Ⰻ Ⰻዲ にぶい㯤ᶳ 16

12 23 S.063　R2㸩R3 土ᖌჾ ⻇ና ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ5.9 10.3 ᚄ 1 ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ྵࡴ Ⰻዲ ᶳ 20

12 24 S.063　R4 土ᖌჾ ⻇ና 1/2 ᚟ඖཱྀᚄ 5.3
ᚄ 2 ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ྵࠋࡴ
ᚤ⣽࡞ゅ㛝▼ᑡ࡞い

Ⰻዲ እ面：にぶい㯤ᶳࠊෆ面：ᶳ 21

13 25 S.019 土〇ရ ⊷ᙧ 4/5 ṧᏑᖜ 3.4 ᚄ 1 ੈ௨ୗ㉥࣭ⓑ色⢏ᑡ࡞い Ⰻዲ にぶい褐 12

13 26 S.019 ⎰ჾ ᳐ 1/7 ᚟ඖཱྀᚄ 12.6 ᚄ 1 ੈ௨ୗ砂⢏ᑡ࡞い Ⰻዲ ⫾土：灰ⓑࠊ⾲面：㯮 11

13 27 S.026 㟷ⰼ ─ 1/4 ᚟ඖᗏᚄ 3 砂⢏࡞ࡲྵ࡝ࢇ࡜࡯いࠋ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：灰褐ࠊ㔙：㯤色࿡ࠊගἑᙉい 17

13 28 S.022 ⓑ☢ ☇ 1/7 ᚟ඖཱྀᚄ 14.2 砂⢏࡞ࡲྵ࡝ࢇ࡜࡯いࠋ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：灰ⓑࠊ㔙：灰ࠊගἑ㕌い 14

13 29 S.022 土ᖌჾ ᆗ 2/3 ᚟ඖཱྀᚄ10.4ࠊჾ㧗2.7 ᚄ 1 ੈ௨ୗⓑ色⢏ᑡ࡞い Ⰻዲ 明褐ࠋෆ面に㯮色௜╔≀ 13

13 30 S.022　R1 ⎰ ㌺୸ ⎰ᙜࡳࡢ ⎰ᙜᚄ12.2ࠊ⎰ᙜཌ 2.4 ᚄ 1 ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：灰㹼㯤灰ࠊ⾲面：暗灰㹼㯤灰 15

13 31 S.002 ༳ุ ᑠ☇ 4/5 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ9.9 5.6 砂⢏࡞ࡲྵ࡝ࢇ࡜࡯いࠋ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：ⓑࠊ㔙：㏱明 10

2

第 20 図　第Ϩ区第㸯面㔠ᒓ〇ရᐇ 図ࡧࡼ࠾㹖⥺⏬ീ（1/1）
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第㸯⾲（㸰）　第Ϩ区第㸯面ฟ土土ჾ࣭土〇ရ

ᤄ
図

␒
ྕ

㑇ᵓ࣭ᒙ఩ ✀㢮 ჾ✀ ṧᏑ ἲ㔞（੉） ⫾土 ↝ᡂ 色ㄪ
௬
␒

13 32 S.002 ᰁ௜ ⎼ 2/3 ⬗ᚄ 16.2
ᚄ 1 ੈ௨ୗ砂⢏ࡲྵ࡝ࢇ࡜࡯
⢭Ⰻࠋい࡞

Ⰻዲ ⫾土：ⓑࠊ㔙：㟷色࿡ 9

13 33 S.002 ⎰ ㌺୸ ⎰ᙜࡳࡢ ⎰ᙜᚄ14.1ࠊ⎰ᙜཌ 2.5 ᚄ 3ੈ௨ୗ㉥࣭ⓑ色ࡃࡈᑡ࡞い Ⰻዲ ⫾土：灰ࠊ⾲面：㯮࣭㞼ẕ 8

15 34 S(035 ⓑ☢ ☇ ◚∦ - 砂⢏࡞ࡲྵ࡝ࢇ࡜࡯いࠋ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：ⓑࠊ㔙：㏱明ࠊගἑ㕌い 19

15 35 S(035　ୗᒙ ⓑ☢ ྜᏊ㌟
᏶ᙧ（⁽
（ࡂ⥅

㒊ᚄࡅཷ ჾ㧗1.4ࠊ5.6 ᚄ 1 ੈⓑ色⢏ᑡ࡞い Ⰻዲ ⫾土：ⓑࠊ㔙：ⓑ色ࠊගἑ㕌い 44

15 36 S(035　ୗᒙ 㟷☢ ὸᆺ☇ ◚∦ - ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：にぶい褐ࠊ㔙：にぶい㯤褐ࠊගἑ 45

15 37 S(035　ୗᒙ 㟷☢ ─ 1/5 ᚟ඖཱྀᚄ 12.2 ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：灰ⓑࠊ㔙：ῐ⥳ࠊගἑ 46

15 38 S(035　R1 土ᖌჾ ⻇ና ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ5.2 10.8 ᚄ 2 ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ྵࡴ Ⰻዲ にぶい褐 43

15 39 S(155 ⓑ☢ ─ 1/8 ᚟ඖཱྀᚄ 11 ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：灰ⓑࠊ㔙：灰࿡ࠊගἑ㕌 51

15 40 S(155 土ᖌჾ ─ 1/2 ᚟ඖཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ9.4 1.2 ᚄ 1 ੈ௨ୗⓑ࣭㉥色⢏ᑡ࡞い Ⰻዲ 明㉥褐 50

15 41 S.137 ⓑ☢ ☇ ◚∦ - 砂⢏࡞ࡲྵ࡝ࢇ࡜࡯いࠋ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：ஙⓑࠊ㔙：灰⥳࿡ࠊ㏱明 28

15 42 S.137 㟷☢ ☇ ᗏ㒊 㧗ྎᚄ 5.55 ᚄ 1 ੈ௨ୗ砂⢏ᑡ࡞い Ⰻዲ ⫾土：灰ࠊ㔙：㟷࿡ࡿ࠶ࡢ⥳ 29

15 43 S;036 㟷☢ ☇ ◚∦ - ᚤ⣽࡞ⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：暗灰ࠊ㔙：⥳褐༙ࠊ㏱明 71

15 44 S;037 㟷☢ ☇ 1/7 ᚟ඖཱྀᚄ 16.6 ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：灰㹼ῐ灰ࠊ㔙：⥳ࠊ㏱明 72

15 45 S;038 㟷☢ ☇ ᗏ㒊 㧗ྎᚄ 6.3 ᚄ 1 ੈ௨ୗⓑ࣭㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：灰㹼㉥褐ࠊ㔙：⥳ 73

15 46 S(047 ⎰ ᖹ 1/3 ᖜ ࡉཌࠊ26 2 ᚄ 2ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ᑡ࡞い Ⰻዲ 㯮色ࠋ㖟໬ 47

15 47 S(047　᥀᪉ ᘺ⏕土ჾ ▷㢕ና ◚∦ - ᚄ 2ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ࡸࡸከい Ⰻዲ にぶい褐 49

15 48 S(047　᥀᪉ 土〇ရ ேᙧ ◚∦ - ᚄ 1ੈⓑ色⢏ᑡ࡞い Ⰻዲ ⫾土：ῐ㯤ࠊ㔙：୍㒊⥳色 48

16 49 S;015 㟷☢ ᆗ ◚∦ - ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：灰ⓑࠊ㔙：㟷⥳ࠊ㏱明 70

16 50 S;015 ⓑ☢ ─ 1/5 ᚟ඖཱྀᚄ 11.1 ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：灰ⓑࠊ㔙：灰⥳ࠊ୙㏱明 69

16 51 S;015　R1 土ᖌჾ ᑠ─ 9/10 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ8.3 1.15 ᚄ 3 ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ྵࡴ Ⰻዲ
እ面：ὸ㯤ᶳ㹼灰㯤褐ࠊෆ面：に
ぶい㯤ᶳ㹼褐灰

68

16 52 S;086 㝡ჾ ྜᏊ㌟ 1/3 ᚟ඖཱྀᚄ ჾ㧗2.1ࠊ7.2 ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：ῐ㯤ࠊ㔙：Ⲕ⥳ 77

16 53 S;086 ⓑ☢ ─ 1/4 ᚟ඖཱྀᚄ11.3ࠊჾ㧗3.35 ᚤ⣽࡞ⓑ࣭㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：ஙⓑࠊ㔙：灰⥳ࠊ୙㏱明 78

16 54 S;123 㟷☢ ᳐ ᗏ㒊 㧗ྎᚄ 4.8 ᚄ 1PP ௨ୗ砂⢏ࡸࡸከい Ⰻዲ ⫾土：灰ⓑࠊ㔙：✵色ࠊ㏱明 80

16 55 S;123 㟷☢ ─ 1/7 ᚟ඖཱྀᚄ 12 ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：灰ⓑࠊ㔙：灰⥳ࠊ㏱明 81

16 56 S;123 土ᖌჾ ─ 1/2 ᚟ඖཱྀᚄ10.5ࠊჾ㧗1.7 ᚄ 1 ੈ௨ୗ㯮色⢏ࡸࡸከい Ⰻዲ ᶳ色 79

16 57 S;124 㟷☢ ☇ ◚∦ 㸫 ᚤ⣽࡞ⓑ色⢏ᑡ࡞い Ⰻዲ ⫾土：ῐ灰ࠊ㔙：࣮࢜ࣜࠊࣈ㏱明 83

16 58 S;124 土ᖌჾ ᑠ─ 2/3 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ8.75 1.2 ᚄ 1 ੈ௨ୗⓑ色⢏ࡴྵࢆ Ⰻዲ
እ面：ᶳ㹼にぶい㯤ᶳ㹼褐灰ࠊෆ
面：にぶい㯤ᶳ㹼褐灰

82

16 59 S;166 㝡ჾ ⪥ና 1/6 ᚟ඖཱྀᚄ 19.4 ᚄ 4 ੈ௨ୗⓑ色⢏ࡸࡸከい Ⰻዲ ⫾土：灰㯤㹼ὸ㯤ࠊ㔙：灰㹼灰࣮࢜ࣜࣈ 98

16 60
1ᒙ（1面ୗ）
T5　2区

↓㔙㝡ჾ ᑠና 1/7 ᚟ඖཱྀᚄ 9 ᚤ⣽࡞㉥色⢏ྵࡴ Ⰻዲ 㯤ᶳ 106

16 61
1ᒙ（1面ୗ）
T6　2区

褐㔙㝡ჾ Ⲕධ 1/4 ཱྀᚄ 3.3 ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：褐灰㹼にぶい㉥褐ࠊ㔙：褐 107

16 62
Ϩᒙ5区す㸩
ϩୗᒙ4区㸩
5区㸩S'179

⎰㉁土ჾ ᤐ㖊 1/5 ᚟ඖཱྀᚄ 31 ᚄ 3ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ࠊ㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ 灰 108

16 63 2面᳨ฟΎᤲ ⓑ☢ ᑠᆺና 1/3 ᚟ඖཱྀᚄ 7.2 ᚤ⣽࡞㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：ஙⓑࠊ㔙：灰⥳ 110

16 64 ϩୗᒙ　4区 㟷☢ ─ 9/10 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ11.5 2.85 ᚄ 4 ੈ௨ୗⓑ࣭㯮色⢏ࡸࡸከい Ⰻዲ ⫾土：灰㯤ࠊ㔙：灰࣮࢜ࣜࠊࣈ㏱明 111

16 65 2 面ୗ　T8 㟷☢ ─ 3/5 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ11.15 2.45 ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：暗灰㹼灰ⓑࠊ㔙：灰࣮࢜ࣜࠊࣈ㏱明 112

16 66
ㄪᰝ区す
壁 R1

褐㔙㝡ჾ ┙ 1/10 ᚟ඖཱྀᚄ 44.8 ᚄ 2 ੈ௨ୗ㯮࣭㉥色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：灰㹼ῐ㯤ࠊ㔙：࣮࢜ࣜࣈ㯤 113

16 67 1ᒙ　T6　1区 土ᖌ㉁ 㘠 1/5 ᚟ඖཱྀᚄ 50 ᚄ 3ੈ௨ୗⓑ࣭㉥色⢏ࡸࡸከい Ⰻዲ
እ面：にぶい褐㹼㯮褐ࠊෆ面：に
ぶいᶳ㹼褐㹼㯮褐

109

17 72 S.023 土〇ရ 土㗽 1/2 ᚄ 1.8 ᚄ 1 ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ྵࡴ Ⰻዲ 灰ⓑ㹼ᶳ 33

17 73 S.023 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ4.3ࡉᚄ 㔜㔞ࠊ1.45 6.7J ᚄ 1ੈ௨ୗⓑ色⢏ࠊゅ㛝▼ྵࡴ Ⰻዲ 明㉥褐 34

17 74 S.023 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ4.25ࡉᚄ 㔜㔞3.3Jࠊ0.9 ᚄ 1 ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ྵࡴ Ⰻዲ にぶいᶳ 35

17 78 S.153 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ4.4ࡉᚄ1.8ࠊ㔜㔞11.2J ᚄ 2ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ࠊゅ㛝▼ྵࡴ Ⰻዲ にぶい㉥ᶳ㹼褐灰 31

17 79 S.153 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ3.6ࡉᚄ1.3ࠊ㔜㔞5.7J ᚄ 2 ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ྵࡴ Ⰻዲ 明㉥褐㹼㯮褐 32

17 82 S.026 土〇ရ 土㗽 1/2 ᚄ 1 ᚤ⣽࡞砂⢏ࡴྵࢆ Ⰻዲ にぶい㉥褐 38

17 84 S.022 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ6.1ࡉᚄ1.9ࠊ㔜㔞17.9J ᚄ 1 ੈ௨ୗ㯮色⢏ࡸࡸከい Ⰻዲ ὸ㯤ᶳ㹼ᶳ 39

17 85 S.022 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ3.2ࡉᚄ1.2ࠊ㔜㔞 4.6J ᚄ 1 ੈ砂⢏ྵࡴ Ⰻዲ ㉥ᶳ㹼㯮褐 310

17 86 S.022 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ ᚄࠊ5.4 㔜㔞ࠊ1 3.6J ⢭Ⰻ Ⰻዲ にぶい㯤ᶳ 311

17 87 S.022 土〇ရ 土㗽 ୍㒊Ḟ ᚄ 0.9 ᚄ 1 ੈ௨ୗ㯮࣭ⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ㉥ᶳ 312

17 91 S.001 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ3.5ࡉᚄ1.4ࠊ㔜㔞6.9J ᚄ 2 ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ྵࡴ Ⰻዲ ᶳ 36

17 92 S.001 土〇ရ 土㗽 ୍㒊Ḟ ᚄ 1 ᚄ 1ੈ௨ୗ砂⢏ᑡ࡞い Ⰻዲ 明㉥褐 37

19 96 S(035 ୗᒙ 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ ᚄࠊ5 㔜㔞ࠊ2 14.8J ᚄ 1 ੈ௨ୗⓑ࣭㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ にぶいᶳ㹼㉥ᶳ 313

19 97 S(035 ୗᒙ 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ3.6ࡉᚄ1.4ࠊ㔜㔞6.7J ᚄ 2 ੈ௨ୗⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ にぶい褐㹼ᶳ 314

19 98 S(035 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ4.75ࡉᚄ0.9ࠊ㔜㔞2.9J ⢭Ⰻ Ⰻዲ 灰㯤褐 315

19 105 S(155 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ5.5ࡉᚄ1.8ࠊ㔜㔞15.4J ᚄ 1 ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ࠊ㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ᶳ㹼明㉥褐 316

19 106 S(155 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ ᚄࠊ5.5 㔜ࠊ1.2 5.1J ᚤ⣽࡞ⓑ色⢏ᑡࡴྵࡃ࡞ Ⰻዲ ὸ㯤ᶳ㹼明㉥褐 317

19 107 S.137 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ5.5ࡉᚄ 㔜㔞19.2Jࠊ2.1 ᚄ 1 ੈ௨ୗⓑ࣭㉥色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ὸ㯤ᶳ㹼ᶳ 319

19 108 S.137 土〇ရ 土㗽 1/2 ᚄ 1.9 ᚄ 1ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ࠊゅ㛝▼ྵࡴ Ⰻዲ にぶい㯤ᶳ㹼ᶳ 318

19 109 S.137 土〇ရ 土㗽 ୍㒊Ḟ 㛗ࠊ7.3ࡉᚄ1.6ࠊ㔜㔞16J ᚄ 1 ੈ௨ୗⓑ࣭㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ にぶいᶳ㹼褐灰 321

19 110 S.137 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ5.4ࡉᚄ1.4ࠊ㔜㔞 8.7J ᚤ⣽࡞砂⢏ࠋࡴྵࢆ⢭Ⰻ Ⰻዲ にぶい㯤ᶳ㹼ᶳ 320

19 113 S;037 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ
㛗ࡉ ᖜࠊ5.2 ཌࠊ3.6
ࡉ 㔜㔞ࠊ2.8 48.3J

ᚄ 1 ੈ௨ୗ㯮色⢏ࡸࡸከい Ⰻዲ にぶいᶳ㹼ᶳ 322

19 114 S;037 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ ᚄࠊ5.6 㔜㔞ࠊ1.6 12.2J ᚄ 2 ੈ௨ୗ▼ⱥࠊゅ㛝▼ྵࡴ Ⰻዲ ㉥ᶳ 323

19 115 S;037 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ ᚄࠊ4.15 㔜㔞ࠊ1.4 6J ᚤ⣽࡞砂⢏ࡴྵࢆ Ⰻዲ 灰㯤褐㹼ᶳ 324
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˞石材の「磁ੑ」はωΦジϜ磁石にΑる。　˞๏ྔの <　> 内は࢒ଘ๏ྔ

␒ྕ 㑇ᵓ࣭ᒙ఩ ▼ᮦ
☢
ᛶ

ჾ✀ ṧᏑ ἲ㔞（੉ࠊJ） ഛ⪃

5001 S3034 Ἶᒾ - ◒▼ ୍㒊Ḟ 㛗ࡉ >9.4@

5002 S3074 砂ᒾ
ᚤ
ᙅ

▼⌫ ᏶ᙧ ᚄ 3.45�4.1

5003 S3074 ⁥▼ - ▼㘠࠿ ◚∦ 㛗ࡉ >5.6@

5004 S3074 ⁥▼
ᚤ
ᙅ

୙明 ◚∦ 㛗ࡉ >3.21@

5005 S3074 ⁥▼ - ୙明ຍᕤရ ◚∦ 㛗ࡉ >6.86@

5006 S3095
⤖ᬗ
∦ᒾ

- ୙明 ◚∦ 㛗ࡉ >3.75@

5007 S3115 ⁥▼ -
▼㗽ᮍᡂ
ရ࠿

᏶ᙧ 㛗ࡉ 5.36

5008 S3117 ⁥▼
ᚤ
ᙅ

▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.03

5009 S3117 ⁥▼ - ▼㗽 ◚∦ 㛗ࡉ >3.25@

5010 S3120
⤖ᬗ
∦ᒾ

ᚤ
ᙅ

▼㗽 ୍㒊Ḟ 㛗ࡉ >8.28@

5011 S3120
⤖ᬗ
∦ᒾ

ᚤ
ᙅ

▼㗽 ◚∦ 㛗ࡉ >5.84@

5012 S3130 ⁥▼ - ▼㘠 ◚∦ 㛗ࡉ >4.42@

5013 S3142 ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.09

5014 S/051 ࿘㎶ ⁥▼ - ▼㘠 ◚∦ 㛗ࡉ >5.3@

S2 S3154 ୖ面 砂ᒾ - ◒▼ ᏶ᙧ
㛗ࡉ 㔜㔞ࠊ6.6
58.2

17 図 68

S3 S3108 ⁥▼ -
 ▼（▼
㘠㌿⏝）

᏶ᙧ
㛗ࡉ 㔜㔞ࠊ7.46
66.2

17 図 69

5015 S.031 ⁥▼ - ▼㘠 ◚∦ 㛗ࡉ >2.9@

5016 S.031 ⁥▼ - ࠿▼  ◚∦ 㛗ࡉ >4.24@

5017 S.031 㡫ᒾ - ࠿▼◒ ୍㒊Ḟ 㛗ࡉ >6.1@

5018 S.031 ⁥▼ - ᑠ♟ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 3.97

5019 S.031 ⁥▼ - ᑠ♟ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 3.58

5020 S.031 ⁥▼ - ▼ᮦ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 6.91

5021 S.094 ⁥▼
ᚤ
ᙅ

▼㗽 ◚∦ 㛗ࡉ >5.33@

S9 S.135 ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ
㛗ࡉ 㔜㔞ࠊ4.72
42.2

17 図 70

5022 S.135
⤖ᬗ∦
ᒾ㉁

ᙅ ୙明ຍᕤရ ◚∦ 㛗ࡉ >3.37@

5023 S.135 ⁥▼ - ▼ᮦ ◚∦ 㛗ࡉ >2.23@

S11 S.023 ⁥▼
ᚤ
ᙅ

▼㗽 ᏶ᙧ
㛗ࡉ 㔜㔞ࠊ8
75.4

17 図 71

5024 S.023 ⁥▼
ᚤ
ᙅ

▼㘠 ◚∦ 㛗ࡉ >5.56@

5025 S.098 ⁥▼ - ▼㗽 ୍㒊Ḟ 㛗ࡉ 4.36

S33 S.153R1 砂ᒾ - ᯈ☃ ୍㒊
㛗ࡉ 㔜ࠊ@31.8<
㔞 >1120@

18 図 93

S6 S.153
⺬⣠
ᒾ㉁

୰ ▼㗽 ୍㒊Ḟ
㛗ࡉ 㔜㔞ࠊ9
159.1

17 図 75

S7 S.153 ⁥▼ -
▼㗽（▼
㘠㌿⏝）

᏶ᙧ
㛗ࡉ 㔜㔞ࠊ3.82
35.8

17 図 76

S8 S.153 ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ
㛗ࡉ 㔜㔞ࠊ6.2
34

17 図 77

5026 S.153 ⁥▼ - ▼㘠 ◚∦ 㛗ࡉ >3.63@

5027 S.153 ⁥▼ - ▼ᮦ ◚∦ 㛗ࡉ >5.23@

5028 S.153 ⁥▼ - ୙明ຍᕤရ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 3.85

5029 S.153 ⁥▼ - ୙明ຍᕤရ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 3.45

5030 S.153 ⁥▼ - ୙明ຍᕤရ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 3.95

S34 S.063R1 ♟ᒾ - ▼⮻ ᏶ᙧ
ᚄ 㔜㔞ࠊ30.5
1510

18 図 94

5031 S.063 ⁥▼ - ▼㘠 ◚∦ 㛗ࡉ >3.97@

5032 S.027 ⁥▼ - ▼㘠 ◚∦ 㛗ࡉ >3.34@

5033 S.027
࣮ࣕࢳ

ࢺ
- ᑠ♟（ගἑ） ᏶ᙧ 㛗ࡉ 2.78

5034 S.006 ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 2.78

5035 S.151 ⁥▼
ᚤ
ᙅ

▼ᮦ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 10.44

5036 S.151 ▼ⱥ - ▼ᮦ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.49

5037
S.131 ࿘
㎶土

砂ᒾ - ▼⌫ ᏶ᙧ ᚄ 3.34�4.15

S4 S.005 ⁥▼ - ࠿▼  ᏶ᙧ
㛗ࡉ 㔜㔞ࠊ8.59
113

17 図 80

5038 S.049 ⁥▼ - ▼㘠 ◚∦ 㛗ࡉ >6.05@

␒ྕ 㑇ᵓ࣭ᒙ఩ ▼ᮦ
☢
ᛶ

ჾ✀ ṧᏑ ἲ㔞（੉ࠊJ） ഛ⪃

5039 S.049 砂ᒾ
ᚤ
ᙅ

▼㗽 ୍㒊Ḟ 㛗ࡉ >3.35@

5040 S.019
⺬⣠
ᒾ㉁

ᙅ ▼ᮦ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 10.25

S13 S.026 ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ
㛗ࡉ 㔜㔞ࠊ5.31
26.7

17 図 81

5041 S.026 ⁥▼ - ▼㘠 ◚∦ 㛗ࡉ 4.3

5042 S.026 ⁥▼ - ᑠ♟ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.81

5043 S.138 ⁥▼ - ▼㘠 ◚∦ 㛗ࡉ >3.13@

S16 S.022 ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ
㛗ࡉ 㔜㔞ࠊ7.24
110.3

17 図 83

S15 S.022 ⁥▼ -
ᑠᆺ෇ᙧ
ຍᕤရ

᏶ᙧ
ᚄ 㔜ࠊ1.7�1.89
㔞 2.3

17 図 88

S14 S.022 砂ᒾ - ▼⌫ ᏶ᙧ
ᚄ 㔜㔞ࠊ4.45
112.8

17 図 89

5044 S.022
࣮ࣕࢳ
࠿ࢺ

- ୙明ຍᕤရ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 3.72

S12 S.001 ⁥▼ ᙅ ▼㗽 ୍㒊Ḟ
㛗ࡉ 㔜ࠊ@6.55<
㔞 >24.2@

17 図 90

5045 S.091 ⁥▼ - ᑠ♟ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 3

5046
S.091 ࿘
㎶ሁ✚土

⁥▼ - ▼㘠 ◚∦ 㛗ࡉ >4.53@

5047 S.105 ⁥▼ -
▼㗽（▼
㘠㌿⏝）

୍㒊Ḟ 㛗ࡉ 5.71

S17 S(035 ୗᒙ
⺬⣠
ᒾ㉁

ᙅ ▼㗽 ୍㒊Ḟ
㛗ࡉ 㔜㔞ࠊ6.72
>39.7@

19 図 95

S18 S(035 ♟ᒾ - ▼⌫ ᏶ᙧ
ᚄ 㔜ࠊ2.8�3.3
㔞 38.3

19 図 99

5048 S(035
⺬⣠
ᒾ㉁

ᙅ ୙明ຍᕤရ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.6

S19 S(155 ⢓ᯈᒾ - ◵ ◚∦
㛗ࡉ ཌࠊ@6.08<
ࡉ >1.5@

19 図
101

S20 S(155 砂ᒾ - ▼⌫ ᏶ᙧ
ᚄ 㔜ࠊ3.33�3.77
㔞 52.6

19 図
102

S21 S(155 ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ
㛗ࡉ 㔜㔞ࠊ6.5
145.4

19 図
103

S22 S(155 ⁥▼
ᚤ
ᙅ

▼㗽 ᏶ᙧ
㛗ࡉ 㔜㔞ࠊ4.26
43

19 図
104

5049 S(155 ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.95

5050 S.137 砂ᒾ - ▼⌫ ᏶ᙧ ᚄ 4.3�4.5

5051 S.137 ⁥▼ - ▼㘠 ◚∦ 㛗ࡉ >6.73@

5052 S.137 ⁥▼ - ▼㘠 ◚∦ 㛗ࡉ >4.37@

5053 S.137 ⁥▼ - ▼㘠 ◚∦ 㛗ࡉ >4.58@

5054 S.137 砂ᒾ -
୙明᪉ᙧ
ᡂᙧရ

᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.97

5055 S;036 ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 5.86

5056 S;036 ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.42

5057 S;036 ⁥▼ - ▼㗽 ୍㒊Ḟ 㛗ࡉ >3.07@

5058 S;036 ⁥▼ -
▼㗽（▼
㘠㌿⏝）

᏶ᙧ 㛗ࡉ 9.11

5059 S;036 ⁥▼ ᑠ∦ 10 Ⅼ

5060 S;036 ⁥▼
ᚤ
ᙅ

▼ᮦ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 8.05

5061 S;036
⺬⣠
ᒾ㉁

୰ ▼ᮦ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 6.6

5062
S;036 ୗ
T1

⁥▼
ᚤ
ᙅ

▼ᮦ ◚∦ 㛗ࡉ >4.8@

5063
S;036 ୗ
T1

㡫ᒾ -
◒▼ᮍᡂ
ရ࠿

᏶ᙧ 㛗ࡉ 7.04

5064 S;037 砂ᒾ - ▼⌫ ᏶ᙧ ᚄ 3.02�3.96

S24 S;037 砂ᒾ - ▼⌫ ᏶ᙧ
ᚄ 㔜ࠊ3.02�3.46
㔞 50.8

19 図
111

S23 S;037 ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ
㛗ࡉ 㔜㔞ࠊ4.68
39

19 図
112

5065 S;037 ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 3.51

5066 S;038 ⁥▼ - ▼㗽 ୍㒊Ḟ 㛗ࡉ 6.3

5067 S;038 ⁥▼ -
▼㗽ᮍᡂ
ရ࠿

᏶ᙧ 㛗ࡉ 3.83

5068 S;038 砂ᒾ - ࠿▼◒ ୍㒊Ḟ 㛗ࡉ >6.45@

5069 S;038 ⁥▼ - ▼ᮦ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 5.42

5070 S(056 ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.77
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☢
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5071 S(056 砂ᒾ -
୙明᪉ᙧ
ᡂᙧရ

◚∦ 㛗ࡉ 3.74

5072 S(047 ᥀᪉ ⌛໬ᮌ - ࠿▼◒ ୍㒊Ḟ 㛗ࡉ >3.66@

5073 S;015 ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 5.96

5074 S;015 ⁥▼ ᙅ ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 5.17

5075 S;086 ⁥▼ - ▼㘠 ◚∦ 㛗ࡉ >4.08@

5076 S;086 ⁥▼ - ▼㘠ຍᕤရ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.84

5077 S;086 ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 2.71

S5 S;123
ࣝࢩ
㉁ࢺ

ᚤ
ᙅ

◒▼ ᏶ᙧ
㛗ࡉ 㔜㔞ࠊ7.42
135.2

19 図
116

5078 S;136 ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 8.59

5079 S;166 ⁥▼
ᚤ
ᙅ

▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 3.42

5080 1 ᒙ 1 区 ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 3.29

S10
1 ᒙ T6࣭
1 区

⺬⣠
ᒾ㉁

ᙅ ▼㗽 ୍㒊Ḟ
㛗ࡉ ᚄࠊ@9.43<
1.8

19 図
117

5081
1 ᒙ（1面ୗ）
T5࣭2 区

⁥▼ - ▼㘠 ◚∦ 㛗ࡉ >4.45@

5082
1 ᒙ（1面ୗ）
T6࣭2 区

砂ᒾ ᙅ ▼⌫ ᏶ᙧ ᚄ 2.56�2.84

5083
1 ᒙ（1面ୗ）
T6࣭2 区

⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 6.17

5084
1 ᒙ（1面ୗ）
T6࣭2 区

⁥▼ - ▼㗽 ୍㒊Ḟ 㛗ࡉ 4.8

5085
1 ᒙ（1面ୗ）
T6࣭2 区

Ᏻᒣᒾ ୰ ᩙ▼ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 8.67

5086
1 ᒙ（1面ୗ）
T6࣭2 区

Ᏻᒣᒾ ୰ ࠿▼◒ ◚∦ 㛗ࡉ >4.24@

5087 1 面ୗᒙ ⁥▼ -
୙明ຍᕤရ

（▼㘠㌿⏝）
᏶ᙧ 㛗ࡉ 5.49

5088

1 面ୗ
ሁ✚土
S3059 ࿘
㎶

⺬⣠
ᒾ㉁

ᙅ ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.08

5089

1 面ୗ
ሁ✚土
S3059 ࿘
㎶

⺬⣠
ᒾ㉁

ᙅ ▼㗽 ୍㒊Ḟ 㛗ࡉ 5.94

5090

1 面ୗሁ
✚土　
S3059 ࿘
㎶

⁥▼ - ୙明ຍᕤရ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.55

␒ྕ 㑇ᵓ࣭ᒙ఩ ▼ᮦ
☢
ᛶ

ჾ✀ ṧᏑ ἲ㔞（੉ࠊJ） ഛ⪃

5091
2 ᒙ T1（4
区໭す）

⁥▼ - ▼㘠 ◚∦ 㛗ࡉ >4.12@

5092 Ϩᒙ　2区 ⁥▼ -
▼㗽࠿（▼
㘠㌿⏝）

᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.02

5093 Ϩᒙ　2区 砂ᒾ ୰ ࠿▼◒ ◚∦ 㛗ࡉ >2.81@

5094 Ϩᒙ　T7 ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 2.91

5095 Ϩᒙ　T7
⺬⣠
ᒾ㉁

ᙅ ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 2.96

5096 Ϩᒙ　T7
⺬⣠
ᒾ㉁

ᙅ ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 3.08

5097 Ϩᒙ　T7
⺬⣠
ᒾ㉁

ᙅ ๤∦ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.74

5098
ϩୗᒙ　
2区

㯮᭙▼ - ▼᰾ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 3.68

5099
ϩୗᒙ　
5区

⁥▼ - ▼㘠 ◚∦ 㛗ࡉ >4.19@

5100
ϩୗᒙ　
5区

⺬⣠
ᒾ㉁

ᙅ ୙明ຍᕤရ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.78

5101
ϩୗᒙ　
T7࣭4 区

⺬⣠
ᒾ㉁

ᙅ ๤∦ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 3.65

5102
S;039 ᨩ
஘

⤖ᬗ
∦ᒾ

ᚤ
ᙅ

ᑠ෇ᙧ ᏶ᙧ ᚄ 2.73�2.88

5103
ᨩ஘
（S3082）

⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.41

5104 ᨩ஘ 045 ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 7.78

5105 ᨩ஘⁁ ⁥▼ -
୙明ຍᕤ

ရ
᏶ᙧ 㛗ࡉ 2.69

5106
᳨ฟ　5
区

⁥▼ -
▼㗽࠿（▼
㘠㌿⏝）

᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.65

5107
᳨ฟ　5
区

⁥▼ - ๤∦ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 3.82

5108
᳨ฟ　5
区

⁥▼ - ๤∦ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.16

5109
ᶞ᰿
S.022 ໭
ഃ

⁥▼ - ▼㘠 ◚∦ 㛗ࡉ >5.43@

5110
Ύᤲ　す
ഃ

⺬⣠
ᒾ㉁

ᙅ ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 5.35

第㸱⾲（㸯）　第㸯面㔠ᒓ㛵ಀ㑇≀ฟ土㑇ᵓ

㑇ᵓ ྲྀୖ᪥ 㔠ᒓ㛵ಀ㑇≀ ഛ⪃

S3003 181115 㕲㔥

S3009 181116 㕲㔥

S3011 181116 㕲㔥

S3012 181116 㕲㔥

S3017 181120 㕲⁦

S3029 181128 㕲⁦

S3033 181128 㕲⁦

S3043 181129 㖡㖹

S3053 181130 㕲㔥

S3058　 181205 㕲⁦

S3060 181205 㕲㔥

S3061 181205 㖡㖹

S3064 181205 㕲㔥

S3077 181207 㕲㔥

S3080 181207 㕲㔥

S3081 181206 㕲⁦

S3083 181207 㕲㔥

S3084 181207 㕲㔥

S3092 181214 㖡㖹
ඖ♸㏻ᑌ（ึ㗪
1086 ᖺ）

S3101 181212 㕲㔥ࠊ㕲⁦

S3103 181212 㕲㔥

㑇ᵓ ྲྀୖ᪥ 㔠ᒓ㛵ಀ㑇≀ ഛ⪃

S3110 181212 㕲⁦

S3115 181212 㕲⁦

S3116 181212 㕲㔥

S3117 181212 㕲㔥

S3119 181212 㖡㖹
⮳㐨ඖᑌ（ึ㗪 995
ᖺ）20 図 118

S3126 181214 㕲㔥

S3133 191214 㕲㔥

S3141 181219 㖡㖹
ඖ㇏㏻ᑌ（ึ㗪
1078 ᖺ）

S3142 181219 㕲㔥

S/147 ᇙ土 181217 㘫㐀๤∦ࠊὶື⁦

S3032 181128 㕲⁦

S3055 181130 㕲⁦

S/051 181217 㘫㐀๤∦ࠊ⢏≧⁦

S/051 ࿘㎶ 181207 㕲㔥ࠊ㕲⁦

S.008 181115
㕲⁦ࠊ㘫㐀๤∦ࠊ⢏≧
⁦

S3154 190108 㘫㐀๤∦ࠊ⢏≧⁦

S3108 181212 㕲⁦

S.001 181115 㕲㔥ࠊ㕲⁦

S.005 181115 㕲㔥ࠊ㕲⁦
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第㸱⾲（㸰）　第㸯面㔠ᒓ㛵ಀ㑇≀ฟ土㑇ᵓ

㑇ᵓ ྲྀୖ᪥ 㔠ᒓ㛵ಀ㑇≀ ഛ⪃

S.006 181115 㕲㔥ࠊ㖡㖹

S.014 181120 㕲㔥

S.019 181205 㕲㔥ࠊ㕲⁦ࠊ㖡㖹
ᐶỌ㏻ᑌ（ึ㗪
1636 ᖺ）

S.022 181126 㕲〇ရࠊ㕲㔥ࠊ㖡㖹 2
ⓚᏵ㏻ᑌ（ึ㗪
1039 ᖺ）

S.023 181121 㕲㔥ࠊ㕲⁦ࠊ㖡㖹

S.025 181207 㕲㔥ࠊ㕲⁦

S.025 ୰ኸ暗色
土

181207 㖡㖹

S.026 181126
㕲〇ရࠊ㕲㔥ࠊ㕲⁦ࠊ㖡
㖹 2

ᨻ࿴㏻ᑌ（ึ㗪
1111 ᖺ）
ᐶỌ㏻ᑌ（ึ㗪
1636 ᖺ）

S.027 181126 㕲㔥ࠊ㕲⁦ࠊ㖡㖹

S.031 181128 㕲㔥ࠊ㕲⁦

S.039 ୗ面ሁ✚
ᒙ

181212 㕲㔥

S.063 181205 㕲㔥

S.074 181212 㕲㔥ࠊ㕲⁦

S.094 181210 ⁦㕲ࠊཱྀ⩚

S.098 181210 㕲㔥ࠊ㕲⁦

S.135 181217 㕲㔥

S.138 181218 㕲㔥

S.144 181219 㕲⁦

S.149 181226 㕲㔥

S.151 190109 㕲㔥ࠊ㕲⁦

S.153 190115 㕲㔥ࠊ㕲⁦

S(035 181128 㕲㔥

S(035 ୗᒙ 190116 㕲㔥ࠊ㖡㖹
Ọᴦ㏻ᑌ（ึ㗪
1408 ᖺ）

S.137 181217 㕲㔥ࠊ㕲⁦ࠊ㖡㖹 2

៞ඖ㏻ᑌ（ึ㗪
1201 ᖺ）20 図 119
⤂ᐃ㏻ᑌ（ึ㗪
1228 ᖺ）20 図 120

S;036 181129 㕲〇ရࠊ㕲㔥ࠊ㖡㖹
჆Ὀ㏻ᑌ（ึ㗪
1205 ᖺ）20 図 121

S;036 ୗ 181212 㕲㔥

S;037 181129 㕲㔥

S;037 181214 㕲㔥

S;038 181129 㕲㔥

S(056 181210 㕲㔥ࠊ㕲⁦

S(056 ୗᒙ 190107 㕲⁦

S(047 181212 㕲㔥

S;015 181120 㕲㔥

S;086 181207 㕲㔥ࠊ㕲⁦ࠊ㖡㖹 7

㛤ඖ㏻ᑌ（ึ㗪 621
㹼ᖺ）
ᬒ♸ඖᑌ（ึ㗪
1034 ᖺ）20 図 122
⇊ᑀඖᑌ（ึ㗪
1068 ᖺ）
ඖ♸㏻ᑌ（ึ㗪
1086 ᖺ）20 図 123
ᐉ࿴㏻ᑌ（ึ㗪
1119 ᖺ）20 図 124
῟⇊ඖᑌ（ึ㗪
1174 ᖺ）20 図 125

S;123 181212 㕲⁦

S;124 181212 㕲〇ရ

S;166 190118 㕲⁦

S3059 ࿘㎶ 1面
ୗሁ✚土

181207 㕲㔥ࠊ㖡㖹 4

ⓚᏵ㏻ᑌ（ึ㗪
1039 ᖺ）
ඖ㇏㏻ᑌ（ึ㗪
1078 ᖺ）
⤂⪷ඖᑌ（ึ㗪
1094 ᖺ）
኱ほ㏻ᑌ（ึ㗪
1107 ᖺ）

S3074 ࿘㎶࣑ࢩ≧ 191207 㕲㔥ࠊ㕲⁦

S.091 ࿘㎶ሁ✚土 181210 㕲㔥

S.131 ࿘㎶土 181218 㕲㔥ࠊ㖡㖹
ඖ㇏㏻ᑌ（ึ㗪
1078 ᖺ）

1ᒙ　1区 181226 㕲㔥

㑇ᵓ ྲྀୖ᪥ 㔠ᒓ㛵ಀ㑇≀ ഛ⪃

1ᒙ　2区 190108 㕲㔥ࠊ㕲⁦ࠊ㖡㖹 4

明㐨ඖᑌ（ึ㗪
1032 ᖺ）20 図 126
⤂⪷ඖᑌ（ึ㗪
1094 ᖺ）
⪷Ᏽඖᑌ（ึ㗪
1101 ᖺ）

1ᒙ　5区す 190108 㕲㔥

1ᒙ　T7 181226 㕲㔥ࠊ㕲⁦

1ᒙ　1区 T6 181219 㕲㔥ࠊ㕲⁦

1ୖᒙ（♟）2
区 T5

181226 㕲㔥

1ᒙ　T3 ໭区 181219 㕲㔥

1ᒙ（1面ୗ）2
区 T5

181219 㕲⁦

1ᒙ 4区໭す T1 181210 㕲⁦

1ᒙ（1面ୗ）2
区 T6

181219 㕲㔥ࠊ㕲⁦ࠊ㖡㖹
⇊ᑀඖᑌ（ึ㗪
1068 ᖺ）

1面ୗᒙ 181109 㕲⁦

1面㝖ཤ土 190123
㕲〇ရࠊ㕲⁦ࠊ┿㘷〇
⸆Ⳓ（20 図 127）

2 ᒙ 4 区໭す T1 181210 㕲㔥

1࣭2ᒙ 1区 T4 181226 㕲㔥

1࣭2ᒙ 1区 T6 181226 㕲㔥

2ୖᒙ T6 ୰ኸ 190111 㕲㔥ࠊ㕲⁦ࠊ㖡㖹
ᨻ࿴㏻ᑌ（ึ㗪
1111 ᖺ）

2ୖᒙ　1区 T7 181227 㕲⁦

2ୖᒙ　4区 T7 181227 㕲㔥

2ୖᒙ　T7 190111 㕲⁦

2ୖᒙ　5区ᮾ 190108 㕲㔥ࠊ㕲⁦

2ୗᒙ　4区 190117 㕲㔥

2ୗᒙ　2区 190118 㕲㔥（኱ᆺ）ࠊ㕲⁦

2ୗᒙ　5区 190118 㕲㔥ࠊ㕲⁦

2ୗᒙ　T4 190109 㕲㔥ࠊ㕲⁦

2ୗᒙ　5区 190118 㖡㖹
㛤ඖ㏻ᑌ（ึ㗪 621
㹼ᖺ）

2ୗᒙ　T6 ໭ 190115 㕲㔥

2ୗᒙ（㯮褐ᒙ）
T6 ༡

190111 㕲⁦

2ୗᒙ　1区 T7 181227 㕲㔥

2ୗᒙ　T7 す 190111 㕲㔥

2面ୗ　T8 190124 㕲㔥

S.028 ᨩ஘ 181127 㕲㔥ࠊ㖡㖹 3ᯛ

⇊ᑀඖᑌ（ึ㗪
1068 ᖺ）
ᐶỌ㏻ᑌ（ึ㗪
1636 ᖺ）

S;045 ᨩ஘ 181129 㕲㔥

S.087 ᨩ஘ 181207 㕲㔥

S.088 ᨩ஘ 181207 㕲㔥

S.089 ᨩ஘ 181207 㕲㔥

ᨩ஘（S3082 ᮾ）181210 㕲㔥

ᨩ஘ 181108 㕲∦ࠊ㕲㔥ࠊ㕲⁦

ᨩ஘ 2区（༡す
区）

181113 㕲〇ရࠊ㕲㔥

୰ኸᨩ஘ୗΎᤲ 181129 㕲⁦

ᨩ஘⁁ 181119 㕲㔥

᳨ฟ　1区 181115 㕲⁦

᳨ฟ　5区 181115 㕲⁦

᳨ฟ　༡す区 181113
㕲〇ရࠊ㕲㔥ࠊ㕲⁦ࠊ㖡
㖹

ඖ㇏㏻ᑌ（ึ㗪
1078 ᖺ）

ㄪᰝ区す壁 190123 㕲㔥

壁面Ύᤲ 181105 㖡㖹
⇊ᑀඖᑌ（ึ㗪
1068 ᖺ）

すഃΎᤲ 181106 㕲㔥

༡ᮾ区Ύᤲ 181108 㕲⁦

໭ᮾ区Ύᤲ 181109 㕲㔥

1区᤼土 190118 㕲㔥

୙明 㕲㔥
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ୈ̏અɹୈᶗ۠ୈ̎໘ͷௐࠪ

第１面ௐࠪ時に、攪乱΍遺構のน面࡯؍にΑって、下層からの遺物出土を確認した。そのたΊ、第
１面ௐࠪ後にトレンν5- １～̓をઃఆして、下層の確認をߦないつつ第１面を掘り下げ、ඪ高２～
1�7̼の砂ٰ෩੒砂上を遺構ݕ出の第２面とした。土坑・井戸・ߔなͲを掘ه・࡟࿥した。出土遺物
の時期は12世紀～14世紀୅を中৺とする。

̍．໦ุ׹
S3152（第22・23図、図版7-8、8-1～5）　２区。ௐࠪ区ೆ੢۱の第Ⅰ面掘り下げ中に10～15㎝角
の᛽のू積を確認したが、᛽の形状΍ฒͼがଗっていなかったたΊ、᛽のྲྀれࠐΈ΍ഇغと認ࣝして、
なった。その後、下層確認のたߦ࿥（第22図）をهӨ（図版7-8）と᛽出土範囲のࡱのࣸਅگ出状ݕ
Ίのトレンν55の੢端として掘࡟をਐΊたが、遺構の掘ํを把握できなかった。トレンν56のೆ
端で׬形青磁碗と人ࠎ、鉄釘をݕ出してҎ߱、໦ุ׹SR152と認ࣝしてه࿥をとった。
SR152の๺౦部から᛽がฒΜで確認され、౰ॳはSR152のҰ部と認ࣝしていたが、࣠がҟなって

͓り、さらに๺ଆに石ྻがԆͼたたΊ、ผの遺構（SX168）とした。
鉄釘は໦׹に付ଐする΋のと૝ఆして、出土Ґஔをه࿥した（第23図）。鉄釘の形状と௕࣠の޲き

（上下ࠨӈ）にண目してه࿥したが、ݕ出時の砂・ࡺ付ண状ଶの࡯؍にΑるたΊ、釘の಄部・ઌ端の
認ࣝはؒҧっているՄೳੑ΋ある。後の̭ઢࣸਅࡱӨ΍ࡺऔりにΑるਖ਼確な形状の認ࣝにରԠできる
Α͏なਫ਼౓でه࿥・औり上げを͏ߦ΂きであった。
人ࠎは遺ଘ状گがඇৗにѱ͘、形状をอった状ଶでऔり上げる͜とができなかった。಄部付ۙの土

はચড়して、ࣃを࠾औした。૷身۩౳のඍ細遺物は確認できなかった。
上面᛽の範囲は、௕さ200㎝、෯190㎝をଌる。ุᆮは௕さ182㎝、෯115㎝、ਂさ30㎝をଌる。

られる鉄釘のҐஔから、௕さ168㎝、෯58͑ߟ材を打ち付͚ていたと׹、っていなかったが࢒材は׹
㎝程౓の໦׹をਪఆできる。

出土遺物（第24・33・34図、図版18-13）　128は龍泉窯系青磁碗ⅡC類（&期：13世紀中頃～14世紀
ॳ಄前後）。৞付を釉১औり、高台内に輪状のম台痕が࢒る。129は龍泉窯系青磁碗Ⅰ-6C類（D期：
12世紀中頃～後半）。高台内に輪状のম台痕が࢒る。130・132・133は同安窯系青磁皿Ⅰ-1a類（D期）。
131は白磁皿ᶞ-2C類（D期）。134は中࢈ࠃ陶器の壺。135は中࢈ࠃ陶器のେᙈ。体部下部にڧいφ
σ上げの痕跡をಛ௃的に࢒す。Ⅰ類で12世紀後半。136は龍泉窯系青磁坏Ⅲ類（F期：13世紀中頃～
14世紀ॳ಄前後）。174は滑石のෆ明Ճ޻品。193～205は鉄釘。釘の体部に௚ަして׹材の໦質૊৫
が࢒っている。࢒ଘ௕は、193が5�1㎝、194が3�72㎝、195が5�86㎝、196が4�9㎝、197が5�96㎝、
198が7�34㎝、199が7�73㎝、200が4�23㎝、201が6�07㎝、202が7�05㎝、203が6�87㎝、204が6�92
㎝、205が6�66㎝をଌる。鉄釘・໦׹にؔするৄしいॴݟは後ड़する（ຊষ第̑અ第２߲）。206は鉄
製短౛。શ௕30�4㎝、౛身の௕さ22�1㎝、෯3�8㎝、ްさ1�6㎝、ܪの௕さ8�5㎝、෯1�3㎝、ްさ0�9
㎝をଌる。౛身に໦質ยが付ணしている。他にώト಄֖ࣃ、ࠎとڞに１ࣃߝڕࠎߗ఺が出土した。

̎．ੴྻ
SX168（第25図、図版8-6）　２区。SR152の๺ଆに௕さ140㎝の範囲で௚ઢ的に10～15㎝角の石
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第��図　S51��出土土ჾᐇ 図（13ࠊ�/1ࡣ�他1/3ࡣ）

が഑ஔされる。SR152に切られる。

出土遺物（第26図）　137（図版18-11）は景徳鎮窯青白磁皿。口縁部の釉をૡきऔる。白磁ᶠ類（F
期後半：13世紀後半～14世紀ॳ಄前後）。138は同青白磁小碗。

̏．Ҫށ
S&158の掘ํはトレンν56͓Αͼௐࠪ区੢นで確認できたが、その他井戸の掘ํは上面では΄と

ΜͲ認ࣝできなかった。第２面ਫ਼ࠪ後、１区にΘͣかにԚれた砂が堆積していたたΊ、トレンν5-8
としてͩΊԡしで掘り下げたと͜Ζ、下層で井戸܈（井戸枠）をݕ出した。出土遺物の時期は12世
紀中頃～14世紀ॳ಄を中৺とする。

SE1�6（第27図、図版8-7）　１区。井戸枠は確認されͣ、井筒と͑ߟられる土坑部分の径は70㎝
をଌる。底面の高さはඪ高0�3̼程౓。S&195・193・192に切られる。切り合いでは࠷΋ݹい井戸と
なる。
出土遺物（第28・33図）　139は井筒出土の同安窯系青磁碗Ⅰ類（D期：12世紀中頃～後半）。140は
井筒出土の同安窯系青磁碗Ⅱ類（D期）。体部外面下半は露胎。141は掘ํ出土の同安窯系青磁皿Ⅰ

第��図　S;168ᐇ 図（1/�0）
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-2C類（D期）。底部外面の釉をૡき
औる。142は掘ํ出土のϔϥ切り底
の土師器坏。12世紀中頃。175は井
筒出土の滑石製石錘。௕࣠のߔの他、
྆ଆ面に３カॴのରとなる切りࠐΈ
状のߔを࣋つ。176は井筒出土の土
錘。他に井筒からώト಄௖ࠎยが出
土した。

SE1�5（第27図、図版8-8）　４区。
井戸枠はスギ൘目材22ຕの݁Գで、
径84㎝をଌる。遺ଘ状ଶはѱいがᝣ
が࢒っていた。ඪ高0�95～0�1Nに
ઃஔされる。S&193に切られる。
出土遺物（第28図）　143は井筒出
土の龍泉窯系青磁碗Ⅰ-4類（D期：
12世紀中頃～後半）。144は井筒出土
の白磁皿ᶠC類（F期後半：13世紀
後半）。他に掘ํからϚμΠ、ϋλ
Պ、ώϥϝ、ニホンジカ下ֺࠎยな
Ͳが出土した。

SE1�3（ 第27図、 図 版9-1・2）　
１・４区。井戸枠はスギ൘目材22ຕ
の݁Գで、径77㎝をଌる。ඪ高0�95
～0�25Nにઃஔされる。

出土遺物（第28・33図）　145は井筒出土の白磁皿Ⅸ- １類（F期：13世紀中頃～14世紀ॳ಄前後）。
177・178は井筒出土の滑石製石錘。179は井筒出土の土錘。他に掘ํからώト下ֺࣃ・ࠎ（小ࣇか）、
΢Ϛࣃ、カレΠՊ第１݂؅ؒᑜ、井筒内からクジϥ目௣ࠎなͲが出土した。

SE1�2（第27図、図版9-3）　１区。井戸枠はスギ൘目材23ຕの݁Գで、径70㎝をଌる。ඪ高１～
0�25Nにઃஔされる。
出土遺物（第28図）　146は井筒出土の龍泉窯系青磁ു。他に井筒・掘ํから土錘が出土した。

SE1�1（第27図、図版9-4）　１区。井戸枠はスギ൘目材19ຕの݁Գで、径72㎝をଌる。ඪ高１～
0�25Nにઃஔされる。
出土遺物（第28・33図）　147は井筒出土の糸切り底の土師器小皿で小ܕፏ平Խしている。13世紀中頃。
185は井筒出土の滑石製石錘。他に井筒から白磁、土錘が出土した。

第��図　S;168ᐇ 図（1/�0）
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第 �7 図　SE1�8࣭190࣭191࣭19�࣭193࣭19�࣭196 ᐇ 図（1/�0）
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第 �7 図　SE1�8࣭190࣭191࣭19�࣭193࣭19�࣭196 ᐇ 図（1/�0）
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第�8図　SE出土土ჾᐇ 図（1/3）

SE1�0（第27図、図版9-5・6）　１区。井戸枠はスギ൘目材20ຕの݁Գで、径65㎝をଌる。ඪ高0�95
～0�45Nにઃஔされる。
出土遺物（第28・33図）　148は井筒出土の明ԫ褐色釉の青磁小࿶。149は井筒出土の龍泉窯系青磁碗
ⅡC類（&期：13世紀前半）。188は掘ํ出土の滑石製石錘。他に井筒からΠψࠎࢶ࢛・ࠎߕݞย（子
体΋ࢎܔ出されͣ、植物ݕ下層土৕からՖคは΄とΜͲ࠷なͲが出土した。井筒ࣃか）、Πルカ類ݘ
গなかった。

SE158（第27図、図版9-7・8）　１区。井戸枠はスギ൘目材22ຕの݁Գで、径77㎝をଌる。ඪ高１
～0�3Nにઃஔされる。S&190を切る。
出土遺物（第28・33図）　150は井筒出土の白磁碗。151は井筒出土の糸切り底の土師器坏で、口৶部
΍内面のҰ部がࠇ色Խして͓り、灯明皿として利用されている。11世紀୅。152は井筒出土のࠇ褐釉
陶器ਫ஫。189は井筒出土の滑石製石錘。

ߔ．̐
第２面શ体で確認された。෯のڱいߔと޿いߔで構੒され、෯のڱいߔが෯の޿いߔ΍土坑に切ら

れる޲܏がある。·た、ߔのํ޲に΋Θͣかなࠩҟがあり、ෳ਺時期にΘたって構ஙされている。出
土遺物の時期は11世紀後半から12世紀後半΋し͘は13世紀୅を中৺とし、出土遺物からΈて΋、層
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ҐからΈて΋、第Ⅰ区で࠷΋ݹい遺構܈と͑ߟられる。

S%162（第29・30図、図版10-3）　̑区。෯27㎝、ਂさ23㎝をଌる。SD177΍SK160に切られる。
出土遺物（第32図）　153は白磁碗ᶛ-2a類（$期：11世紀後半～12世紀前半）。154は同安窯系青磁
皿Ⅰ-2C類（D期：12世紀中頃～後半）。底部外面の釉をૡきऔる。

S%163（第29・30図、図版10-4）　４区。෯83㎝、ਂさ28㎝をଌる。
出土遺物（第32図）　155は同安窯系青磁碗Ⅲ-1C類（D期：12世紀中頃～後半）で、体部外面下半
は露胎。156は同安窯系青磁皿Ⅰ-2C類（D期）で、底部外面の釉をૡきऔる。157～159は糸切り底
の土師器小皿。他にΠψ下ֺࠎยが出土した。

S%164（第29・30図、図版10-2）　４区。෯106㎝、ਂさ49㎝をଌる。
出土遺物（第32図）　160は土師器の高台付碗。他に陶磁器ยが出土した。

S%15�（第29・30図）　２区。෯158㎝、ਂさ61㎝をଌる。
出土遺物（第32・34図）　161は同安窯系青磁皿Ⅰ-2C類（D期：12世紀中頃～後半）。底部外面の釉
をૡきऔる。162は糸切り底の土師器坏。13世紀୅。163は土師質ು。207は銅銭「ఱ੟元寶」（ॳர
1023೥）。

S%177（第29・30図）　２・̑区。෯108㎝、ਂさ56㎝をଌる。SD162を切る。
出土遺物（第32・34図）　164は龍泉窯系青磁皿Ⅰ-2C類（D期：12世紀中頃～後半）。底部外面は釉
をૡきऔる。208は銅銭「঵ූ元寶」（ॳர1008೥）。

５．౔޵
෯の޿いߔと௕࣠ํ޲が同͡޲܏΋あるたΊ、同質の΋の（短いߔ）のՄೳੑ΋ある。出土遺物の

時期は13世紀前半。

S,176（第31図）　２区。෯122㎝、ਂさ52㎝をଌる。ຎ໓した༵ࠇ石ണยが出土した。

S,160（第31図、図版10-1）　̑区。௕さ199㎝、෯130㎝、ਂさ45㎝をଌる。SD162を切る。
出土遺物（第32図）　165は龍泉窯系青磁碗Ⅱa類（&期：13世紀前後～前半）。底外面は露胎、৞付
は釉ണ͗औり。他にスッϙン࿤ࠎ版・ෲࠎ൘ย、ᄡೕ類ࠎยが出土した。

̒．包含層
第２面上で形状がෆ明ྎな堆積層をSXとしてه࿥した。出土遺物の時期は、11世紀後半から14世

紀前半を中৺とする。

SX156（１区）出土遺物（第32図）　166（図版18-12）は白磁碗で、口縁部外面に白Խহ土をࢪし、
内面と口縁部外面·でԫ色ຯがかったෆಁ明釉がか͚られる。内面ࠐݟΈの釉を؀状にૡきऔる。磁
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第 33 図　S5࣭SE࣭S; 出土▼〇ရ࣭土㗽ᐇ 図（1/�）
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भ窯࢈で12世紀後半～13世紀前半か。

SX157（１区）出土遺物（第32図）　167は龍泉窯系青磁碗Ⅰ類（D期：12世紀中頃～後半）。

SX13�（３区）出土遺物（第32図）　168は白磁碗Ⅱ類（$期：11世紀後半～12世紀前半）で、内
面ࠐݟΈの釉を؀状にૡきऔる。

SX188（４区）出土遺物（第32・33図）　169は龍泉窯系青磁碗Ⅰ-6a類（D期：12世紀中頃～後半）。
170は景徳鎮窯青白磁合子֖（F期：13世紀後半～14世紀前半）。171・172は糸切り底の土師器坏。
２఺と΋内面にࠇ色付ண物がある。173は糸切り底の小皿。12世紀後半。192は砂ؠの砥石。ཱํ体
状に打ׂ後΋砥石として利用している。ઢ状痕΍ઙい࡟り状のԜΈが形੒され、砥面はԜ状ではな͘
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第 33 図　S5࣭SE࣭S; 出土▼〇ရ࣭土㗽ᐇ 図（1/�）
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平滑になる。他にϚμΠ಄ࠎย（カブトϫϦ痕あり）が出土した。

̓．খ݁
஍ׂ（ௐࠪ区区ׂ）からΘͣかに੢にৼگݱ、΍井戸のฒͼから、第２面中世期の஍ׂは޲のํߔ

れていたと૝ఆされ、第１面中世期の஍ׂと΄΅同͡と͑ߟられる。
ௐࠪ区શ体で確認された਺छのߔは、ੑ֨はෆ明ͩが、஍ׂ΍埋Ίཱて・੔஍にؔ܎するՄೳੑが

ある。
ૉ掘り井戸S&196井筒からは人ࠎ಄௖部ยが、݁Գ井戸S&193の掘ํからは小ࣇ下ֺࠎが、݁Գ

井戸S&190井筒からは子ࠎݘが出土した。ൃۮ的なࠞೖでな͚れ͹、井戸の構ங΍ഇغにؔ܎する
Մೳੑがある。
第２面については、第１面にൺ΂て、ړᎤ۩の出土がগない͜とがಛ௃である。第33図΍第̑ද

でࣔすと͓り、井戸から֤छの滑石製石錘΍土錘が出土したが、その他包含層΍ߔ、土坑からは石
錘・土錘・ଢ଼壺は΄とΜͲ出土していない。第２面は通ৗの׆ॅډಈがຊ֨Խする前のஈ֊に形੒さ
れた׆ಈ面と͑ߟられる。ௐࠪ区ೆ੢۱で確認された໦ุ׹SR152΋、౰֘஍でのॅډ஍形੒に൐っ
て、࠷ॳ期のஈ֊で構ஙされた΋のと͑ߟられる（෭૴品は12世紀後半遺物をओ体としつつ、13世
紀୅の遺物（第24図128・136）を含む）。
໦ุ׹SR152については、ุᆮ掘࡟後、๺端・中ԝ・ೆ端に径20㎝΄Ͳの᛽をෑき、その上に໦

൘を鉄釘で打ち付͚て૊Έ合Θͤた໦׹（第̑અ第２߲）を安ஔしている。๺ଆの青磁碗・皿（第
24図128～133）は׹外෭૴と͑ߟられるが、鉄製短౛（第34図206）と陶器壺（第24図134）は໦
は遺ଘ状ଶがѱ͘、ৄ細ࠎ内かෆ明である。人׹外か׹、後に下ҐにམちているՄೳੑ΋ありٺ腐׹
はෆ明であるが、಄֖΍ӓࣃの形状は、੒人ঁੑのಛ௃をࣔしている（第̑અ第１߲）。
井戸から出土した石錘・土錘の͏ち、ଆ面に３ରのߔを࣋つ༗ߔ石錘175（S&196）、小ܕ༗ߔ石錘

188（S&190）、େܕ土錘180（S&192）、େܕ土錘190（S&158）は他と形状΍େきさがҟなる。ଆ面
༗ߔ石錘175の同ܕ石錘はശ࡚遺跡11࣍（592ू）・S&033出土52（13世紀中頃）、類ܕࣅ石錘は21
࣍（705ू）・S&006出土11（13世紀後半）、32࣍#区（896ू）・S1328出土263、包含層出土
269、67 （࣍1165ू）・S&651出土11（13世紀後半～14世紀前半）、包含層出土34、73 （࣍1316ू）・
包含層出土19、SK238出土̓、SK428出土10なͲがある。ଆ面༗ߔ石錘175はS&196出土で12世紀
中頃～後半の時期が͑ߟられる。小ܕ༗ߔ石錘188の同ܕ石錘は、ശ࡚遺跡47࣍（1046ू）・SD20
出土88（13世紀後半～14世紀前半Ҏ߱か）、55࣍（1046ू）・SK145（時期ෆ明）、77࣍（1345ू）・
S&2085出土107（11世紀後半～12世紀前半）なͲが確認できる。小ܕ༗ߔ石錘188はS&190から出
土して͓り、13世紀୅の時期が͑ߟられる。
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第４⾲　第Ϩ区第㸰面ฟ土土ჾ࣭土〇ရ

ᤄ図 ␒ྕ 㑇ᵓ࣭ᒙ఩ ✀㢮 ჾ✀ ṧᏑ ἲ㔞（੉） ⫾土 ↝ᡂ 色ㄪ ௬␒

24 128 SR152　R1 㟷☢ ☇ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ16.9 7 ᚄ 2ੈ௨ୗ砂⢏ࡃࡈᑡ࡞い Ⰻዲ ⫾土：ῐ灰ࠊ㔙：灰⥳ࠊගἑ 1

24 129 SR152　R2 㟷☢ ☇ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ16.7 7.2 ᚄ 1 ੈ௨ୗ砂⢏ࡃࡈᑡ࡞い Ⰻዲ ⫾土：୙明ࠊ㔙：灰⥳ࠊගἑ 2

24 130 SR152　R3 㟷☢ ─ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ10.8 3 ᚄ 2ੈ௨ୗ砂⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：ὸ㯤ᶳࠊ㔙：灰⥳࿡ࠊගἑ 3

24 131 SR152　R4 ⓑ☢ ─ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ12.7 2.6 ᚄ 1 ੈ௨ୗ砂⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：灰ⓑࠊ㔙：灰ࠊගἑ㕌い 4

24 132 SR152　R5 㟷☢ ─ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ10.4 2.9 ᚄ 1 ੈ௨ୗ砂⢏ᑡ࡞い Ⰻዲ ⫾土：ὸ㯤ᶳࠊ㔙：灰⥳࿡ࠊගἑ 5

24 133 SR152　R6 㟷☢ ─ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ10.4 3 ᚄ 1ੈ௨ୗ砂⢏ᑡ࡞い Ⰻዲ ⫾土：にぶい㯤ᶳࠊ㔙：灰⥳࿡ࠊගἑ 6

24 134 SR152　R10 㝡ჾ ና ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ9 23.8 ᚄ 2 ੈ砂⢏ࡸࡸከい Ⰻዲ ⫾土：灰㹼褐ࠊ㔙：暗࣮࢜ࣜࣈ㹼暗褐 7

24 135 SR152　R9 㝡ჾ ኱⏎ ᗏ㒊 ᚟ඖᗏᚄ 18.2 ᚄ 2 ੈ௨ୗⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：㉥褐ࠊ㔙：褐ࠊ灰 86

24 136 SR152 ୖᒙ土 㟷☢ ᆗ ᗏ㒊 㧗ྎᚄ 5.8 ᚤ⣽࡞㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：灰ⓑࠊ㔙：⥳褐ࠊ୙㏱明 85

26 137 S;168　R1 㟷ⓑ☢ ─ 7/10 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ10.5 2 ᚤ⣽࡞㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：ⓑࠊ㔙：✵色ࠊ㏱明 99

26 138 S;168　R2 㟷ⓑ☢ ᑠ☇ 1/2 ᚟ඖཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ10.5 4.2 ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：ⓑࠊ㔙：✵色ࠊ㏱明 100

28 139 S(196 㟷☢ ☇ 1/6 ᚟ඖཱྀᚄ 16.8 ᚤ⣽࡞ⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：灰ࠊ㔙：࣮࢜ࣜࠊࣈ୙㏱明 62

28 140 S(196 㟷☢ ☇ 1/8 ᚟ඖཱྀᚄ 14.8 ᚤ⣽࡞㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：灰ⓑࠊ㔙：灰⥳ࠊ㏱明 63

28 141 S(196 ᥀᪉ 㟷☢ ─ 1/8 ᚟ඖཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ10.8 1.8 ᚤ⣽࡞砂⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：灰ࠊ㔙：⥳ࠊ㏱明 65

28 142 S(196 ᥀᪉ 土ᖌჾ ᆗ 1/2 ᚟ඖཱྀᚄ15.75ࠊჾ㧗2.3 ᚄ 2.5 ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ࡸࡸከい Ⰻዲ እ面：にぶい㯤ᶳࠊෆ面：ὸ㯤ᶳ㹼灰㯤褐 64

28 143 S(195 㟷☢ ☇ 1/8 ᚟ඖཱྀᚄ 16 ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：灰ࠊ㔙：灰⥳ࠊගἑࡾ࠶ 60

28 144 S(195 ⓑ☢ ─ 1/4 ᚟ඖᗏᚄ 6.6 ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：㯤ⓑࠊ㔙：㯤࿡ࠊගἑᙉい 61

28 145 S(193 ⓑ☢ ─ ᗏ㒊 ᗏᚄ 5.3 ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：灰ⓑࠊ㔙：灰࿡ࠊගἑࡾ࠶ 59

28 146 S(192 㟷☢ 㖊 ◚∦ - ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：灰ⓑࠊ㔙：ῐ⥳ࠊගἑࡾ࠶ 58

28 147 S(191 土ᖌჾ ᑠ─ 4/5 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ8.5 1.1 ᚄ 2 ੈ௨ୗⓑ࣭㉥色⢏ྵࡴ Ⰻዲ にぶい㯤ᶳ 57

28 148 S(190 㟷☢ ☇ ᗏ㒊 㧗ྎᚄ 3.6 ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：ὸ㯤ᶳࠊ㔙：明㯤褐ࠊගἑࡾ࠶ 56

28 149 S(190 㟷☢ ☇ 1/6 ᚟ඖཱྀᚄ 15.6 ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：暗灰ࠊ㔙：灰⥳ࠊගἑࡾ࠶ 55

28 150 S(158 ⓑ☢ ☇ ◚∦ - ᚤ⣽࡞ⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：ῐ灰ࠊ㔙：灰࿡ࠊගἑᙉ 52

28 151 S(158 土ᖌჾ ᆗ 1/4 ᚟ඖཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ11.8 2.5 ᚄ 1 ੈ௨ୗ㯮色⢏ᑡ࡞いࠋ⢭Ⰻ Ⰻዲ 明褐 53

28 152 S(158 㝡ჾ Ỉὀ ◚∦ - ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：灰ࠊ㔙：㯮褐ࠊගἑࡾ࠶ 54

32 153 S'162 ⓑ☢ ☇ ◚∦ - ᚤ⣽࡞㯮色⢏ᑡ࡞い Ⰻዲ ⫾土：ῐ㯤灰ࠊ㔙：㯤灰ࠊ୙㏱明 66

32 154 S'162 㟷☢ ─ 1/10 ᚟ඖᗏᚄ 5.6 ᚤ⣽࡞㯮色⢏ࡸࡸከい Ⰻዲ ⫾土：㯤灰ࠊ㔙：࣮࢜ࣜࠊࣈ㏱明 67

32 155 S'163 㟷☢ ☇ 1/4 ᚟ඖཱྀᚄ 18.4 ᚄ 1 ੈ௨ୗⓑ࣭㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：㯤灰㹼灰ⓑࠊ㔙：࣮࢜ࣜࣈ灰ࠊ㏱明 95

32 156 S'163 㟷☢ ─ 1/4 ᚟ඖཱྀᚄ 10.4 ᚤ⣽࡞㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：ῐ㯤㹼㯤灰ࠊ㔙：明࣮࢜ࣜࣈ灰ࠊ㏱明 96

32 157 S'163　R1 土ᖌჾ ᑠ─ 1/2 ᚟ඖཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ9.4 1.1 ᚄ 2 ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ྵࡴ Ⰻዲ
እ面：明㉥褐㹼ᶳ㹼灰褐ࠊෆ面：ὸ㯤ᶳ
㹼褐灰㹼ᶳ

92

32 158 S'163　R2 土ᖌჾ ᑠ─ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ9.85 1.45 ᚄ 2 ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ࡸࡸከい Ⰻዲ እ面：にぶいᶳࠊෆ面：ὸ㯤ᶳ㹼にぶいᶳ 93

32 159 S'163　R3 土ᖌჾ ᑠ─ 2/3 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ9.45 1.25 ᚄ 2 ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ྵࡴ Ⰻዲ
እ面：ὸ㯤ᶳ㹼にぶい㯤ᶳࠊෆ面：にぶ
い㯤ᶳ㹼ᶳ

94

32 160 S'164 土ᖌჾ ☇ ᗏ㒊 ᚟ඖ㧗ྎᚄ 7.4
ᚄ 2 ੈ௨ୗ㉥࣭㯮色⢏ࠊᚤ⣽
ࡴྵࡃ࡞㞼ẕᑡ࡞

Ⰻዲ 灰ⓑ㹼ῐ㯤 97

32 161 S'159 㟷☢ ᑠ─ 1/3 ᚟ඖཱྀᚄ11.4ࠊჾ㧗2.35 ᚤ⣽࡞ⓑ࣭㉥色⢏ᑡ࡞い Ⰻዲ ⫾土：灰㹼㯤灰ࠊ㔙：࣮࢜ࣜࠊࣈ㏱明 91

32 162 S'159 土ᖌჾ ᆗ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ14.2 3.1 ᚄ 2 ੈ௨ୗⓑ࣭㯮色⢏ᑡ࡞い Ⰻዲ ᶳ 90

32 163 S'159 土ᖌ㉁ 㘠 ◚∦ - ᚄ 6ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ከい Ⰻዲ
እ面：にぶい褐㹼㯮褐（ࢫࢫ௜╔）ࠊ
ෆ面：にぶいᶳ㹼灰褐

89

32 164 S'177　R1 㟷☢ ─ 7/10 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ10.1 2.2 ⓑ色砂⢏ᑡࡴྵࡃ࡞ Ⰻዲ ⫾土：灰ⓑࠊ㔙：㟷⥳ࠊ㏱明 114

32 165 S.160 㟷☢ ☇ 1/5 ᚟ඖཱྀᚄ16.6ࠊჾ㧗6.35 ᚄ 1 ੈ௨ୗⓑ色⢏ᑡ࡞い Ⰻዲ ⫾土：灰ࠊ㔙：⥳褐 33

32 166 S;156 ⓑ☢ ☇ 1/7 ᚟ඖཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ21 7.15 ᚄ 1 ੈ௨ୗⓑ࣭㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：ῐ㯤灰㹼灰㯤褐ࠊ㔙：㯤色࿡ࠊ୙㏱明 87

32 167 S;157 㟷☢ ☇ ◚∦ - ᚤ⣽࡞㯮色⢏ᑡ࡞い Ⰻዲ ⫾土：ῐ灰ࠊ㔙：࣮࢜ࣜࠊࣈ㏱明 88

32 168 S;139 ⓑ☢ ☇ 2/3 ᚟ඖཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ15.4 6.4 ᚤ⣽࡞㯮࣭ⓑ色⢏ᑡ࡞い Ⰻዲ ⫾土：灰ⓑࠊ㔙：灰⥳ࠊ㏱明 84

32 169 S;188 㟷☢ ☇ 1/4 ᚟ඖཱྀᚄ 13.1 ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：灰ⓑࠊ㔙：㟷⥳ࠊ㏱明 105

32 170 S;188 㟷ⓑ☢ ྜᏊ⵹ 1/5 ᚟ඖ〈ᚄ ჾ㧗ࠊ7.4 1.7 ᚤ⣽ࡣ㯮࣭ⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：ⓑࠊ㔙：灰⥳ࠊ㏱明 104

32 171 S;188 土ᖌჾ ᆗ 3/5 ᚟ඖཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ15.4 4.2 ᚄ 3 ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ྵࡴ Ⰻዲ
እ面：ὸ㯤ᶳ㹼にぶい㯤ᶳ㹼褐灰ࠊ
ෆ面：ὸ㯤ᶳ㹼褐灰

101

32 172 S;188 土ᖌჾ ᆗ 3/5 ᚟ඖཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ14.4 2.9 ᚄ 1 ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ྵࡴ Ⰻዲ
እ面：にぶいᶳ㹼灰㯤褐㹼㯮褐ࠊෆ面：
にぶいᶳ㹼にぶい㯤ᶳ㹼灰㯤褐

101

32 173 S;188 土ᖌჾ ᑠ─ 9/10 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ9.35 1.5
ᚄ1ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ࠊ㉥色⢏
ᑡࡴྵࡃ࡞

Ⰻዲ にぶい㯤ᶳ 103

33 176 S(196 土〇ရ 土㗽 1/2 ᚄ 1 ᚤ⣽࡞ⓑ色⢏ࡴྵࢆ Ⰻዲ ᶳ 325

33 179 S(193 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ
㛗ࡉ ᚄࠊ4.65 ࠊ0.9
㔜㔞 3.4J

⢭Ⰻ Ⰻዲ ᶳ㹼にぶい㉥褐 326

33 180 S(192 土〇ရ 土㗽 ୍㒊Ḟ
㛗ࡉ ᚄࠊ6.5 㔜ࠊ3.3
㔞 67.9J

ᚄ 1 ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ྵࡴ Ⰻዲ にぶいᶳ 330

33 181 S(192 土〇ရ 土㗽 1/2 ᚄ 2 ᚄ 1ੈ▼ⱥ࣭㛗▼ࠊᚄ 3ੈ㉥色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ㉥ᶳ 331

33 182 S(192 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ
㛗ࡉ ᚄࠊ3.9 㔜ࠊ1.7
㔞 10.5J

ᚄ 1 ੈ௨ୗⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ 褐灰㹼㯮褐 332

33 183 S(192 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ
㛗ࡉ ᚄࠊ4.05 ࠊ1.4
㔜㔞 6.4J

ᚤ⣽࡞砂⢏ࡴྵࢆ Ⰻዲ ㉥ᶳ㹼㉥灰 333

33 184 S(192 ᥀᪉ 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ
㛗ࡉ ᚄࠊ5.4 㔜ࠊ1.1
㔞 4.7J

ᚤ⣽࡞砂⢏ࡴྵࢆ Ⰻዲ ὸ㯤ᶳ㹼ᶳ 334

33 186 S(191 土〇ရ 土㗽 1/2 ᚄ 1.05 ⢭Ⰻࠋ褐灰色 Ⰻዲ ᶳ 328

33 187 S(191 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ
㛗ࡉ ᚄࠊ3.9 㔜ࠊ0.8
㔞 2.3J

⢭Ⰻ Ⰻዲ にぶい㉥ᶳ 329

33 190 S(158 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ ᚄࠊ8.7 㔜㔞ࠊ3 64.9J ᚄ 2 ੈ௨ୗⓑ࣭㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ にぶい㯤ᶳ㹼褐灰 335

33 191 S(158 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ ᚄࠊ4 㔜㔞ࠊ1 3.4J ᚤ⣽࡞砂⢏ࡴྵࢆ Ⰻዲ にぶいᶳ㹼ᶳ 336
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第 34 図　第Ϩ区第㸰面㔠ᒓ〇ရᐇ 図ࡧࡼ࠾㹖⥺⏬ീ（206 ࡣ ࡣ௚ࠊ1/3 1/1）
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第㸴⾲　第㸰面㔠ᒓ㛵ಀ㑇≀ฟ土㑇ᵓ

第㸳⾲　第Ϩ区第㸰面ฟ土▼ჾ࣭▼〇ရ

ͤ▼ᮦࠕࡢ☢ᛶ࣒ࠖࢪ࢜ࢿࡣ☢▼にࠋࡿࡼ　ͤἲ㔞ࡢ >　@ෆࡣṧᏑἲ㔞

㑇ᵓ ྲྀୖ᪥ 㔠ᒓ㛵ಀ㑇≀ ഛ⪃

SR152　,1 190111 㕲㔥　34 図 193

SR152　,2 190111 㕲㔥　34 図 194

SR152　,3 190111 㕲㔥　34 図 195

SR152　,4 190111 㕲㔥　34 図 196

SR152　,5 190111 㕲㔥　34 図 197

SR152　,6 190111 㕲㔥　34 図 198

SR152　,7 190111 㕲㔥　34 図 199

SR152　,8 190115 㕲㔥　34 図 200

SR152　,10 190116 㕲㔥　34 図 201

SR152　,11 190124 㕲㔥　34 図 202

SR152　,12 190124 㕲㔥　34 図 203

SR152　,13 190124 㕲㔥　34 図 204

SR152　,14 190124 㕲㔥　34 図 205

SR152　,9 190116 㕲▷ย　34 図 206

SR152　༡༙ 190123 㕲㔥

SR152　༡➃ 190124 㕲㔥 3

SR152 ୖᒙ土 190118 㕲㔥

SR152　እഃ 190108 㕲㔥

S(196 190130 㕲㔥

S(196　᥀᪉ 190130 㕲㔥ࠊ㕲⁦

S(195 190129 㕲㔥

S(195 ᥀᪉（஭⟄ΰ） 190129 㕲㔥ࠊ㕲⁦

S(195　᥀᪉ 190130 㕲⁦

S(193 190129 㕲㔥ࠊ㖡㖹 2

S(193　᥀᪉ 190129 㕲㔥

S(192 190129 㕲㔥

S(192　᥀᪉ 190129 㕲㔥

S(191 190129 㕲㔥

S(190 190128 㕲㔥

S(190　᥀᪉ 190128 㕲⁦

S(158 190128 㕲㔥

␒ྕ 㑇ᵓ࣭ᒙ఩ ▼ᮦ ☢ᛶ ჾ✀ ṧᏑ ἲ㔞（੉ࠊJ） ഛ⪃

S1 SR152 ෆഃ ⁥▼ - ୙明ຍᕤရ ୍㒊Ḟ 㛗ࡉ 㔜㔞ࠊ2.34 9.6 33 図 174

5111 SR152 ୖᒙ土 ⁥▼ ᚤᙅ ▼㘠 ◚∦ 㛗ࡉ 4.84�9.46 3 Ⅼ

S25 S(196 ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 㔜㔞ࠊ5.74 48.9 33 図 175

5112 S(196 砂ᒾ - ▼⌫ ᏶ᙧ ᚄ 2.28�2.53

5113 S(196 ᥀᪉ ⁥▼ - ▼㘠 ◚∦ 㛗ࡉ >5.45@

5114 S(195 ᥀᪉ ⁥▼ - ▼㘠ຍᕤရ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 7.04

5115 S(196 ᥀᪉ ࢺ࣮ࣕࢳ - ᑠ♟（ගἑ） ᏶ᙧ 㛗ࡉ 2.09

S27 S(193 ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 㔜㔞ࠊ5.06 34.9 33 図 177

S28 S(193 ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 㔜㔞ࠊ3.7 21.3 33 図 178

5116 S(193 ᥀᪉ ⁥▼ - ▼㘠 ◚∦ 㛗ࡉ >3.33@

5117 S(193 ᥀᪉ ⁥▼ - ຍᕤရ（▼㘠㌿⏝） ᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.11
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S29 S(190 ᥀᪉ ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 㔜㔞ࠊ3.16 6.8 33 図 188

5122 S(190 ᥀᪉ ⁥▼ ᙅ ▼㘠ຍᕤရ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 8

S31 S(158 ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ
㛗ࡉ 㔜㔞ࠊ5.78
94.8

33 図 189

5123 S'177 ⁥▼ - ୙明ຍᕤရ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 3.58
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S32 S;188 砂ᒾ - ◒▼ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 㔜㔞ࠊ4.8 142.2 33 図 192
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ୈ̐અɹୈᶘ۠ͷௐࠪ
ද土をόックホ΢でআڈ後、ඪ高2�2～1�8̼の面を遺構ݕ出面とした。શ体にڞ同ߔ΍ݐ物ૅج

りはѱい。ϐット・土坑・井戸・堆積層なͲ࢒がେき͘、遺構のڹにΑるӨ（ࣨٛߨ部๷Իֶ޻چ）
を掘ه・࡟࿥した。出土遺物の時期は12世紀～16世紀୅を中৺とする。な͓、ௐࠪணख時は、ೆ౦
ଆをௐࠪ区としてઃఆし、άϦッυ１～10区をઃఆしていたが、ௐࠪ中にௐࠪ区を֦ுするඞཁੑ
がੜ͡、๺੢ଆにௐࠪ区を֦ுして৽たにάϦッυ11～19区をઃఆした。ௐࠪ時の遺物औり上げな
ͲはάϦッυ１～19区を用いたが、͜れらの区ׂはॱ番にฒΜでいないたΊ、ຊใࠂでは、ೆ๺࣠
に̖～̛のه号を、౦੢࣠に１～４の番号を付して、֤区ׂを「ΞルϑΝϕット-਺ࣈ」でݺশする。
̍．౔ثࢣຒೲҨߏ
SX044（第37図、図版14-1・2）　&-4区。掘りࠐΈは௕さ80㎝、ਂさ34㎝をଌる。埋土がԫ褐色の
細・中砂で஍ࢁと区ผがつかͣ、平面の遺構ݕ出では認ࣝしていなかったが、攪乱で切られたஅ面が
Ӎでྲྀれて土師器が露出したのでൃݟできた。
出土遺物（第38図、図版19-1）　209～230はϔϥ切り底の土師器小皿。231は下層出土の糸切り底
の土師器小皿。他の土師器にൺ΂て細かׂ͘れている。232～236はϔϥ切り底の土師器坏。232・
233は他にൺ΂て細かׂ͘れている。236は糸切り底の土師器坏。12世紀中頃。
̎．ϐοτ
ௐࠪ区内からはப݀がෳ਺確認されたが、ݐ物としての明確なฒͼは認ࣝできなかった。出土遺物

の時期は、概ね13世紀中頃～後半、14世紀୅、16世紀前半の３時期に分かれる。
出土遺物（第39図）　237（図版19-2）はS1077（$-1区）出土の糸切り底の土師器小皿で、底内面に
൑ಡෆ明の๽ॻが࢒る。13世紀中頃。238はS1075（$-1区）出土の糸切り底の土師器小皿で、灯明
皿として利用している。13世紀後半。239はS1078（$-1区）出土の龍泉窯系青磁皿。14世紀後半か。
240・241はS1012（&-3区）出土。240は白磁碗ᶛ-4類（D期：12世紀中頃～後半）。241は糸切り底
の土師器小皿で、底部はॖ小Խし、൘状ѹ痕がない。14世紀。242はS1055（D-3区）出土の龍泉窯
系青磁碗高台部を瓦ۄに࠶Ճ޻している。16世紀前半か。
̏．౔޵
土坑の形状については、࢒り΋ѱ͘、第Ⅰ区のΑ͏なෆఆ形土坑、ํ形土坑・᛽ෑ土坑、円形・ପ

円形土坑といった区ผは明確でなかった。出土遺物の時期は、16世紀୅を中৺とする。第Ⅰ区の土
坑が、概ね12世紀後半～14世紀୅、17世紀୅に分かれる͜とから、ؒを埋Ίる時期に૬౰する。
S,034（第40図、図版14-3）　D-4区。෯81㎝、ਂさ22㎝をଌる。埋土は҉ΦϦʔブ褐色2�5Y3/3
೪質砂。SK033に切られる。　出土遺物（第44図）　249は瓦質のՐു。
S,033（第40図、図版14-4）　D-4区。௕さ189㎝、෯155㎝、ਂさ51㎝をଌる。埋土はԫ褐色砂ブ
ロック含む҉ΦϦʔブ褐色೪質砂。᛽・ಈ物ࠎを含む。　出土遺物（第44図）　248は青Ֆのു。
S,030（第40図、図版14-5）　D-4区。௕さ220㎝、෯97㎝、ਂさ16㎝をଌる。চにΦϦʔブ褐色
2�5Y4/4೪土をషる。౦ଆのፏ平᛽は上面のΈがऑ͘ඃ೤している。S&039を切る。
出土遺物（第44図）　247は瓦ۄ。出土遺物からの時期ൺఆはࠔ೉ͩが、ശ࡚遺跡70・72࣍ௐࠪ
（1342・1344ू）で確認されたփ白色೪土をషった土坑は15世紀Ҏ߱の中世期と૝ఆされている。

S,042（第40図、図版14-6～8）　D-4区。௕さ213㎝、ਂさ35㎝をଌる。੢นに角᛽がฒͿ。
埋土には୸層が形੒される。S&039に切られるが、出土遺物はS&039Αり΋৽し͘、੔合しない。
出土遺物（第44・50図）　243（図版19-3）は龍泉窯系青磁碗。15世紀中頃。246はே઱Ԧேの白
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磁皿。ࠐݟΈと৞付に目跡が付͘。15世紀後半～16世紀。244・245は糸切り底の土師器小皿。15
世紀後半。297・298は滑石製石錘。299は砂ؠの石ٿ。他にΠω、ΦΦϜギ、ίϜギの୸ԽՌ࣮が
໿200఺、カレΠՊ௣ࠎ、クロμΠଐ಄ࠎย、ߝڕࠎߗ（ඃ೤）なͲが出土した。
S,037（第40図、図版15-1）　D-4区。௕さ250㎝、෯211㎝、ਂさ45㎝をଌる。埋土は径１㎝୸、
ԫ褐色砂を含む҉ΦϦʔブ褐色2�5Y3/3೪質砂。底面はԜತをなす。埋土の୸を含むట質層をચড়
したがԿ΋ݕ出できなかった。
S,035（第40図、図版15-2）　D-4区。௕さ126㎝、෯112㎝、ਂさ39㎝をଌる。埋土はࠇ褐色
10YR2/3೪質砂で、下層はԫ褐色砂をޓ層状に含む。SK042・032を切る。
S,032（第40図、図版15-3）　D-4区。෯112㎝、ਂさ28㎝をଌる。埋土は径１㎝୸を含むࠇ褐色
10YR2/2・2/3೪質砂。
S,038（第41図、図版15-4）　D-4区。௕さ230㎝、෯204㎝、ਂさ67㎝をଌる。埋土はట質砂で、
ඃ೤・ഁࡅした小᛽を含む。
出土遺物（第44・50図）　250・251は糸切り・൘状ѹ痕底の土師器小皿。251は灯明皿利用される。
252は糸切り底の土師器皿。253は土師質土器の16。ז世紀ॳ಄。254は໻ੜ土器の器台。後期຤か。
302・303は滑石製石錘。他にϚμΠ、ϋλՊʁ、ߝڕࠎߗ（ඃ೤）、ϔϏ類、カΤル類、ΠλϘガΩՊʁ
ยが出土した。埋土からՖคは΄とΜͲݕ出されͣ、Πωの植物ࢎܔ体がൺֱ的ଟ͘ݕ出された。
S,036（第41図、図版15-5）　&-4区。௕さ174㎝、෯162㎝、ਂさ70㎝をଌる。埋土は径̑ᶱ୸ཻ
をগな͘含む҉ΦϦʔブ褐色2�5Y3/3೪質砂でࠎ΍ፏ平᛽（ඃ೤なし）を含む。
出土遺物（第44・50図）　255は糸切り底の土師器皿。256は土師質のು。ബखで内面をஸೡなϋέϝ
で࢓上げる。16世紀ॳ಄。他にώトᡧࠎ（உੑか）、ௗ類ࠎยなͲが出土した。
S,040（第41図、図版15-6）　&-4区。෯272㎝、ਂ さ92㎝をଌる。埋土は҉ΦϦʔブ褐色2�5Y3/3
で、上層は径１㎝୸を含む砂質土、下層は೪質土。
出土遺物（第44・50図）　257は景徳鎮窯系青Ֆ皿。15世紀後半。258は高ྷ৅ቕ青磁碗。14世紀後
半～15世紀。259はே઱Ԧேのࡶ釉陶器皿。৞付に目跡が付͘。15世紀後半。261は瓦質のು。口縁
部上端を内ଆに短͘ંりۂげて͓り、๷௕ܕ足ುと͑ߟられる。15世紀຤～16世紀ॳ಄。262は土師
質の஡15。ז世紀୅か。260は土師質の瓦306・305。ۄは滑石製石錘。下層土をચড়したが、小さい
୸Խ材の他はԿ΋ݕ出できなかった。·た、埋土からՖคは΄とΜͲݕ出されͣ、Πωの植物ࢎܔ体
がൺֱ的ଟ͘ݕ出された。
S,022（第41図、図版15-7）　&-4区。௕さ174㎝、ਂ さ34㎝をଌる。埋土はΦϦʔブ褐色೪質砂で、
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҉ΦϦʔブ褐色೪質砂とԫ褐色砂を層状に含む。
S,023（第41図）　&-4区。෯115㎝、ਂさ25㎝をଌる。埋土はΦϦʔブ褐色೪質砂で、҉ΦϦʔブ
褐色೪質砂とԫ褐色砂を層状に含む。
S,061（第42図）　#-2区。௕さ163㎝、෯96㎝、ਂさ23㎝をଌる。མちࠐΈ状。
S,068（第42図）　$-1区。௕さ106㎝、෯103㎝、ਂさ69㎝をଌる。攪乱か。
S,054（第42図、図版15-8）　$-3区。௕さ226㎝、ਂさ39㎝をଌる。
S,056（第42図、図版16-1）　D-3区。௕さ193㎝、෯117㎝、ਂさ59㎝をଌる。埋土はにͿいԫ褐
色10YR4/3～褐色4/4೪質砂。　出土遺物（第50図）　310は滑石製石錘。
S,057（第42図、図版16-2）　D-3区。෯181㎝、ਂさ63㎝をଌる。底に᛽をෑ͘。
出土遺物（第45・50図）　264は青Ֆ小碗。265はؙ瓦。Ԝ面に෍目痕、ತ面にλλΩ痕がある。313
は滑石製石錘。他にαϝ類௣ࠎ（ඃ೤）が出土した。
S,060（第42図）　D-3区。௕さ270㎝、ਂさ60㎝をଌる。　出土遺物（第51図）316・317は石錘。
S,046（第43図）　&-3区。௕さ86㎝、ਂさ29㎝をଌる。　出土遺物（第45図）　263は⃖෢窯系白
磁皿で、内底は؀状に釉をണ͙。15世紀୅。
S,014（第43図）　&-3区。௕さ78㎝、ਂさ48㎝をଌる。埋土下層に᛽を含む。
S,020（第43図、図版16-3）　&-3区。௕さ206㎝、ਂさ76㎝をଌる。
出土遺物（第45・51・52図）　267はே઱࢈փ釉陶器碗。৞付は釉ണ͗。16世紀。268（図版19-4）は
土師器の٭付坏。坏部は糸切り底。269は土師質のು。16世紀ॳ಄。266は瓦質土器を࠶Ճ޻した円
盤形土製品。320はՖቋؠのຏ石。321は滑石製石錘。348は石ӓ。ӓ面が൨きखのૠೖ޸にୡする·
でຏりݮる。349はෆ明のՃ޻石଄品。શ体にඃ೤・҉色Խしている。他に鹿角ยが出土した。
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S,01�（第35図、図版16-4）　&-3区。ਂさ28㎝をଌる。埋土はԫ褐色砂ブロック含むΦϦʔブ褐
色2�5Y4/3೪質砂。
S,002（第35図、図版16-5）　&-3区。௕さ135㎝、෯93㎝、ਂさ36㎝をଌる。
S,016（第35図）　F-3区。௕さ178㎝、෯113㎝、ਂさ53㎝をଌる。攪乱。
出土遺物（第45図）　270（図版19-5）は景徳鎮窯青Ֆ碗。16世紀ॳ಄。271は瓦質土器のᎬു。口
縁端内面に೪土ଳをషり付͚て内ଆに۶ۂさͤる。
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̐．Ҫށ
SE03�（第46図、図版16-6、17-1）　D-4区。掘ํは෯332㎝、井戸枠はスギ൘目材の݁Գで径80
㎝をଌる。ඪ高1�15～0�15̼にઃஔされる。井筒内埋土は、上層がブロック土堆積、下層がޓ層堆
積で、下層土をચড়したと͜Ζ、植物遺体は確認できなかったが、ಈ物ࠎをগྔ࠾औした。
出土遺物（第48・51図）　272は井筒下層出土の龍泉窯系青磁坏Ⅲ-3類（F期：13世紀中頃～14世紀
ॳ಄）。273は掘ํ出土の޿౦࢈白磁碗。11世紀後半～12世紀前半。325～327は掘ํ出土のେ小の滑
石製石錘。他に井筒内からカΤル類、ΞジՊ、ϑάՊ、֋類ยが出土した。
SE063（第47図、図版16-7、17-2）　$-2区。掘ํは۱ؙํ形をなし、෯497㎝、井戸枠はスギ൘目
材の݁Գで径84㎝をଌり、上部は石૊で෯116㎝をଌる。石૊は形状のଗΘない᛽を΍΍粗͘積Μで
͓り、下層の４、̑ஈ、高さ80㎝΄Ͳが࢒っている。
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第 �6 図　SE039 ᐇ 図（1/�0）
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第�9図　S;࣭ໟྵᒙ࣭ᨩ஘出土土ჾᐇ 図（�88࣭�96ࠊ�/1ࡣ他1/3ࡣ）

�86࣭�87　ୗᒙ⢒◁　　�88࣭�89　S;0�8　　�90　S;06�
�91㹼�9�　S;0�3　　�9�࣭�96　ᨩ஘

出土遺物（第48図）　274（図版19-6）は掘ํ出土の景徳鎮窯系青Ֆ࿈子碗。16世紀前半。275は石
૊出土のค青ࠫ器碗。高台に෯１㎝程౓の切りࠐΈをೖれる。16世紀。276（図版19-7）は井筒出土
の景徳鎮窯系青Ֆ碗。16世紀後半。277・279は井筒出土の瓦質の෩࿍。278は井筒出土のؙ瓦。
280・281は井筒出土の平瓦ยを利用した瓦280。ۄはഁ面であるଆ面をݚຏしている。336・337は石
૊出土のऄ໲ؠ質、滑石製の石錘。352・353・354は石૊出土の൘ൾ。352にはѨ໻ଫࡾଚछ子がூら
れる。353には「白ʁ Ұ ۚ」のจ354、ࣈにはෆ明ࣈ׽ೋࣈがூられる。350・351は井筒出土の石ౝ
ย。350はޒ輪ౝのՐ輪で、１ล24�5㎝、高さ12�5㎝をଌる。શ体に細かいᮓ痕が࢒り、平坦に੒形
されている。ݞ部がඃ೤・҉色Խする。351はๅᝫҹౝのּ石で、෮元࠷େ෯は22㎝Ҏ上、ਪఆ高は
໿14㎝をଌる。他に掘ํと石૊からଢ଼壺ഁยが出土している。
SE064（第47図、図版16-8）　$-2区。S&063を掘り下げる過程でผの掘りࠐΈとして認ࣝされ、
ଳਫ層にࢸるඪ高0�6̼付ۙで、井戸枠をগな͘と΋４ج確認した。064-1はスギ൘目材の݁Գで、
S&063に切られて͓り、ৄ細はෆ明である。064-2・3は、スギ൘目材の݁Գで、ڞ同ߔ攪乱に切られ
て͓り、ৄ細はෆ明である。064-4は、スギ൘目材の݁Գで、径82～88㎝をଌる。４جの井戸枠の
中では࠷΋࢒りがΑい。
出土遺物（第48・51図）　343・344は064-1・2出土の土錘。282は064-3出土の糸切り底の土師器坏。
13世紀後半。283～285、345～347は、064-4出土。283・284は糸切り底の土師器小皿。13世紀後半。
285はఱ目碗高台部を࢖った瓦346・345。ۄは土錘。347は砂ؠの石ٿ。

□三〗 ／ク，

／̀ニ

／ ーロ
▽一—― ーヒ＝＝ニフ

文二—--

＼ーニニにニク一

三
□) 
゜



Ѹ 64 Ѹ

第 �0 図　S. 出土▼〇ရ࣭土㗽ᐇ 図（1/�）
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５．包含層΄͔ग़౔Ҩ෺ʢୈ4�ਤʣ
下層粗砂出土遺物　286は$-3区๺攪乱下粗砂（)�0�65N）出土、287はD-1・2区ೆトレンν下層

出土で、いͣれ΋白磁碗ᶚ類（$期：11世紀後半～12世紀前半）。
SX058（$-3区。஍ࢁ粗砂）出土遺物　288（図版19-8）は陶器ແࣖ壺。口縁内面、底外面に目跡が
つ͘。13世紀。289は糸切り底の土師器小皿。13世紀前半。
SX062（#-2区。མちࠐΈ状の堆積層）出土遺物　290は糸切り底の土師器小皿。14世紀。
SX053（$・D-1・2区。֦ுしたௐࠪ区の堆積層）出土遺物　291はϕルト３層出土のଢ଼壺。292は
ค青ࠫ器の碗。高ྷ৅ቕ青磁にࣅる。14世紀຤～15世紀。293はϕルト１・２層出土の糸切り底の土
師器小皿。14世紀୅。294は上面出土のං前系છ付小碗で、高台内に「೾39」の໏がある。౷੍܉
৯器（ত和16～21೥）。他にೆトレンνからଢ଼壺ഁยが出土している。
֦ு۠᎟ཚ出土遺物　295（図版19-9）は磁器碗で、高台内に「༗̔」の໏がある。౷੍܉৯器（ত
和16～21೥）。296は土師質の஡זで、内外面をφσで࢓上げる。16～17世紀୅か。
̒．খ݁
ํ形土坑の࣠΍遺構のฒͼから、第Ⅱ区中世期の஍ׂは、گݱ஍ׂ（ௐࠪ区区ׂ）からΘͣかに੢

にৼれていたと૝ఆされ、第Ⅰ区中世期の஍ׂと΄΅同͡と͑ߟられる。
ௐࠪ区ೆน土層（第36図）をݟると、஍ࢁの砂層が౦から੢΁ࣼ܏して͓り、ௐࠪ区の౦ଆは砂
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第 �0 図　S. 出土▼〇ရ࣭土㗽ᐇ 図（1/�）
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第 53 図　第ϩ区ฟ土㔠ᒓ㛵ಀ㑇≀ᐇ 図ࡧࡼ࠾㹖⥺⏬ീ（355 ࡣ ࡣ௚ࠊ1/3 1/1）
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第 53 図　第ϩ区ฟ土㔠ᒓ㛵ಀ㑇≀ᐇ 図ࡧࡼ࠾㹖⥺⏬ീ（355 ࡣ ࡣ௚ࠊ1/3 1/1）
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第㸵⾲（㸯）　第ϩ区ฟ土土ჾ࣭土〇ရ

ᤄ図 ␒ྕ 㑇ᵓ࣭ᒙ఩ ✀㢮 ჾ✀ ṧᏑ ἲ㔞（੉） ⫾土 ↝ᡂ 色ㄪ ௬␒

38 209 S;044　R1 土ᖌჾ ᑠ─ 9/10 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ9.95 1.45 ᚤ⣽࡞ⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ እ面：にぶい㯤ᶳࠊෆ面：ᶳ㹼にぶい㯤ᶳ 2

38 210 S;044　R2 土ᖌჾ ᑠ─ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ9.6 1.7 ᚤ⣽࡞ⓑ࣭㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ᶳ 3

38 211 S;044　R3 土ᖌჾ ᑠ─ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ9.7 1.25 ᚤ⣽࡞ⓑ࣭㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ
እ面：にぶい㯤ᶳ㹼灰㯤褐ࠊෆ面：
ᶳ㹼にぶい㯤ᶳ

4

38 212 S;044　R4 土ᖌჾ ᑠ─ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ9.4 1.35 ᚤ⣽࡞㉥࣭㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ᶳ㹼にぶい㯤ᶳ 5

38 213 S;044　R5 土ᖌჾ ᑠ─ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ9.95 1.55 ᚤ⣽࡞ⓑ࣭㯮色⢏ࠊ㞼ẕྵࡴ Ⰻዲ ᶳ㹼にぶい㯤ᶳ 6

38 214 S;044　R6 土ᖌჾ ᑠ─ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ9.5 1.5 ᚤ⣽࡞ⓑ色⢏ࠊ㞼ẕྵࡴ Ⰻዲ ᶳ㹼にぶい㯤ᶳ 7

38 215 S;044　R7 土ᖌჾ ᑠ─ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ10.05 1.8 ᚤ⣽࡞ⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ᶳ㹼にぶい㯤ᶳ 8

38 216 S;044　R8 土ᖌჾ ᑠ─ 9/10 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ9.5 1.5 ᚤ⣽࡞ⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ᶳ㹼にぶい㯤ᶳ 9

38 217 S;044　R9 土ᖌჾ ᑠ─ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ10.3 1.6 ᚤ⣽࡞㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ እ面：ᶳࠊෆ面：ᶳ㹼にぶい㯤ᶳ 10

38 218 S;044　R10 土ᖌჾ ᑠ─ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ9.55 1.4 ᚤ⣽࡞ⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ᶳ㹼にぶい㯤ᶳ 11

38 219 S;044　R11 土ᖌჾ ᑠ─ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ9.4 1.2 ᚤ⣽࡞㉥色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ᶳ 12

38 220 S;044　R12 土ᖌჾ ᑠ─ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ9.6 1.55 ᚄ 2 ੈ௨ୗ㉥色⢏ྵࡴ Ⰻዲ እ面：ᶳࠊෆ面：ᶳ㹼にぶい㯤ᶳ 13

38 221 S;044　R13 土ᖌჾ ᑠ─ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ9.95 1.55 ᚤ⣽࡞ⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ᶳ 14

38 222 S;044　R14 土ᖌჾ ᑠ─ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ9.95 1.4 ᚤ⣽࡞ⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ᶳ㹼にぶい㯤ᶳ 15

38 223 S;044　R15 土ᖌჾ ᑠ─ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ9.8 1.35 ᚤ⣽࡞ⓑ࣭㉥色⢏ྵࡴ Ⰻዲ እ面：ᶳ㹼にぶい㯤ᶳࠊෆ面：ᶳ 16

38 224 S;044　R16 土ᖌჾ ᑠ─ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ9.4 1.3 ᚤ⣽࡞ⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ እ面：ᶳ㹼にぶい㯤ᶳࠊෆ面：ᶳ 17

38 225 S;044　R17 土ᖌჾ ᑠ─ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ9.9 1.3 ᚤ⣽࡞㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ እ面：ᶳ㹼にぶい㯤ᶳࠊෆ面：ᶳ 18

38 226 S;044　R18 土ᖌჾ ᑠ─ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ10 1.55 ᚤ⣽࡞ⓑ࣭㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ᶳ 19

38 227 S;044　R19 土ᖌჾ ᑠ─ 9/10 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ9.5 1.55 ᚤ⣽࡞ⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ᶳ 20

38 228 S;044　R20 土ᖌჾ ᑠ─ 9/10 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ9.4 1.45 ᚤ⣽࡞㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ᶳ 21

38 229 S;044　R26 土ᖌჾ ᑠ─ 9/10 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ9.6 1.7 ᚤ⣽࡞㉥࣭㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ᶳ 27

38 230 S;044　R27 土ᖌჾ ᑠ─ 9/10 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ9.9 1.7 ᚤ⣽࡞ⓑ࣭㉥色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ᶳ 28

38 231 S;044　ୗᒙ 土ᖌჾ ᑠ─ 9/10 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ9.6 0.95 ᚄ 3 ੈ௨ୗⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ
እ面：にぶい㯤ᶳࠊෆ面：ὸ㯤ᶳ㹼
にぶい㯤ᶳ

29

38 232 S;044　R21 土ᖌჾ ᆗ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ16.75 3.65 ᚤ⣽࡞㉥色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ᶳ 22

38 233 S;044　R22 土ᖌჾ ᆗ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ16.8 3.75 ᚤ⣽࡞㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ እ面：ᶳࠊෆ面：ᶳ㹼ὸ㯤ᶳ 23

38 234 S;044　R23 土ᖌჾ ᆗ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ16.75 3.45 ᚤ⣽࡞ⓑ࣭㉥色⢏ྵࡴ Ⰻዲ እ面：ᶳ㹼にぶい㯤ᶳࠊෆ面：ᶳ 24

38 235 S;044　R24 土ᖌჾ ᆗ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ16.8 3.2
ᚄ2ੈ௨ୗⓑ色⢏ࠊᚤ⣽࡞㯮࣭
㉥色⢏ྵࡴ

Ⰻዲ እ面：ᶳ㹼にぶい㯤ᶳࠊෆ面：にぶい㯤ᶳ 25

38 236 S;044　R25 土ᖌჾ ᆗ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ15 2.45 ᚄ 2 ੈ௨ୗⓑ࣭㉥色⢏ྵࡴ Ⰻዲ እ面：にぶい㯤ᶳࠊෆ面：ᶳ㹼にぶい㯤ᶳ 26

39 237 S3077 土ᖌჾ ᑠ─ 7/10 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ8.4 1.3 ᚄ 1 ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ྵࡴ Ⰻዲ にぶい㯤ᶳ 1

39 238 S3075 土ᖌჾ ᑠ─ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ8.3 1.6 ᚄ1ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ࠊ㉥色⢏ࡸࡸከい Ⰻዲ እ面：にぶいᶳࠊෆ面：にぶい㯤ᶳ 39

39 239 S3078 㟷☢ ─ 1/8 ᚟ඖཱྀᚄ 13 ᚤ⣽࡞ⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：明灰ⓑࠊ㔙：明࣮࢜ࣜࣈ灰ࠊගἑ 40

39 240 S3012 ⓑ☢ ☇ ◚∦ - ᚤ⣽࡞ⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：灰㯤ࠊ㔙：灰࣮࢜ࣜࠊࣈ㏱明ࠊගἑ 37
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第 52 図　S.020ࠊS(063 ฟ土▼〇ရᐇ 図୕ࡧࡼ࠾ḟඖࣔࣝࢹ⏬ീ（1/6）
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ᤄ図 ␒ྕ 㑇ᵓ࣭ᒙ఩ ✀㢮 ჾ✀ ṧᏑ ἲ㔞（੉） ⫾土 ↝ᡂ 色ㄪ ௬␒

39 241 S3012 土ᖌჾ ᑠ─ 3/5 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ6.8 1.5 ᚄ 1 ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ྵࡴ Ⰻዲ ᶳ 36

39 242 S3055 㟷☢
☇（⎰
⋢）

ᗏ㒊 㧗ྎᚄ ᚄࠊ4.9 5.5 ᚤ⣽࡞ⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：明灰ⓑࠊ㔙：࣮࢜ࣜࣈ灰ࠊගἑ 38

44 243 S.042 㟷☢ ☇ 1/5 ᚟ඖཱྀᚄ 14.8 ᚤ⣽࡞砂⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：灰ࠊ㔙：⥳灰ࠊ୙㏱明 62

44 244 S.042　R1 土ᖌჾ ᑠ─ ᏶ᙧ ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ7.8 1.5 ᚄ 2ੈ௨ୗⓑ色⢏ᑡ࡞いࠋ⢭Ⰻ Ⰻዲ ᶳ 59

44 245 S.042　R2 土ᖌჾ ᑠ─ 4/5 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ7.2 1.6 ᚄ 2ੈ௨ୗⓑ色⢏ᑡ࡞いࠋ⢭Ⰻ Ⰻዲ
እ面：明㉥褐㹼にぶい㉥褐ࠊෆ面：
ᶳ㹼にぶい㉥褐

60

44 246 S.042 ⓑ☢ ─ 1/3 㧗ྎᚄ 4.9 ᚄ 2 ੈ௨ୗⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：灰ⓑࠊ㔙：灰ⓑࠊ㏱明 61

44 247 S.030 土〇ရ ⎰⋢ ᏶ᙧ ᚄ ࡉཌࠊ2.5 1.7 ᚄ 1 ੈ௨ୗⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ 暗灰 43

44 248 S.033 㟷ⰼ 㖊 ◚∦ - ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：灰ⓑࠊ㔙：灰ⓑ༙ࠊ㏱明 44

44 249 S.034 ⎰㉁ ⅆ㖊 ᗏ㒊 ᚟ඖᗏᚄ 24.6 ᚄ 1 ੈ௨ୗⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ እ面：暗灰ࠊෆ面：㯤灰 45

44 250 S.038　R1 土ᖌჾ ᑠ─ 9/10 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ6.8 1.5 ᚄ 1 ੈ௨ୗⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ にぶいᶳ㹼にぶい褐 48

44 251 S.038　R2 土ᖌჾ ᑠ─ 7/10 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ7 1.5 ᚄ 1 ੈ௨ୗⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ にぶいᶳ 49

44 252 S.038　R3 土ᖌჾ ─ 3/5 ᚟ඖཱྀᚄ10.8ࠊჾ㧗2.8 ᚄ 2ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ࠊ㉥色⢏ྵࡴ Ⰻዲ にぶいᶳ 50

44 253 S.038 土ᖌ㉁ 㔩 1/5 ᚟ඖ㘥㒊ᚄ 27 ᚄ 1 ੈ௨ୗⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ እ面：暗褐㹼㯮ࠊෆ面：褐灰 52

44 254 S.038 ᘺ⏕土ჾ ჾྎ 1/4 ⬗㒊᭱ᑠᚄ 7 ᚄ 3ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ከい Ⰻዲ እ面：にぶい㯤ᶳࠊෆ面：ᶳ 51

44 255 S.036　 土ᖌჾ ─ 1/2 ᚟ඖཱྀᚄ12.1ࠊჾ㧗2.5 ᚄ 2ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ࠊ㉥色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ᶳ 47

44 256 S.036　R2 土ᖌ㉁ 㘠 1/4 ᚟ඖཱྀᚄ 26 ᚄ 3 ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ྵࡴ Ⰻዲ 灰㯤㹼㯮（ࢫࢫ） 46

44 257 S.040　ᨩ஘ΰ 㟷ⰼ ─ 1/4 ᚟ඖ㧗ྎᚄ 7.3 ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：⣧ⓑࠊ㔙：㏱明 56

44 258 S.040　ᨩ஘ΰ 㟷☢ ☇ ◚∦ - ᚤ⣽࡞砂⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：灰ࠊ㔙：࣮࢜ࣜࣈ灰ࠊ㏱明 54

44 259 S.040　ᨩ஘ΰ 㝡ჾ ─ 1/2 ᚟ඖཱྀᚄ9.8ࠊჾ㧗3.25 ᚄ 1 ੈ௨ୗⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：灰㹼褐ࠊ㔙：灰ࠊ୙㏱明 56

44 260 S.040 土〇ရ ⎰⋢ ᏶ᙧ ᚄ ࡉཌࠊ2.4 2.05 ᚄ 1 ੈ௨ୗⓑ࣭㉥色⢏ྵࡴ Ⰻዲ にぶい㯤ᶳ㹼にぶい㯤褐 53

44 261 S.040　ᨩ஘ΰ ⎰㉁ 㘠 1/10 ᚟ඖཱྀᚄ 25 ᚄ 1 ੈ௨ୗⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ 灰 57

44 262 S.040　ᨩ஘ΰ 土ᖌ㉁ Ⲕ㔩 1/6 ⬗㒊᭱኱ᚄ 23.05
ᚄ3ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭ 㛗▼ࡸࡸከいࠋ
ゅ㛝▼ྵࠋࡴ

Ⰻዲ እ面：ᶳࠊෆ面：にぶい㉥褐㹼㯮褐 55

45 263 S.046 ⓑ☢ ─ 1/3 ᚟ඖཱྀᚄ12.5ࠊჾ㧗3.1 ᚄ 1 ੈ௨ୗ砂⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：ῐ㯤灰ࠊ㔙：ஙⓑࠊ୙㏱明 63

45 264 S.057　ୗᒙ 㟷ⰼ ᑠ☇ ◚∦ - ᚤ⣽࡞砂⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：⣧ⓑࠊ㔙：㏱明 69

45 265 S.057　ୗᒙ ⎰ ୸ 1/3 ᖜ ࡉཌࠊ9.4 1.75 ᚄ 3 ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ከい Ⰻዲ እ面：にぶいᶳ㹼にぶい褐ࠊෆ面：ᶳ㹼褐灰 68

45 266 S.020 土〇ရ ෇┙ᙧ ᏶ᙧ ᚄ ࡉཌࠊ5.9 1 ᚄ 2ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ྵࡴ Ⰻዲ እ面：灰ⓑࠊෆ面：灰 33

45 267 S.020　R3 㝡ჾ ☇ 1/4 㧗ྎᚄ 6 ᚤ⣽࡞ⓑ࣭㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ
⫾土：灰ⓑࠊ㔙：࣮࢜ࣜࡗ࠿ࡀࣈ
ࡾ࠶ගἑࠊ灰ⓑࡓ

31

45 268 S.020 土ᖌჾ ⬮௜ᆗ 1/4 ᚟ඖཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ8 5.2 ᚤ⣽࡞ⓑ࣭㉥色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ᶳ 32

45 269 S.020　R2 土ᖌ㉁ 㘠 2/3 ཱྀᚄ 21.6 ᚄ 3 ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ྵࡴ Ⰻዲ እ面：灰㯤褐㹼㯮褐（ࢤࢥ࣭ࢫࢫ）ࠊෆ面：ᶳ 30

45 270 S.016 㟷ⰼ ☇ 1/4 ᚟ඖཱྀᚄ14.2ࠊჾ㧗5.3 ᚤ⣽࡞砂⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：ⓑࠊ㔙：㏱明ࢫࣛ࢞ࠊ㉁ 42

45 271
S.016 㸩
S.002

⎰㉁ ᧧㖊 1/6 ᚟ඖཱྀᚄ 28 ᚄ 3 ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ྵࡴ Ⰻዲ እ面：灰ⓑ㹼褐灰ࠊෆ面：灰ⓑ 41

48 272 S(039஭⟄ୗᒙ 㟷☢ ᆗ ◚∦ - ᚤ⣽࡞砂⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：灰ࠊ㔙：࣮༙࢜ࣜࠊࣈ㏱明 75

48 273 S(039᥀᪉༡༙ ⓑ☢ ☇ ◚∦ - ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：ῐ灰ࠊ㔙：ῐ㯤灰༙ࠊ㏱明 76

48 274 S(063　᥀᪉ 㟷ⰼ ☇ ᗏ㒊 㧗ྎᚄ 5.2 ᚤ⣽࡞㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：⣧ⓑࠊ㔙：㏱明 82

48 275 S(063　▼⤌ 㝡ჾ ☇ 1/10 ᚟ඖཱྀᚄ12.5ࠊ᚟ඖჾ㧗3.9 ᚤ⣽࡞ⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：㯮褐ࠊ㔙：㏱明 80

48 276 S(063　஭⟄ 㟷ⰼ ☇ ◚∦ - ᚤ⣽࡞㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：⣧ⓑࠊ㔙：㏱明 81

48 277 S(063　஭⟄ ⎰㉁ 㢼⅔ ◚∦ -
ᚄ 3ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ࠊ㉥色
⢏ྵࡴ

Ⰻዲ
እ面：ῐ㉥ᶳ㹼ὸ㯤ᶳ㹼にぶい㯤
ᶳࠊෆ面：灰ⓑ㹼褐灰

84

48 278 S(063　஭⟄ ⎰ ୸ 1/4 ᖜ ࡉ㧗ࠊ11.3 6.4 ᚄ 3ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ࠊ㉥色⢏ྵࡴ Ⰻዲ 灰㯤㹼灰 79

48 279
S(063　஭⟄
㸩஭ᡞᯟୗ
ᒙ㸩▼⤌

⎰㉁ 㢼⅔ 1/10 ᚟ඖཱྀᚄ 32.8 ᚄ 4 ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ྵࡴ Ⰻዲ እ面：灰㹼㯤灰ࠊෆ面：灰 83

48 280 S(063　஭⟄ ⎰ ⎰⋢ ᏶ᙧ ᚄ ࡉཌࠊ5.95 2.1 ᚄ 1 ੈ௨ୗⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ 灰 78

48 281 S(063　஭⟄ ⎰ ⎰⋢ ᏶ᙧ ᚄ ࡉཌࠊ7.3 1.9 ᚄ 1 ੈ௨ୗ砂⢏ྵࡴ Ⰻዲ 灰㹼褐灰 77

48 282 S(064�3 土ᖌჾ ᆗ 1/4 ᚟ඖཱྀᚄ12.6ࠊჾ㧗2.5 ᚄ 1ੈ௨ୗ㉥色⢏ࠊ▼ⱥ࣭㛗▼ྵࡴ Ⰻዲ ᶳ 85

48 283 S(064�4 土ᖌჾ ᑠ─ 7/10 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ8 1.55 ᚄ 1 ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ྵࡴ Ⰻዲ にぶい㯤ᶳ 87

48 284 S(064�4 土ᖌჾ ᑠ─ 9/10 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ8.45 1.65 ᚄ 1ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ࠊ㉥色⢏ྵࡴ Ⰻዲ にぶいᶳ 86

48 285 S(064�4 ኳ┠ ⎰⋢ ᏶ᙧ ᚄ ࡉཌࠊ4.6 1.5 ᚄ 1 ੈ௨ୗⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：褐灰ࠊ㔙：褐㹼㯮褐 88

49 286 3区໭ᨩ஘ୗ⢒砂 ⓑ☢ ☇ 1/7 ᚟ඖཱྀᚄ 17 ᚄ 3 ੈ௨ୗⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：灰ⓑࠊ㔙：灰ࠊ㏱明 72

49 287 ༡ࣞࢺ ୗᒙ　ࢳࣥ ⓑ☢ ☇ ◚∦ - ᚤ⣽࡞砂⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：ῐ灰ࠊ㔙：灰㯤ࠊ୙㏱明 74

49 288 S;058 㝡ჾ ና 1/2 ᚟ඖཱྀᚄ12.5ࠊ᚟ඖჾ㧗23.5 ᚤ⣽࡞ⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：ᶳࠊ㔙：にぶい㯤ᶳࠊ褐 35

49 289 S;058 土ᖌჾ ᑠ─ 4/5 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ8.9 1 ᚄ 2ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ྵࡴ Ⰻዲ にぶいᶳ 34

49 290 S;062 土ᖌჾ ᑠ─ 2/3
᚟ඖཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ7.9
1.15

ᚄ 1 ੈ௨ୗ砂⢏ྵࡴ Ⰻዲ
እ面：ὸ㯤㹼にぶい㯤ᶳࠊෆ面：
にぶい㯤ᶳ㹼灰㯤

70

49 291 S;053࣋ࣝ3ࢺᒙ 土ᖌჾ ⻇ና 1/3 ᚟ඖཱྀᚄ ჾ㧗7.3ࠊ6.6 ᚄ 3 ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ྵࡴ Ⰻዲ
እ面：灰㯤褐㹼にぶい㯤褐ࠊෆ面：
にぶい㯤ᶳ

66

49 292 S;053　༡ࣞࢺ 㟷☢ ☇ ◚∦ - ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：灰ࠊ㔙：㏱明 67

49 293
S;053࣋ࣝࢺ
1࣭ 2ᒙ

土ᖌჾ ᑠ─ 2/3 ᚟ඖཱྀᚄ7.5ࠊჾ㧗1.2 ᚄ 2 ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ྵࡴ Ⰻዲ ᶳ㹼にぶい㯤ᶳ 65

49 294 S;053　ୖ面 ᰁ௜ ᑠ☇ ᗏ㒊 㧗ྎᚄ 3.7 ⢭Ⰻ Ⰻዲ ⫾土：⣧ⓑࠊ㔙：㏱明 64

49 295 ᣑᙇ区ᨩ஘ ☢ჾ ☇ 9/10 ཱྀᚄ ჾ㧗ࠊ12.3 6.5 ᚤ⣽࡞砂⢏ྵࡴ Ⰻዲ ⫾土：⣧ⓑࠊ㔙：✵ࠊ㏱明 71

49 296
ᣑᙇす区᳨
ฟᨩ஘

土ᖌ㉁ Ⲕ㔩 1/5 ᚟ඖཱྀᚄ 13.6 ᚄ 2ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ࡸࡸከい Ⰻዲ
እ面：ᶳ㹼灰㯤褐㹼㯮褐ࠊෆ面：
にぶい褐㹼にぶい㯤ᶳ

73

50 300 S.042 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ5.6ࡉᚄ1.6ࠊ㔜㔞12.7J ᚤ⣽࡞ⓑ࣭㉥色⢏ྵࡴ Ⰻዲ 褐灰 360

50 301 S.042 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ2.8ࡉᚄ1ࠊ㔜㔞2.8J ᚤ⣽࡞㯮࣭㉥色砂ྵࡴ Ⰻዲ ὸ㯤ᶳ㹼にぶいᶳ 361

50 304 S.038 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ3.2ࡉᚄ1.1ࠊ㔜㔞 2.9J ᚄ 1 ੈ௨ୗⓑ࣭㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ にぶいᶳ㹼灰褐 356
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50 307 S.040 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ4.5ࡉᚄ1.7ࠊ㔜㔞12.3J ᚄ 3ੈ௨ୗ▼ⱥࠊᚄ1ੈゅ㛝▼ྵࡴ Ⰻዲ にぶい㯤ᶳ㹼灰㯤褐 357

50 308 S.040 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ4ࡉᚄ1.3ࠊ㔜㔞4.5J ᚄ 1 ੈⓑ色砂ྵࡴ Ⰻዲ ᶳ 358

50 309 S.040 ᨩ஘ΰ 土〇ရ 土㗽 1/2 ᚄ 0.95 ᚤ⣽࡞ⓑ࣭㉥色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ὸ㯤ᶳ 359

50 311 S.056 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ4.5ࡉᚄ1.3ࠊ㔜㔞 6.9J ᚤ⣽࡞ⓑ࣭㯮色砂ྵࡴ Ⰻዲ 灰㯤褐 362

50 312 S.056 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ2.3ࡉᚄ 㔜㔞1.2Jࠊ0.8 ᚤ⣽࡞ⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ にぶい㉥褐 363

50 314 S.057 ୗᒙ 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ4.7ࡉᚄ1.6ࠊ㔜㔞10.1J ᚄ 1 ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ྵࡴ Ⰻዲ 明㉥褐 364

50 315 S.057 ୗᒙ 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ2.5ࡉᚄ 㔜㔞1.6Jࠊ0.8 ᚤ⣽࡞ⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ᶳ㹼明㉥褐 365

51 318 S.060 す 土〇ရ 土㗽 1/2 ᚄ 2 ᚄ 1 ੈ௨ୗⓑ࣭㉥色⢏ྵࡴ Ⰻዲ にぶいᶳ 358

51 319 S.060 す 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ2.5ࡉᚄ 㔜㔞1.8Jࠊ0.9 ᚤ⣽࡞ⓑ࣭㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ にぶい㉥ᶳ 359

51 322 S.020 土〇ရ 土㗽 2/3 ᚄ 2 ᚄ 1 ੈ௨ୗⓑ࣭㉥色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ὸ㯤 353

51 323 S.020 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ5.5ࡉᚄ1.6ࠊ㔜㔞12.3J ᚄ 1 ੈ௨ୗ㯮࣭ⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ にぶいᶳ㹼ᶳ 354

51 324 S.020 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ3.7ࡉᚄ1.1ࠊ㔜㔞 4.5J ᚄ 1 ੈ௨ୗⓑ࣭㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ にぶい㯤ᶳ 355

51 328 S(039᥀᪉໭༙ 土〇ရ 土㗽 1/2 ᚄ 2 ᚤ⣽࡞ⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ᶳ 338

51 329 S(039 ᥀᪉ 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ4.7ࡉᚄ1.6ࠊ㔜㔞 8.2J ᚤ⣽࡞ⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ にぶい褐 337

51 330
S(039 ᥀᪉
໭༙

土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ6ࡉᚄ1.4ࠊ㔜㔞11.4J
ᚄ 2 ੈ௨ୗⓑ色⢏ࠊᚤ⣽࡞㯮
色⢏ྵࡴ

Ⰻዲ にぶいᶳ 339

51 331 S(039᥀᪉໭༙ 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ4.1ࡉᚄ1.1ࠊ㔜㔞 4.4J ᚤ⣽࡞砂⢏ྵࡴ Ⰻዲ にぶいᶳ 340

51 332 S(039᥀᪉໭༙ 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ2.55ࡉᚄ 㔜㔞1.7Jࠊ0.9 ᚤ⣽࡞砂⢏ྵࡴ Ⰻዲ にぶい㯤ᶳ 341

51 334 S(039஭⟄ୗᒙ 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ5.05ࡉᚄ1.6ࠊ㔜㔞 9.8J ᚄ 1 ੈ௨ୗⓑ色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ὸ㯤ᶳ㹼㯮褐 342

51 335 S(039 ஭⟄ 土〇ရ 土㗽 ୍㒊Ḟ ᚄ 0.95 ᚤ⣽࡞砂⢏ྵࡴ Ⰻዲ 明㉥褐 343

51 339 S(063஭ᡞᯟୗᒙ 土〇ရ 土㗽 ୍㒊Ḟ ᚄ 1.5 ᚄ 1 ੈ௨ୗⓑ࣭㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ ㉥ᶳ 350

51 340 S(063 ▼⤌ 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ4.65ࡉᚄ1.9ࠊ㔜㔞12.9J ᚄ 1 ੈ௨ୗ▼ⱥ࣭㛗▼ྵࡴ Ⰻዲ ᶳ 348

51 341 S(063 ▼⤌ 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ4.5ࡉᚄ1.2ࠊ㔜㔞 4.2J ᚤ⣽࡞ⓑ࣭㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ にぶいᶳ 349

51 342
S(063 ᥀᪉
ࢺࣝ࣋ 2ᒙ

土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ3.1ࡉᚄ1.1ࠊ㔜㔞 2.9J ᚤ⣽࡞ⓑ࣭㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ にぶい㉥褐 351

51 343 S(064�1࣭2 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ3.4ࡉᚄ1.5ࠊ㔜㔞 5.1J ᚄ 1 ੈⓑ色砂ྵࡴ Ⰻዲ にぶいᶳ㹼にぶい褐 344

51 344 S(064�1࣭2 土〇ရ 土㗽 1/2 ᚄ 0.9 ᚄ 1 ੈ௨ୗⓑ࣭㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ にぶいᶳࠋ㢼໬ᙉい 345

51 345 S(064�4 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ4.8ࡉᚄ1.4ࠊ㔜㔞 7.3J ᚄ 2 ੈ௨ୗ▼ⱥྵࡴ Ⰻዲ ῐᶳ㹼ᶳ 346

51 346 S(064�4 土〇ရ 土㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ2.6ࡉᚄ1ࠊ㔜㔞 2.7J ᚤ⣽࡞㯮色⢏ྵࡴ Ⰻዲ にぶいᶳ㹼ᶳ 347
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5136 S3073 ⁥▼ - ▼㗽 ◚∦ 㛗ࡉ >4.2@

5137 S.033 ⁥▼ - ▼㘠 ◚∦ 㛗ࡉ >10.14@

S49 S.042 ⁥▼ ᚤᙅ ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ5.71ࡉ㔜㔞 33.6 50 図 297

S50 S.042 ⁥▼ ᚤᙅ ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ4.13ࡉ㔜㔞 22.8 50 図 298

S51 S.042 砂ᒾ - ▼⌫ ᏶ᙧ
ᚄ 㔜ࠊ2.62�3.08
㔞 29.4

50 図 299

5138 S.042 ⁥▼ - ▼㗽 ◚∦ 㛗ࡉ >5.06@

5139 S.042 ⁥▼ ᚤᙅ ▼ᮦ ◚∦ 㛗ࡉ >4.97@

5140 S.042 ⁥▼ - ▼ᮦ ◚∦ 㛗ࡉ >4.46@

5141 S.042 ⁥▼ ᚤᙅ ▼ᮦ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.4

5142 S.042 ⁥▼ - ▼ᮦ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 3.3

5143 S.042 ∦ᒾ ᚤᙅ
෇┙
ᙧ

୍㒊Ḟ 㛗ࡉ 3.57

S45 S.038 ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ5.18ࡉ㔜㔞 41.3 50 図 302

S46 S.038 ⺬⣠ᒾ㉁ ୰ ▼㗽 ୍㒊Ḟ 㛗ࡉ 17.1ࠊ3.95 50 図 303

5144 S.038 ⥳色∦ᒾ - ▼ᮦ ୍㒊Ḟ 㛗ࡉ >7.21@

S47 S.040 ⺬⣠ᒾ㉁ ୰ ▼㗽 ୍㒊Ḟ
㛗ࡉ 㔜ࠊ@4.95<
㔞 >25.5@

50 図 305

5145 S.040 ⁥▼ ᚤᙅ ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 3.9

S48 S.040 ᨩ஘ΰ ⁥▼ ᙅ ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ3.88ࡉ㔜㔞19 50 図 306

5146 S.040 ᨩ஘ΰ ⁥▼ - ▼㗽 ୍㒊Ḟ 㛗ࡉ 5.78

5147 S.040 ᨩ஘ΰ ⁥▼ ᙅ ▼㗽 ୍㒊Ḟ 㛗ࡉ 5.41

5148 S.040 ᨩ஘ΰ ⁥▼ ᚤᙅ ▼㗽 ୍㒊Ḟ 㛗ࡉ 3.54

5149 S.040 ᨩ஘ΰ ⁥▼ ᙅ ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 3.84

5150 S.040 ᨩ஘ΰ ⁥▼ ᚤᙅ ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 3.77

5151 S.022 ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 6.61

5152 S.022 ⁥▼ ᚤᙅ ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 5.65

5153 S.061 ⁥▼ ᙅ ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 3.65

S52 S.056 ⁥▼ ᙅ ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ4.78ࡉ㔜㔞 26 50 図 310

5154 S.056 ⁥▼ - ▼㗽 ◚∦ 㛗ࡉ >3.3@

S53 S.057 ୖᒙ ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ6.5ࡉ㔜㔞 60.8 50 図 313

5155 S.057 ୖᒙ ⁥▼ - ▼㗽 ୍㒊Ḟ 㛗ࡉ 4.28

5156 S.057 ୖᒙ ⁥▼ ᙅ ▼㗽 ୍㒊Ḟ 㛗ࡉ 4.3

5157 S.057 ୖᒙ ⁥▼ ᙅ ▼㗽 ୍㒊Ḟ 㛗ࡉ 6.23

␒ྕ 㑇ᵓ࣭ᒙ఩ ▼ᮦ ☢ᛶ ჾ✀ ṧᏑ ἲ㔞（੉ࠊJ） ഛ⪃

5158 S.057 ୖᒙ ⁥▼ ᚤᙅ ▼㗽 ୍㒊Ḟ 㛗ࡉ 5.14

5159 S.057 ୖᒙ ⁥▼ - ▼㗽 ୍㒊Ḟ 㛗ࡉ 4.47

5160 S.057 ୖᒙ ⁥▼ ᚤᙅ ▼ᮦ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 8.46

5161 S.057 ୖᒙ ⁥▼ - ▼㘠 ◚∦ 㛗ࡉ >3.14@

5162 S.057 ୖᒙ ⁥▼ ᚤᙅ ▼ᮦ ◚∦ 㛗ࡉ >2.8@

5163 S.057 ୖᒙ ⁥▼ ᚤᙅ ▼ᮦ ◚∦ 㛗ࡉ >2.78@

5164 S.057 ୖᒙ ⁥▼ - ▼ᮦ ◚∦ 㛗ࡉ 2.65

5165 S.057 ୖᒙ 砂ᒾ - ◒▼ ◚∦ 㛗ࡉ >4.45@

5166 S.057 ୖᒙ Ᏻᒣᒾ ୰
◒▼
࠿

◚∦ 㛗ࡉ >3.53@

S43 S.020R4 ⰼᓵᒾ ☻▼ ᏶ᙧ
㛗ࡉ 㔜ࠊ10.85
㔞 659.7

51 図 320

S44 S.020 ⁥▼ ᚤᙅ ▼㗽 ୍㒊Ḟ
㛗ࡉ 㔜㔞ࠊ3.77
>14.6@

51 図 321

S65 S.020R1 Ᏻᒣᒾ ୰ ▼⮻ ◚∦ ཌࠊ8.7ࡉ㔜㔞 350 52 図 348

S66 S.020R7 Ᏻᒣᒾ ୰
▼ሪ
࠿

◚∦ ཌࠊ14.6ࡉ㔜㔞 760 52 図 349

5167 S.020 ⁥▼ ᙅ ▼㗽 ◚∦ 㛗ࡉ >2.88@

5168 S.020 ⁥▼ ᙅ ▼ᮦ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 6.11

5169 S.004 ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 6.15

5170 S.003 砂ᒾ - ◒▼ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 6.3

5171 S.018 ᨩ஘ 砂ᒾ ᚤᙅ ◒▼ ◚∦ 㛗ࡉ >4.35@

5172 S.060 ⁥▼ -
෇┙
ᙧ࠿

᏶ᙧ ᚄ 4.06�4.46

S54 S.060 す ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ5.24ࡉ㔜㔞 40.8 51 図 316

S55 S.060 す ⁥▼ ᚤᙅ ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ3.71ࡉ㔜㔞 9 51 図 317

5173 S.060 す ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 5.23

5174 S.060 す ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.38

5175 S.060 す ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.53

5176 S.060 す ⁥▼ ᙅ ▼ᮦ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 5.42

5177 S.060 す ⁥▼ ᚤᙅ ▼ᮦ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 5.42

S35
S(039 ᥀᪉࣭
໭༙

⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ9.73ࡉ㔜㔞 292 51 図 325

S36
S(039 ᥀᪉࣭
໭༙

⁥▼ ᙅ ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ4.72ࡉ㔜㔞 35.1 51 図 326
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第㸷⾲　第ϩ区㔠ᒓ㛵ಀ㑇≀ฟ土㑇ᵓ

㑇ᵓ ྲྀୖ᪥ 㔠ᒓ㛵ಀ㑇≀ ഛ⪃

S3011 190204 㕲㔥

S3073 190312 㕲ሢ

S3079 190312 㕲㔥

S.002 190201 㕲㔥

S.004 190204 㕲㔥

S.030 190212 㕲㔥

S.032 190205 㕲㔥

S.034 190206 㕲㔥

S.036 190212 㕲㔥

S.037 190212 㕲㔥

S.038　R4 190214 㕲㔥ࠊᮌ∦（㕲㔥㈏ධ）

S.038　R5 190214 㕲〇ရ 2

S.038　R6 190214 ⩚ཱྀ 53 図 355

S.038　 190214 㕲㔥ࠊ㕲〇ရ 1

S.040 190215 㕲㔥

S.040 ᨩ஘ΰ 190213 㕲㔥

S.042 190215 㕲㔥ࠊ㕲⁦ࠊ㖡㖹 2

S.046 190218 㕲㔥

S.049 190221 㕲㔥

S.052 190221 㕲㔥

S.054 190307 㕲㔥

S.056 190308 㕲㔥ࠊ㕲⁦

S.057 ୖᒙ 190308 㕲㔥ࠊ㕲⁦

S.057 ୗᒙ 190308 㕲㔥

S.059 190308 㕲㔥

S.060　す 190308
㕲㔥ࠊ㕲⁦ࠊ㕲∦ࠊ
㖡㖹

㑇ᵓ ྲྀୖ᪥ 㔠ᒓ㛵ಀ㑇≀ ഛ⪃

S.068 190312 㕲㔥

S(039 ᥀᪉ 190218 㕲㔥

S(039 ᥀᪉࣭໭༙ 190215 㕲㔥ࠊ㕲⁦

S(039 ᥀᪉࣭༡༙ 190215 㕲㔥ࠊ㕲⁦

S(039 ஭⟄ୗᒙ 㕲㔥ࠊ㖡㖹
Ọᴦ㏻ᑌ（ึ㗪
1408 ᖺ）53 図 356

S(063 190315 㕲㔥ࠊ㖡㖹 2

S(063 ࢺࣝ࣋ 1ᒙ 190312 㕲㔥

S(063 ᥀᪉ 190315 㕲㔥

S(063 ▼⤌ 190318 㕲㔥ࠊ㕲〇ရ 2

S(063 ஭ᡞᯟୗᒙ 190318 㖡㖹
⚈➢㏻ᑌ（ึ㗪
1008 ᖺ）53 図 357

S.064࣭S(063 ΰ土 190312 㕲㔥ࠊ㕲〇ရ

S(064�4 190313 㕲㔥

S;048 190218 㕲㔥

S;053 ୖ面 190301 㕲∦

S;053࣋ࣝ1࣭ࢺ 2ᒙ 190311 㕲㔥ࠊ㕲∦ࠊ㖡㖹
⇊ᑀඖᑌ（ึ㗪
1068 ᖺ）53 図 358

S;053 ࢺࣝ࣋ 3ᒙ 190312 㕲㔥ࠊ㕲∦

S;058 190308 㕲∦

S.018 ᨩ஘ 190204 㕲㔥ࠊ㕲∦

S;053　࣋ࣝୖࢺᨩ஘ 190311 㕲㔥

ᣑᙇす区᳨ฟ࣭ᨩ஘ 190312 㕲㔥ࠊ㖡㖹
Ọᴦ㏻ᑌ（ึ㗪
1408 ᖺ）53 図 359

4 区　ᶞ⑞ 190308 㕲㔥

୙明 㖡㖹
⪷Ᏽඖᑌ（ึ㗪
1101 ᖺ）53 図 360

␒ྕ 㑇ᵓ࣭ᒙ఩ ▼ᮦ ☢ᛶ ჾ✀ ṧᏑ ἲ㔞（੉ࠊJ） ഛ⪃

5178
S(039 ᥀᪉࣭
໭༙

⁥▼ ᙅ ▼㗽 ୍㒊Ḟ 㛗ࡉ 4.96

5179
S(039 ᥀᪉࣭
໭༙

⁥▼ - ▼㗽 ୍㒊Ḟ 㛗ࡉ >5.11@

S38
S(039 ᥀᪉࣭
༡༙

⁥▼ ᙅ ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ4.76ࡉ㔜㔞19.4 51 図 327

5180
S(039 ᥀᪉࣭
༡༙

⁥▼ ᙅ ▼㗽 ୍㒊Ḟ 㛗ࡉ 4.85

5181
S(039 ᥀᪉࣭
༡༙

⁥▼ ᙅ ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.78

5182
S(039 ᥀᪉࣭
༡༙

⁥▼ ᙅ ▼ᮦ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.93

S37
S(039 ஭⟄
ୗᒙ

⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ5.69ࡉ㔜㔞105.2 51 図 333

S40 S(063 ▼⤌ ⺬⣠ᒾ㉁ ୰ ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ8.62ࡉ㔜㔞 80.8 51 図 336

S41 S(063 ▼⤌ ⁥▼ ᚤᙅ ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࠊ4.46ࡉ㔜㔞 41.1 51 図 337

5183 S(063 ▼⤌ ⁥▼ ᚤᙅ ▼㗽 ୍㒊Ḟ 㛗ࡉ 5.54

5184 S(063　▼⤌ ⁥▼ ᚤᙅ
▼㗽

（▼㘠
㌿⏝）

᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.74

S62 S(063▼⤌ R1 砂ᒾ ᯈ☃ ୍㒊
㛗ࡉ 㔜ࠊ@35.5<
㔞 >19600@

52 図 352

S63 S(063▼⤌ R2 砂ᒾ ᯈ☃ ୍㒊
㛗ࡉ 㔜ࠊ@17.4<
㔞 >4750@

52 図 353

S64
S(063 ▼⤌
⿬㎸

砂ᒾ ᯈ☃ ୍㒊
㛗ࡉ 㔜ࠊ@15.8<
㔞 >4700@

52 図 354

5185
S(063 ஭ᡞ
ᯟୗᒙ

⁥▼ ᚤᙅ ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.73

S61 S(063 ஭⟄ 砂ᒾ ⅆ㍯ ◚∦
1㎶ 㔜㔞ࠊ24.5
>535@

52 図 350

S60 S(063 ஭⟄ 砂ᒾ
ᐆ⠑
༳ሪ

◚∦
㛗ࡉ 㔜ࠊ@18.6<
㔞 >1850@

52 図 351

S42
S(063 ࣋ࣝ
㸯ᒙࢺ

⺬⣠ᒾ㉁ ୰ ▼㗽 ᏶ᙧ
㛗ࡉ 㔜㔞ࠊ4.86
25.1

51 図 338

5186 S(063 ᥀᪉ ⁥▼ ᙅ ▼㗽 ୍㒊Ḟ 㛗ࡉ 4.73

5187 S(063 ᥀᪉ ⁥▼ - ▼ᮦ ᏶ᙧ 㛗ࡉ 6.48

5188 S(063 ᥀᪉ ⺬⣠ᒾ㉁ ୰
ᑠ෇
┙≧

᏶ᙧ ᚄ 1.91�1.94

␒ྕ 㑇ᵓ࣭ᒙ఩ ▼ᮦ ☢ᛶ ჾ✀ ṧᏑ ἲ㔞（੉ࠊJ） ഛ⪃

5189 S(063 ᥀᪉ ⁥▼ -
ᑠ෇
┙≧

᏶ᙧ ᚄ 1.78�2.06

5190 S(063 ᥀᪉ ⁥▼ -
ᑠ෇
┙≧

᏶ᙧ ᚄ 1.86�2.04

S39 S(064�4 砂ᒾ - ▼⌫ ᏶ᙧ
ᚄ 㔜ࠊ3.31�4.53
㔞 82.8

51 図 347

5191
S;053 ࣋ࣝ
ࢺ 1࣭2ᒙ

⁥▼ ᙅ ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.85

5192
S;053 ࣋ࣝ
ࢺ 1࣭2ᒙ

⁥▼ ᙅ ▼㗽 ୍㒊Ḟ 㛗ࡉ >5.73@

5193
S;053 ࣋ࣝ
ࢺ 3ᒙ

⁥▼ ᙅ ▼㘠 ◚∦ 㛗ࡉ >5.25@

5194 S;053 ୗ面 ⁥▼ -
୙明
ຍᕤ
ရ

◚∦ 㛗ࡉ >3.13@

5195
S;053 ࣋ࣝ
ᨩ஘ୖࢺ

⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.03

5196
᳨ฟ࣭ᨩ஘
4区

⢓ᯈᒾ ᙅ ▼ᮦ ◚∦ 2Ⅼ

5197 ᶞ⑞ 4区 砂ᒾ - ▼⌫ ᏶ᙧ ᚄ 3.04�3.46

5198
᳨ฟ࣭ ᨩ஘1࣭
2࣭5࣭6区

⁥▼ ᙅ ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 5.58

5199
᳨ฟ࣭ ᨩ஘1࣭
2࣭5࣭6区

⁥▼ ᙅ ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.91

5200
᳨ฟ࣭ ᨩ஘1࣭
2࣭5࣭6区

⁥▼ ᚤᙅ ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.44

5201
᳨ฟ࣭ᨩ஘
8࣭9区

⢓ᯈᒾ ᙅ ▼ᮦ ◚∦ 2Ⅼ

5202
᳨ฟ࣭ᨩ஘
8࣭9区

⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 7.94

5203 ᨩ஘ᣑᙇ区 ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 6.98

5204 ᨩ஘ᣑᙇ区 ⁥▼ ᚤᙅ ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 5.57

5205 ᨩ஘ᣑᙇ区 ⁥▼ ᚤᙅ ▼㗽 ୍㒊Ḟ 㛗ࡉ 5.81

5206 ᨩ஘ᣑᙇ区 ⁥▼ - ▼㗽 ᏶ᙧ 㛗ࡉ 4.22

5207
᳨ฟ࣭ᨩ஘
ᣑᙇす区

⁥▼ - ▼㗽 ୍㒊Ḟ 㛗ࡉ >2.9@

第㸶⾲（㸰）　第ϩ区ฟ土▼ჾ࣭▼〇ရ

ͤ▼ᮦࠕࡢ☢ᛶ࣒ࠖࢪ࢜ࢿࡣ☢▼にࠋࡿࡼ　ͤἲ㔞ࡢ >@ ෆࡣṧᏑἲ㔞
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ୈ５અɹࣗવՊֶ෼ੳ
第１߲　ಈ物ࠎ・֋類、໦製品थछ、छ࣮、土৕（Ֆค・植物ࢎܔ体・ܔ૶）のࣗવՊֶ分ੳ

ॴڀݚڥ؀ݹ式ձࣾג

̍．ಈ෺ࠎɾ֋ྨ
（１）ํ๏
。͏ߦੜඪຊとのରൺにΑって同ఆをݱし、形ଶ的ಛ௃͓Αͼ࡯؍でڸඍݦ体࣮؟ͼ૒ٴ؟ྉを೑ࢼ

（２）݁Ռ
のࣸਅを図版20・21܈Αͼ部Ґを第10දにࣔす。ओཁな分類͓܈ྉのৄ細と、同ఆされた分類ࢼ

にࣔす。Ҏ下に、遺構ผに同ఆ݁Ռをड़΂る。な͓、ᄡೕ類にؔしては細ยで࡯؍部Ґを欠͘΋のが
ଟい。

ᶃୈᶗ۠

ᶄୈᶘ۠

・SD162　ᄡೕ類̒఺。

・S&035（下層を含む）　̓ߝڕࠎߗ఺、ωζϛՊ３

఺、ᄡೕ類１఺。

・S&047（ງํ）　ニホンジカ１఺。

・S&158　１ߝڕࠎߗ఺、ᄡೕ類１఺。

・S&190　Πψ４఺、Πルカ類１఺。Πψのࠎは小さ

͘શてະ༥合であり、子ݘの΋のである。

・S&193（ງํを含む）　カレΠՊ１఺、ώト̓఺、

΢Ϛ１఺、クジϥ目１఺、ᄡೕ類１఺。ώトの下

程౓࠽がੜ͑ସΘる時期の΋ので̒ࣃٱはӬࠎֺ

であり、༡཭ࣃは下ֺࠎと同Ұである。

・S&195（ງํ）　ϋλՊ̑఺、λΠՊʁ̒఺、Ϛμ

Π３఺、ώϥϝ３఺、２ߝڕࠎߗ఺他 10�59H、ニ

ホンジカ１఺。

・S&196（ງํを含む）　ώト２఺、ᄡೕ類１఺。

・SK008　１ߝڕࠎߗ఺。

・SK023　ෲ足ߝ。

・SK160　スッϙン３఺、ᄡೕ類̕఺。

・SX188　ϚμΠʁ１఺、３ߝڕࠎߗ఺。

・S1059 पล１面下堆積土　ώト１఺。ώト಄֖ࠎ

はඃ೤にΑり白色をఄする。

・S1074　Πψ１఺。

・SX036　Πルカ類１఺。

・SX048　΢Ϛ１఺。

・SX143 54　Πψ１఺。

・SX148 56　΢Ϛ１఺。

・SR152（外ଆを含む）　ߝڕࠎߗ 1఺、ώト 88 ఺、

ᄡೕ類 75 ఺。ᶺ 20 のώトの第Ұେӓࣃは੒人し

ているώトのࣃであり、·た、ᶺ 21 のώトの಄֖

られなݟ付ண面のԜತが΄とΜͲےද面のࠎはࠎ

い͜とからঁੑのࠎである。な͓、ώトの಄֖ࠎ

ยは細ยでありܭ਺が高͘なっているが、࠷௿ݸ

体਺がෳ਺体とはݶらない。

・SX163　Πψが１఺。

・SX178　ෲ足１ߝ఺。

・SX180　ニホンジカ１఺。

・SX188（３区੢ϕルトを含む）　ි足̔ߝ体、Ϛμ

Π２఺、ᄡೕ類ഁย。ϚμΠはカブトϫϦにΑっ

て切அされたղ体痕が࡯؍された。

・１面下４区　΢Ϛ１఺。

・２面ݕ出ਗ਼૟　ි足１ߝ఺、΢Ϛ /΢シ１఺。

・Ⅱ下層（４区、56 ೆ）　ϑωガΠՊʁ１఺、Ϛμ

Π１఺、΢Ϛ１఺、ᄡೕ類１఺。

・S&039（井筒下層、井筒内下層土、ງํ๺半を含む）

ෲ足１ߝ఺、ි 足ߝ細ย、ΞジՊ１఺、ϑάՊ１఺、

ߝڕࠎߗ 23 ఺、カΤル類２఺、ᄡೕ類１఺。

・S&064（1ŋ2、3）　λίϊϚクϥ目２఺。

・SK002　ώト１఺。

・SK020　ニホンジカʁ１఺、ᄡೕ類１఺。
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࡯ߟ（３）
ശ࡚遺跡92࣍ൃ掘ௐࠪで出土したಈ物遺ଘ体は、ר֋͓Αͼೋຕ֋の֋類、λίϊϚクϥ目、ڕ類、

ௗ類、ώト΍クジϥ目͓ΑͼΠルカ類を含むᄡೕ類であった。λίϊϚクϥ目とώトをআいた֋類͓
Αͼಈ物は、いͣれ΋৯用となる΋のであり、ղ体痕が࡯؍される΋の΍、ඃ೤มԽのある΋のがݟ
られた。
らない΋の͹かりであった。ೋຕ֋はΠϘλガΩՊʁ、ϑωガΠՊʁࢸ֋はഁยがଟ͘、同ఆにר

の２छ類で、内࿷からՏ口のؠ঴΍、ைؒଳ下のట底にੜଉするւੜの֋類である。λίϊϚクϥ目
は֋類ではな͘、·た৯用で΋ないが、底Ӫ໢ړなͲでࠞ֫された΋のがফඅ஍·で࣋ちࠐ·れたと
。られる͑ߟ
αϝ類、ϚμΠ、ϋλՊなͲのւਫڕ、クジϥ目、Πルカ類なͲのւੜᄡೕ類は11छ類同ఆされた。

ϋλՊ、ϚμΠがൺֱ的ଟ͘、カブトϫϦなͲのղ体痕΍ඃ೤にΑる色ௐのมԽなͲがݟられる。Ξ
ジՊはԊ؛ද層を܈れでճ༡するڕで、ϋλՊ、ϚμΠ、クロμΠଐ、ϑάՊはԊੑ؛のؠ঴Ҭ΍砂
ట底にੜଉする。カレΠՊ、ώϥϝはԊ؛のઙいਫҬからਂւ·でのւ底にੜଉする。ү௼りなͲで
される。αϝ類は外༸にੜଉして͓り、৯用の他にൽがϠ֫ړし໢なͲでࢗ、できるが、底Ӫ໢֫ړ
スϦのૉ材として利用される。クジϥ目、Πルカ類は外༸からԊ؛なͲにੜଉし、時୅にΑっては、
৯用͚ͩでな͘࿤ࠎなͲがࠎ角器に利用される。ࢗ໢ړ、௥いࠐΈړなͲで֫ړされる。な͓、ࡏݱ
ではϚμΠなͲを֫ړするүݐ໢ړにαϝ類΍Πルカ類がࠞ֫される͜とがある。
཮ੜಈ物は、ௗ類、カΤル類、スッϙン、ϔϏ類、ώト、ωζϛՊ、Πψ、΢Ϛ、ニホンジカなͲ

10छ類が同ఆされた。໾சのΠψ΍΢ϚはࣂҭされていたՄೳੑがある。໺ੜಈ物としてはスッϙ
ン、カΤル類、ϔϏ類、ωζϛՊ、ニホンジカがいる。΢Ϛは、৐അ΍ՙ物のݗҾなͲに࢖໾され、
ҭされるが、中ۙ世ではࣂられる。Πψは͑ߟとして利用したとݯࢿऴ的にはղ体され、ൽ΍೑を࠷
৯用にされたྫ΋ある。Πψには༮い子ݘ΋含·れ、子ݘから੒ݘ·でຊ遺跡にはଘࡏした。スッϙ
ンは୶ਫੜでՏ઒の中・下ྲྀҬ΍஑、ބপなͲにੜଉする。ߐ戸時୅なͲではओに੢೔ຊで৯されて
きた。カΤル類、ϔϏ類は࣪५なڥ؀を޷Έ、スッϙンのੜଉするބপなͲにڞにੜଉする。ωζϛ
ՊはՏ઒、ބ൞΍人ཬにۙいాാ΍土खにੜଉし、人ཬۙ͘でݟられる。ニホンジカはࣗવ๛かなࢁ
໺にੜଉするಈ物であり、৯用となる。·た、ニホンジカは͘ݹから角΍ࠎがࠎ角器に利用される。
౰時の人ʑは、ۙྡにҐஔするതଟ࿷Ԋ؛のؠ঴Ҭ΍砂᛽、ׁׯΑり֋類΍ϋλՊ、ϚμΠ、クロ

μΠଐ、ϑάՊなͲのڕ類を֫ಘし、それにՃ͑໢ړでαϝ類、クジϥ目、Πルカ類なͲ΋֫ړして
いたと͑ߟられる。཮ੜಈ物には΢Ϛ、ΠψなͲの໾ச΋含·れるが、カΤル類、スッϙン、ニホン
ジカ、ωζϛՊなͲの໺ੜಈ物΋ফඅされていた。いͣれのಈ物遺ଘ体΋৯用΍ࠎ角器に利用された
のちഇغされた΋のと͑ߟられる。な͓、S&193ງํ、S&196、S1059、SR152Αりώトのࠎが同ఆ

・SK033　ᴩࣃ目１఺、ᄡೕ類 28 ఺が同ఆ。

・SK036　ௗ類 11 ఺、ώト１఺、ᄡೕ類 58 ఺。ώ

トのᡧࠎは、ࠎ質のްさ΍ے付ண面のߥさからஉ

ੑの΋のである。

・SK038（下層を含む）　ΠϘλガΩՊʁ１఺、ϋλ

Պʁ１఺、ϚμΠ２఺、ߝڕࠎߗ 29 ఺、カΤル類

１఺、ϔϏ類１఺。ߝڕࠎߗにはඃ೤にΑって白

色をఄする΋のがある。

・SK042　クロμΠଐ２఺、カレΠՊ２఺、ڕࠎߗ

ߝ 37 ఺、ᄡೕ類 25 ఺。カレΠՊ、ߝڕࠎߗはඃ

೤にΑって白色をఄする。

・SK057（上層、下層）　αϝ類̓఺。いͣれ΋ඃ೤

にΑる白色をఄする。
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2 Ϩ S3074 &DQLV  IDPLOLDULV ࢾ࢖ ኱⭣㦵 1 

3 Ϩ S.008
Osteichthyes ◳㦵㨶⥘ 㫣 1 

3ODQWV ୙明᳜≀ ୙明 28 ✺㉳࣭Ꮝࡾ࠶

4 Ϩ S.023 *DVWURSRGD ⭡㊊⥘ ◚∦ 1 

7 Ϩ S(035 土ࣝࣉࣥࢧ

Osteichthyes ◳㦵㨶⥘ ᳝㦵 ᏶ᙧࡰ࡯ 1 

Osteichthyes ◳㦵㨶⥘ ୙明 ◚∦ 3 

Osteichthyes ◳㦵㨶⥘ 㫣 3 

0XULGDH ⛉࣑ࢬࢿ ୗ㢡㦵 ᕥ ྑ 2 

0XULGDH ⛉࣑ࢬࢿ ୖ⭎㦵 ᕥ 1 

8 Ϩ S(035 ୗᒙ 0DPPDOLD ့ங㢮 㢌⵹㦵 ◚∦ 1 

18 Ϩ S;036 2GRQWRFHWL  IDP. LQGHW. 㢮࢝ࣝ࢖ ᳝㦵 ᳝య 1 

1 Ϩ S(047 ᇼ᪉ &HUYXV  QLSSRQ ࢝ࢪࣥ࣍ࢽ 㮵ゅ 1 

19 Ϩ S;048 (TXXV  FDEDOXV ࣐࢘ ṑ 㐟㞳ṑ 1 

24 Ϩ 㸯面ୗ４区 R1 (TXXV  FDEDOXV ࣐࢘ ୖ⭎㦵 ᏶ᙧࡰ࡯ ྑ 1 

25 Ϩ
S3059 ࿘㎶㸯面
ୗሁ✚土

+RPR  VDSLHQV ࢺࣄ 㢌⵹㦵 㢌㡬㦵∦ 1 ⿕⇕ⓑ色ኚ໬

33 Ϩ 㸰面᳨ฟΎᤲ %LYDOYLD ᩼㊊⥘ ◚∦ 1 

34 Ϩ 㸰面᳨ฟΎᤲ (TXXV  FDEDOXV / %RV  WDXUXV ࣐࢘ ࢩ࢘/ ṑ 㐟㞳ṑ（&） 1 

35 Ϩ ϩୗᒙ４区

$UFLGDH 㸽 㸽⛉࢖࢞ࢿࣇ ◚∦ 1 

3DJUXV PDMRU ࢖ࢲ࣐ ୖᨃ㙐㦵 ◚∦ ᕥ 1 

0DPPDOLD ့ங㢮 ⫘㦵 1 

36 Ϩ
㯮褐ᒙ（ϩୗᒙ）
T6 ༡

(TXXV  FDEDOXV ࣐࢘ ᇶ⠇㦵（ᚋ⫥） ㏆఩ ྑ 1 

20 Ϩ SR152 㢌㦵௜㏆

+RPR  VDSLHQV ࢺࣄ 㢌⵹㦵 ◚∦ 60 

+RPR  VDSLHQV ࢺࣄ ṑ 第୍኱⮻ṑ 1 ᡂே

+RPR  VDSLHQV ࢺࣄ ṑ 第஧኱⮻ṑ 1 

+RPR  VDSLHQV ࢺࣄ ṑ 25 

0DPPDOLD ့ங㢮 ୙明 ◚∦ 㸽࠿୍ྠ࡜ࢺࣄ 30

Osteichthyes ◳㦵㨶⥘ ṑ 㐟㞳ṑ 1 

21 Ϩ SR152 㢌㦵 +RPR  VDSLHQV ࢺࣄ 㢌⵹㦵 ◚∦ 1 ዪᛶ࠿

22 Ϩ SR152 㦵ձ 0DPPDOLD ့ங㢮 ୙明 ◚∦ 45 土ተ

23 Ϩ SR152 እഃ 8QNQRZQ ୙明 ୙明 1 ୙明

15 Ϩ S(196 +RPR  VDSLHQV ࢺࣄ 㢌㡬㦵 ◚∦ 2 

16 Ϩ S(196 ᇼ᪉ 0DPPDOLD ့ங㢮 ⫘㦵㸽 1 

14 Ϩ S(195 ᇼ᪉

3DJUXV PDMRU ࢖ࢲ࣐ ๓㢌㦵 ◚∦ 1 

3DJUXV PDMRU ࢖ࢲ࣐ ๓ୖ㢡㦵 ᏶ᙧࡰ࡯ ᕥ 1 

3DJUXV PDMRU ࢖ࢲ࣐ ୺㪰⵹㦵 ◚∦ ᕥ 1 

SSDULGDH 㸽 㸽⛉࢖ࢱ ᳝㦵 ᏶ᙧ 6 

SHUUDQLGDH ⛉ࢱࣁ ୺㪰⵹㦵 ᏶ᙧࡰ࡯ ᕥ 1 

SHUUDQLGDH ⛉ࢱࣁ ᪉㦵 ᏶ᙧ ᕥ 1 

SHUUDQLGDH ⛉ࢱࣁ ๓㪰⵹㦵 ◚∦ ᕥ 1 ษ᩿

SHUUDQLGDH ⛉ࢱࣁ ṑ㦵 ◚∦ ᕥ 1 

SHUUDQLGDH ⛉ࢱࣁ ṑ㦵 ◚∦ ྑ 1 ゎయ⑞

3DUDOLFKWK\V  ROLYDFHXV ࣓ࣛࣄ ᳝㦵 ᏶ᙧ 3 

Osteichthyes ◳㦵㨶⥘ ᳝㦵 ᳝య 1 

Osteichthyes ◳㦵㨶⥘ 㫣 1 

Osteichthyes ◳㦵㨶⥘ ୙明 ◚∦ 10.59J

&HUYXV  QLSSRQ ࢝ࢪࣥ࣍ࢽ ୗ㢡㦵 ୗ㢡య ᕥ 1 

11 Ϩ S(193 0DPPDOLD ့ங㢮 ⫘㦵 ◚∦ 1 ᮌ

12 Ϩ S(193 Cetacea ┠ࣛࢪࢡ ᳝㦵 ᳝య 1 

13 Ϩ S(193 ᇼ᪉

3OHXURQHFWLGDH ⛉࢖ࣞ࢝ 第㸯⾑⟶㛫Ჲ 1 

+RPR  VDSLHQV ࢺࣄ ୗ㢡㦵 1 㸴ᡯ⛬ᗘ

+RPR  VDSLHQV ࢺࣄ ṑ 㐟㞳ṑ（◚∦） 6 ୗ㢡୍ྠ࡜

(TXXV  FDEDOXV ࣐࢘ ṑ 㐟㞳ṑ（ୗ㢡 03） ྑ 1 

10 Ϩ S(190

&DQLV  IDPLOLDULV ࢾ࢖ ⫪⏥㦵 ᕥ 1 
Ꮚ≟ࠋ⫪⏥㦵ࠊᶨ㦵ࠊ
ᑻ㦵ࠊ⬯㦵୍ྠࡣಶయ

&DQLV  IDPLOLDULV ࢾ࢖ ᶨ㦵 ᕥ 1 

&DQLV  IDPLOLDULV ࢾ࢖ ᑻ㦵 ᕥ 1 

&DQLV  IDPLOLDULV ࢾ࢖ ⬯㦵 ᕥ 1 

2GRQWRFHWL  IDP. LQGHW. 㢮࢝ࣝ࢖ ṑ 㐟㞳ṑ 1 

9 Ϩ S(158
Osteichthyes ◳㦵㨶⥘ ୙明 ◚∦ 1 

0DPPDOLD ့ங㢮 ⫘㦵 1 

5 Ϩ S.160

3HORGLVFXV  VLQHQVLV ࣏ࣥࢵࢫ ⫘㦵ᯈ ◚∦ 1 

3HORGLVFXV  VLQHQVLV ࣏ࣥࢵࢫ ୰⭡㦵ᯈ ᏶ᙧࡰ࡯ 1 

3HORGLVFXV  VLQHQVLV ࣏ࣥࢵࢫ ୗ⭡㦵ᯈ ◚∦ 1 

0DPPDOLD ့ங㢮 ᅄ⫥㦵 㦵ᖿ 1 ᑠᆺ

0DPPDOLD ့ங㢮 ⫘㦵 ◚∦ 1 ኱ᆺ

0DPPDOLD ့ங㢮 ◚∦ 7 

17 Ϩ S'162 0DPPDOLD ့ங㢮 ୙明 ◚∦ 6 

28 Ϩ S'163 &DQLV  IDPLOLDULV ࢾ࢖ ୗ㢡㦵 ୗ㢡య ᕥ 1 
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26 Ϩ S;143 T4 &DQLV  IDPLOLDULV ࢾ࢖ ᳝㦵 㢕᳝ 1 

27 Ϩ S;148 T6 (TXXV  FDEDOXV ࣐࢘ ṑ 㐟㞳ṑ 1 

29 Ϩ S;178 *DVWURSRGD ⭡㊊⥘ Ẇ㍈ 1 

30 Ϩ S;180 &HUYXV  QLSSRQ ࢝ࢪࣥ࣍ࢽ ⫪⏥㦵 ᕥ 1 

6 Ϩ S;188

3DJUXV PDMRU 㸽 㸽࢖ࢲ࣐ ⯉㢡㦵 ◚∦ ྑ 1 

Osteichthyes ◳㦵㨶⥘ 㫅Ჲ ᢸ㫅㦵 1 

Osteichthyes ◳㦵㨶⥘ ୙明◚∦ 2 

31 Ϩ S;188
%LYDOYLD ᩼㊊⥘ ୙明 ◚∦ 8 

3DJUXV PDMRU ࢖ࢲ࣐ ๓㢌㦵�ୖᚋ㢌㦵 ◚∦ 2 ษ᩿（࢝ࣜ࣡ࢺࣈ）

32 Ϩ
S;188ࠊ㸱区す
ࢺࣝ࣋

0DPPDOLD ့ங㢮 ୙明 ◚∦ - ኱ᆺ့ங㢮࠿㸽

47 ϩ S.033
㦵 �1 RRGHQWLD 㱎ṑ┠ ṑ 㐟㞳ṑ 1 

0DPPDOLD ့ங㢮 ୙明 ◚∦ 27 

48 ϩ S.033 㦵 �2 0DPPDOLD ့ங㢮 ୙明 ◚∦ 1 

53 ϩ S.042

3OHXURQHFWLGDH ⛉࢖ࣞ࢝ ᳝㦵 ᏶ᙧ 2 ⿕⇕㯮色ኚ໬

Osteichthyes ◳㦵㨶⥘ ᳝㦵 ᏶ᙧࡰ࡯ 8 ⿕⇕ⓑ色ኚ໬

Osteichthyes ◳㦵㨶⥘ ୙明 ◚∦ 29 ⿕⇕ⓑ色ኚ໬ࠊⅣ

54 ϩ S.042

$FDQWKRSDJUXV ᒓ࢖ࢲࣟࢡ ๓ୖ㢡㦵 ◚∦ ᕥ 1 土ჾ

$FDQWKRSDJUXV ᒓ࢖ࢲࣟࢡ ṑ㦵 ◚∦ ᕥ 1 

0DPPDOLD ့ங㢮 ୙明 ◚∦ 25 

51 ϩ S.038 2VWUHLGDH 㸽 㸽⛉࢟࢞ࢱ࣎࢖ ◚∦ 3 

52 ϩ S.038 ୗᒙ

3DJUXV PDMRU ࢖ࢲ࣐ ๓ୖ㢡㦵 ᏶ᙧࡰ࡯ ྑ 1 㫣

3DJUXV PDMRU ࢖ࢲ࣐ ๪⼖ᙧ㦵 ◚∦ 1 

SHUUDQLGDH 㸽 㸽⛉ࢱࣁ ᳝㦵 ᏶ᙧ 1 

Osteichthyes ◳㦵㨶⥘ ๪⼖ᙧ㦵 ᏶ᙧࡰ࡯ 1 

Osteichthyes ◳㦵㨶⥘ ᑿ㒊Წ≧㦵 ◚∦ 1 

Osteichthyes ◳㦵㨶⥘ ᳝㦵 ᏶ᙧࡰ࡯ 4 ෆ 2Ⅼ⿕⇕ⓑ色ኚ໬

Osteichthyes ◳㦵㨶⥘ ୙明 ◚∦ 12 

Osteichthyes ◳㦵㨶⥘ 㫣 11 

&ROXEULGDH  JHQ.HW VS.LQGHW. 㢮ࣅ࣊ ᳝㦵 ᏶ᙧ 1 

SDOLHQWLD  IDP. LQGHW. ࢚࢝ࣝ㢮 ᐶ㦵 ᏶ᙧࡰ࡯ ྑ 1 

49 ϩ S.036 R1 +RPR  VDSLHQV ࢺࣄ ⬯㦵 ྑ 1 ⏨ᛶ࠿

50 ϩ S.036
0DPPDOLD ့ங㢮 ୙明 ◚∦ 58 

$YHV 㫽㢮 ୙明 ◚∦ 11 

55 ϩ S.057 ୖᒙ SHODFKLL 㢮࣓ࢧ ᳝㦵 ᏶ᙧࡰ࡯ 6 ⿕⇕ⓑ色ኚ໬

56 ϩ S.057 ୗᒙ SHODFKLL 㢮࣓ࢧ ᳝㦵 ᏶ᙧ 1 ⿕⇕ⓑ色ኚ໬

45 ϩ S.020 R1 0DPPDOLD ့ங㢮 ゅ㸽 1 

46 ϩ S.020 R6 &HUYXV  QLSSRQ 㸽 㸽࢝ࢪࣥ࣍ࢽ 㮵ゅ 1 

44 ϩ S.002 +RPR  VDSLHQV ࢺࣄ ⬯㦵 㦵య ྑ 1 

37 ϩ S(039

SDOLHQWLD  IDP. LQGHW. ࢚࢝ࣝ㢮 ᶨᑻ㦵 ᏶ᙧࡰ࡯ ᕥ 1 

SDOLHQWLD  IDP. LQGHW. ࢚࢝ࣝ㢮 ኱⭣㦵 ᏶ᙧࡰ࡯
ᕥ
㸽

1 

38 ϩ
S(039 ஭⟄ෆୗ
ᒙ土

&DUDQJLGDH ⛉ࢪ࢔ 㫣 ⛸㫣 1 

Osteichthyes ◳㦵㨶⥘ ୙明 ◚∦ 11 

Osteichthyes ◳㦵㨶⥘ 㫣 12 

39 ϩ S(039 ஭⟄ୗᒙ
*DVWURSRGD ⭡㊊⥘ Ẇ㍈ 1 

%LYDOYLD ᩼㊊⥘ ⣽∦ -

40 ϩ S(039 ஭⟄ୗᒙ THWUDRGRQWLGDH ⛉ࢢࣇ ṑ㦵 ᏶ᙧࡰ࡯ ᕥ 1 

41 ϩ S(039 ᇼ᪉໭༙ 0DPPDOLD ့ங㢮 ᅄ⫥㦵 1 

42 ϩ S(064�1㺃2 &O\SHDVWHURLGD ┠ࣛࢡ࣐ࣀࢥࢱ ◚∦ 1 

43 ϩ S(064�3 &O\SHDVWHURLGD ┠ࣛࢡ࣐ࣀࢥࢱ ◚∦ 1 

された。S&193ງํでは̒࠽程౓の子ڙの下ֺࠎであり、SR152ではݕ出されたࠎを１ݸ体と͑ߟる
なら͹੒人したঁੑの಄֖ࠎである。S1059のώト಄֖ࠎはඃ೤にΑる白色มԽがݟられ、Ր૴され
た人ࠎのՄೳੑがあり、SR152Αり出土した人ࠎは埋૴された人ࠎのՄೳੑがある。しかし、井戸跡
ではಈ物ࠎが౤غされる͜とがେ半であり、·たS&193ງํでは他のಈ物ࠎとڞに出土しているた
Ί、S&163ງํ͓ΑͼS&196Αり出土した人ࠎは、井戸΍井戸ງํを埋Ίるときにڞに౤غされた
Մೳੑがある。
ʲߟࢀจݙʳ
安部Ӭ（1994）೔ຊのᄡೕ類 
 ౦ւେֶ出版ձ 
195Q�
দ井ষ（1988）中世のϚμΠړ ૲戸ઍݢɽ第 182 号૲戸ઍݢொ遺跡ௐࠪڀݚॴɼQ�6-7ɽ
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̎．໦੡඼थछ
（１）ํ๏
した上で、ం౛を用いて໦口（ԣஅ面）・柾目（์ࣹஅ面）・൘目（઀ઢஅ面）࡯؍ྉの໦औりをࢼ

の3அ面のెख切ยを௚઀࠾औする。切ยをガϜ・クロϥʔル（๊ਫクロϥʔルɼΞϥϏΞΰϜค຤ɼ
άϦηϦンɼৠཹਫのࠞ合ӷ）で෧ೖしてϓレύϥʔトとする。ϓレύϥʔトは、ੜ物ݦඍڸで໦材
૊৫のछ類΍഑ྻを࡯؍し、そのಛ௃をݱੜඪຊ͓Αͼಠཱߦ੓๏人৿ྛ૯合ڀݚॴの೔ຊ࢈໦材ࣝ
ผσʔλϕʔスとൺֱしてछ類（分類܈）を同ఆする。な͓、໦材૊৫の໊শ΍ಛ௃は、ౡ஍・ҏ౦
（1982）、8IFFMFS他（1998）、RJcIUFS他（2006）をߟࢀにする。
（２）݁Ռ
थछ同ఆ݁Ռを第11දにࣔす。井戸の部材と໦

製品は、਑༿थのスギと޿༿थのΠスϊΩに同ఆ
された。֤分類܈のղ๤ֶ的ಛ௃౳をهす。
・スギ $SZQUPNFSJa KaQPOJca（-� G�）D� DPO　ώ

ϊΩՊスギଐ
細ࢷ૊৫はԾಓ؅をओཁૉとし、他にथ޲ํ࣠

๔が認Ίられる。Ծಓ؅のૣ材部から൩材部΁の
Ҡߦは΍΍ٸで、൩材部の෯はൺֱ的޿い。थࢷ
細๔は΄΅൩材部に認Ίられる。์ࣹ૊৫はॊ細
๔のΈで構੒される。分໺น޸はスギܕで、1分໺
に2～4ݸ。์ࣹ૊৫は୯ྻ、1～10細๔高。
・ΠスϊΩ　DJTUZMJVN SacFNPTVN SJFC� FU ;Vcc�　ϚンαクՊΠスϊΩଐ
小径のಓ؅が೥輪քҰ༷に΄΅୯ಠでࡏࢄする޸ࢄ材。ಓ؅の分෍ີ౓はൺֱ的高い。ಓ؅のઠ޸

൘は֊ஈઠ޸൘となる。์ࣹ૊৫はҟੑ、1～3細๔෯、1～20細๔高。ॊ૊৫は、ಠཱଳ状·たは
短઀ઢ状で、์ࣹํ޲に΄΅౳ִؒに഑ྻする。
࡯ߟ（３）
थछ同ఆを࣮ࢪした໦製品౳は、ҏ౦・（2012）ాࢁの໦器分類をߟࢀにすると、෰০۩（۳）、

に分͚られる。͜れらの໦製品౳は、۳が（໦ย޻Ճ）ઃ材・器۩材（井戸枠൘・໦枠）、その他ࢪ
ΠスϊΩで、他はશてスギに同ఆされた。֤थछの材質౳についてΈると、਑༿थのスギは、໦ཧが
通௚でׂ྾ੑと଱ਫੑがൺֱ的高い。ΠスϊΩは、ॏߗ・៛ີでڧ౓が高い。
器छผにΈると、ࢼྉのେ半を઎Ίる井戸枠൘は、12جの井戸から出土している。井戸の時期は、

S&063が16世紀୅、その他の11جは13ŋ14世紀とされる。൘材は、そのશてが൘目൘であり、थछ
΋શてスギとなる。͜の݁Ռから、時期にؔΘらͣスギがଟ用された͜とがਪఆされる。·た、൘目
൘は、೥輪が൘の޿い面にରして平ߦに層状にೖる。細๔นがް͘、細๔ີ౓が高い൩材部が層状に
ೖるたΊに、柾目൘にൺ΂て଱ਫੑが高いとい͏ಛ௃がある。井戸枠に͜͏࢖とから、Αり଱ਫੑの
高い໦औりで製࡞されたՄೳੑがある。
໦枠は、ۙ世の井戸S&047から出土した。थछは同͘͡スギが利用されるが、໦औりは柾目状を

ఄして͓り、それҎ前の井戸枠൘とは໦औりがҟなる。໦औりのҧいは、部ҐのҧいなͲがӨڹして
いるՄೳੑがある。
෱Ԭࢢ内では、下݄۾$遺跡の中世とされる井戸を構੒する井戸ଆ൘にスギ、井戸枠・൘にΞカガ

θ ㄪᰝ区 㑇ᵓ ఩⨨ ჾ✀ ᮌྲྀࡾ ᶞ✀

1 Ϩ S(035 W4 ஭ᡞᯟᯈ ᯈ┠ ࢠࢫ

2 Ϩ S(035 ᮾ༙᭱ୗᒙ ᷸ ๐ฟ ࢟ࣀࢫ࢖

3 Ϩ S(047 ᮌᯟ ᰟ┠≧ ࢠࢫ

4 Ϩ S(155 W1 ஭ᡞᯟᯈ ᯈ┠ ࢠࢫ

5 Ϩ S(158 W1 ஭ᡞᯟᯈ ᯈ┠ ࢠࢫ

6 Ϩ S(190 W1 ஭ᡞᯟᯈ ᯈ┠ ࢠࢫ

7 Ϩ S(191 W1 ஭ᡞᯟᯈ ᯈ┠ ࢠࢫ

8 Ϩ S(191 ຍᕤᮌ∦ ศ๭ゅᮦ≧ ࢠࢫ

9 Ϩ S(192 W1 ஭ᡞᯟᯈ ᯈ┠ ࢠࢫ

10 Ϩ S(193 W1 ஭ᡞᯟᯈ ᯈ┠ ࢠࢫ

11 Ϩ S(195 W1 ஭ᡞᯟᯈ ᯈ┠ ࢠࢫ

12 ϩ S(039 ஭ᡞᯟᯈ ᯈ┠ ࢠࢫ

13 ϩ S(063 W1 ஭ᡞᯟᯈ ᯈ┠ ࢠࢫ

14 ϩ S(064�1 ஭ᡞᯟᯈ ᯈ┠ ࢠࢫ

15 ϩ S(064�2 ஭ᡞᯟᯈ ᯈ┠ ࢠࢫ

16 ϩ S(064�3 ஭ᡞᯟᯈ ᯈ┠ ࢠࢫ

17 ϩ S(064�4 ஭ᡞᯟᯈ ᯈ┠ ࢠࢫ
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シѥଐ、ΞϫブΩଐ、スギ、Ϟϛଐ、井戸枠・ߌにΩブシ、シΩϛ、スμジΠ、πブϥジΠ、井戸枠・
2005
ڮଜ・高ࡾ）にϞϛଐが確認されている（物ۂ）物にώϊΩ、井筒ۂ）。スギの利用は、طଘ
のௐࠪྫと΋੔合的とい͑る。
۳は、いΘΏるԣ۳である。背が΍΍ࢁなりにؙΈをଳͼる形状であり、背が໦口、ڳが൘目とな

る໦औりで࡟出されている。ΠスϊΩはॏߗ・៛ີでՃ޻がࠔ೉であるが、៛ີであるたΊに細かな
Ճ޻にはదして͓り、利用の背景に͑ߟられる。
ҏ౦・（2012）ాࢁのσʔλϕʔスにΑれ͹、෱Ԭݝ内ではּޚ઒ೆ৚๥遺跡のח૔時୅とされ

るԣ۲がΠスϊΩに同ఆされている。·た、同時期のࢿྉでは、શࠃ的にΠスϊΩの利用がଟ͘を઎
Ίて͓り、中世のԣ۳ではΠスϊΩがओ体であった͜とがਪఆされる。
Ճ޻໦ยは、分ׂ角材状をఄする部材である。スギが利用される͜とから、Ճੑ޻の高い໦材のબ

୒・利用がਪఆされる。
ʲߟࢀจݙʳ
ྛ　তࡾ
1991
೔ຊ࢈໦材　ݦඍࣸڸਅूژ�౎େֶ໦質Պֶڀݚॴ�
ҏ౦ོ෉
1995
೔ຊ޿࢈༿थ材のղ๤ֶ的ࡌهⅠ�໦材ࢿ・ڀݚྉ
31
81-181
ॴڀݚ౎େֶ໦質Պֶژ�
ҏ౦ོ෉
1996
೔ຊ޿࢈༿थ材のղ๤ֶ的ࡌهⅡ�໦材ࢿ・ڀݚྉ
32
�ॴ�66-176ڀݚ౎େֶ໦質Պֶژ
ҏ౦ོ෉
1997
೔ຊ޿࢈༿थ材のղ๤ֶ的ࡌهⅢ�໦材ࢿ・ڀݚྉ
33
83-201
ॴڀݚ౎େֶ໦質Պֶژ�
ҏ౦ོ෉
1998
೔ຊ޿࢈༿थ材のղ๤ֶ的ࡌهᶚ�໦材ࢿ・ڀݚྉ
34
30-166
ॴڀݚ౎େֶ໦質Պֶژ�
ҏ౦ོ෉
1999
೔ຊ޿࢈༿थ材のղ๤ֶ的ࡌهᶛ�໦材ࢿ・ڀݚྉ
35
47-216
ॴڀݚ౎େֶ໦質Պֶژ�
ҏ౦ོ෉・ాࢁণٱ（ฤ）
2012
໦のֶݹߟ　出土໦製品用材σʔλϕʔス�ւ青ࣾ
444Q�
2005
ರ　ڮଜণ࢙・高ࡾ
第6࣍ௐࠪ出土材のथछからΈた໦材利用�「下݄۾$遺跡7　ʵ෱Ԭۭߓ
पล੔උࣄ޻に൐͏下݄۾$遺跡第6࣍ൃ掘ௐࠪใࠂʵ　ຊจฤ」
෱Ԭࢢ埋ଂจԽൃࡒ掘ௐࠪใࠂ
ॻ第839ू
෱Ԭڭࢢҭҕһձ
221-230�
RJcIUFS )�(�
(SPTTFS D�
)FJO[ *� aOE (aTTPO 1�&�（ฤ）
2006
਑༿थ材のࣝผ　*"8"にΑるޫֶݦ
ඍڸ的ಛ௃Ϧスト�ҏ౦ོ෉・౻井ஐ೭・ࠤ໺༤ࡾ・安部　ٱ・内ւହ߂（೔ຊޠ版؂म）
ւ青
ࣾ
70Q�ʦRJcIUFS )�(�
(SPTTFS D�
)FJO[ *� aOE (aTTPO 1�&�（2004）*"8" -JTU PG .JcSPTcPQJc
FFaUVSFT GPS SPGUXPPE *EFOUJpcaUJPOʧ�
ౡ஍　ݠ・ҏ౦ོ෉
1982
図આ໦材૊৫�஍ࣾٿ
176Q�
8IFFMFS &�"�
#aTT 1� aOE (aTTPO 1�&�（ฤ）
1998
的ಛ௃ڸඍݦ༿थ材のࣝผ　*"8"にΑるޫֶ޿
Ϧスト�ҏ౦ོ෉・౻井ஐ೭・ࠤഢ　ߒ（೔ຊޠ版؂म）
ւ青ࣾ
122Q�ʦ8IFFMFS &�"�
#aTT 1� aOE
(aTTPO 1�&�（1989）*"8" -JTU PG .JcSPTcPQJc FFaUVSFT GPS )aSEXPPE *EFOUJpcaUJPOʧ�
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̏．छ࣮
（１）ํ๏
ߦੜඪຊとのରൺにΑって同ఆをݱし、形ଶ的ಛ௃͓Αͼ࡯؍でڸඍݦ体࣮؟ͼ૒ٴ؟ྉを೑ࢼ

͏。݁Ռは同ఆレϕルにΑってՊ、ଐ、छの֊ڃでࣔす。
（２）݁Ռ
ʓ分類܈
૲ຊ４分類܈が同ఆされた。݁Ռを第12දにࣔし、同ఆされた分類܈のࣸਅを図版22にࣔす。Ҏ

下に同ఆࠜڌとなる形ଶ的ಛ௃をࡌهする。

ʤ૲ຊʥ
Πω　0SZ[a��TaUJWa��-�　 ୸ԽՌ࣮　ΠωՊ
　୸ԽしているたΊࠇ色である。௕ପ円形をఄし、ᡢの部分が͘΅む。ද面には਺ຊのےが૸る。
ΦΦϜギ��)PSEFVN��WVMHaSF��-�　୸ԽՌ࣮��ΠωՊ
　୸ԽしているたΊࠇ色で、ପ円形をఄす。ෲ部の端にはᡢがある。背面にはॎにҰຊのߔがある。
ଆ面の形はۂ཰がେき͘、ᡢとᡢೕとの઀する輪ֲઢはࢁ形である。
ίϜギ　5SJUJcVN��aFTUJWVN���-　୸ԽՌ࣮　ΠωՊ
　୸ԽしているたΊࠇ色で、ପ円形をఄする。ෲ部の端にはᡢがある。背面にはॎにҰຊのߔがあ
る。ൺֱ的࢛角い形をఄし、短い。��
Ϝギ類（ΦΦϜギ-ίϜギ）)PSEFVN-5SJUJcVN　୸ԽՌ࣮　ΠωՊ
　ΦΦϜギ΋し͘はίϜギとࢥΘれるが、ൃ๐して͓りᡢが確認できないたΊϜギ類とした。

ʓछ࣮ू܈のಛ௃
૲ຊछ࣮のΠωՌ࣮３఺、ΦΦϜギՌ࣮65఺、ίϜギՌ࣮17఺、Ϝギ類Ռ࣮151఺が同ఆされ、

その他に୸Խ材細ย（�）、石（�）、஬ᚅ１఺が確認された。
࡯ߟ（３）
૲ຊछ࣮のΠω、ΦΦϜギ、ίϜギ、Ϝギ類は৯用になる࠿ഓ植物で、す΂て୸Խしている。いͣ

れ΋ओཁとなる೶࡞物のࠄ類であり、प囲·たは時期的にਫా΍ാが੝ߦしていたとਪఆされる。छ
࣮の૊੒から、ΦΦϜギ΍ίϜギなͲのࠄ類を࡞物とするാ࡞がओཁにߦΘれていたと͑ߟられる。
ʲߟࢀจݙʳ
ಊɼ494Qɽݡ૲図આɼཆࡶ安෉（1985）೔ຊݪּ
出版ɼQ�131r139ɽֳࢁɼ༤ۀੜר第２ڀݚ૲छ類ɽ໻ੜจԽのࡶ物͓Αͼాാ࡞安෉（1988）ݪּ
ೆ໦ກ඙（1991）࠿ഓ植物ɽݹ෿時୅のڀݚ第４רੜ࢈とྲྀ通̞ɼ༤ֳࢁ出版ɼQ�165r174ɽ
ೆ໦ກ඙（1993）༿・Ռ࣮・छ子ɽ೔ຊ第࢛紀ֶձฤɼ第࢛紀ࢼྉ分ੳ๏ɼ౦ژେֶ出版ձɼQ�276r
283ɽ
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θ ㄪᰝ区 㑇ᵓ
ศ㢮⩌ 㒊఩ ಶᩘ

  Ꮫྡ ࿴ྡ

1 ϩ S.042

  2U\]D  VDWLYD  /. ࢿ࢖ ᯝᐇ 3

  +RUGHXP  YXOJDUH  /. ࢠ࣒࢜࢜ ᯝᐇ 65

  TULWLFXP  DHVWLYXP  /. ࢠ࣒ࢥ ᯝᐇ 17

  +RUGHXP�TULWLFXP 㢮ࢠ࣒ ᯝᐇ（◚∦） 151

ഛ⪃

Ⅳ໬ᮦ ⣽∦ （�）

▼ （�）

⹸⒗ 1
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̐．౔৕ʢՖค෼ੳɾ২෺ࢎܔମ෼ੳɾܔ૶෼ੳʣ
ʓՖค分ੳ
（１）ํ๏
Ֆคの分཭ந出は、中ଜ（1967）のํ๏を΋とに、Ҏ下のखॱでߦった。
ྔ࠾ྉから１㎝3をࢼ（１
２）0�5ˋϦンࡾࢎφトϦ΢Ϝ（12ਫ）༹ӷをՃ͑15分ؒ౬ઝ
３）ਫચॲཧの後、0�25NNのᝲで᛽なͲのେきなཻ子をऔりআき、௜ఽ๏で砂ཻをআڈ
４）25ˋϑッԽਫૉ༹ࢎӷをՃ͑て30分์ஔ
̑）ਫચॲཧの後、ණਣࢎにΑって୤ਫし、ΞηトϦシスॲཧ（ແਫਣ̕ࢎ：ೱེ１ࢎのΤルυϚ
ンࢯӷをՃ͑１分ؒ౬ઝ）

をՃ͑てਫચॲཧࢎͼණਣ࠶（̒
̓）௜ᕓにνʔル石୸ࢎϑクシンછ色ӷをՃ͑てછ色し、άϦηϦンθϦʔで෧ೖしてϓレύϥʔ
ト࡞製

った。Ֆคの分類は、同ఆレϕルにΑって、Պ、ѥߦにΑって300～1000ഒでڸඍݦは、ੜ物ڸݕ
Պ、ଐ、ѥଐ、અ͓Αͼछの֊ڃで分類し、ෳ਺の分類܈に·たがる΋のはϋΠϑン（ʵ）で݁Μで
ࣔした。同ఆ分類にはॴ༗のݱੜՖคඪຊ、ౡ૔（1973）、中ଜ（1980）をࢀরしてߦった。Πω
ଐについては、中ଜ（1974ɼ1977）をߟࢀにして、ݱੜඪຊのද面໛༷・େきさ・޸・ද層அ面の
ಛ௃とରൺして同ఆしているが、ݸ体มԽ΍類ࣅछ΋ある͜とからΠωଐܕとする。な͓、Ֆค分類
ではथ໦Ֆค（"1）͓Αͼඇथ໦Ֆค（/"1）となるがඇथ໦Ֆค（/"1）は૲ຊՖคとしてࣔした。
（２）݁Ռ
である。Ֆค分ੳ܈分類̓ܭは、थ໦Ֆค２、૲ຊՖค４、シμ植物๔子１形ଶの܈出した分類࢈

の݁Ռを第13දにࣔし、ओな分類܈のݦඍࣸڸਅを図版22にࣔした。同時に、دੜ஬ཛについて΋
。するࡌهを܈出した分類࢈が確認された。Ҏ下に܈した݁Ռ、１分類࡯؍
ʤथ໦Ֆคʥ　スギ、ίφϥଐίφϥѥଐ
ʤ૲ຊՖคʥ　ΠωՊ、ΞブϥφՊ、λンϙϙѥՊ、ϤϞギଐ
ʤシμ植物๔子ʥ　୯৚ߔ๔子
ʤدੜ஬ཛʥ　ճ஬ཛ
࣍に、֤ௐࠪ区に͓͚るՖคԽ石ू܈のಛ௃をड़΂る。
１）第Ⅰ区：S&190࠷下層、੢น土層αンϓル１、αンϓル２
　いͣれのࢼྉ΋ີ౓がۃΊて௿͘、S&190࠷下層でスギがΘͣかにݕ出されたのΈであった。
２）第Ⅱ区：SK038下層、SK040下層
　いͣれのࢼྉ΋ີ౓がۃΊて௿い。SK038下層でΠωՊ、λンϙϙѥՊ、ΞブϥφՊ、ϤϞギ
ଐがΘͣかにݕ出され、SK040下層でίφϥଐίφϥѥଐ、ΠωՊがΘͣかにݕ出された。·た、
SK038下層からճ஬ཛがΘͣかにݕ出された。

࡯ߟ（３）
　１）第Ⅰ区
S&190࠷下層は、Ֆคີ౓がۃΊて௿い͜とから、堆積଎౓が଎͘Ֆคがू積できなかったか౫ଡ

されたと͑ߟられる。分ղ質の遺体ยがଟ͘、प囲からのམちࠐΈがஶしかったとΈられる。
੢น土層では、いͣれのࢼྉと΋Ֆคがݕ出されない͜とから、堆積଎౓が଎かったか౫ଡされた
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ศ㢮⩌ Ϩ区 S(190 Ϩ区す壁 ϩ区 S.038 ϩ区 S.040

  Ꮫྡ   ࿴ྡ ᭱ୗᒙ ࣝࣉࣥࢧ 1 ࣝࣉࣥࢧ 2 ୗᒙ ୗᒙ

$UERUHDO  SROOHQ ᶞᮌⰼ⢊

  &U\SWRPHULD  MDSRQLFD ࢠࢫ   1

  4XHUFXV  VXEJHQ. /HSLGREDODQXV ளᒓࣛࢼࢥᒓࣛࢼࢥ   1

1RQDUERUHDO  SROOHQ ⲡᮏⰼ⢊

  *UDPLQHDH ⛉ࢿ࢖   3 1

  &UXFLIHUDH ⛉ࢼࣛࣈ࢔   1

  /DFWXFRLGHDH ⛉ள࣏࣏ࣥࢱ   3

  $UWHPLVLD ᒓࢠࣔࣚ   1

)HUQ  VSRUH Ꮚ⬊≀᳜ࢲࢩ

  0RQRODWH  W\SH  VSRUH   ༢᮲⁁⬊Ꮚ 3

  $UERUHDO  SROOHQ   ᶞᮌⰼ⢊ 1 0 0 0 1

  1RQDUERUHDO  SROOHQ   ⲡᮏⰼ⢊ 0 0 0 8 1

TRWDO  SROOHQ ⰼ⢊⥲ᩘ 1 0 0 8 2

3ROOHQ  IUHTXHQFLHV  RI  1 ੉ 3 ヨᩱ 1੉ 3 ୰ࡢⰼ⢊ᐦᗘ 0.6 0.6 0.1 

× 102 × 102 × 102

  8QNQRZQ  SROOHQ   ᮍྠᐃⰼ⢊ 0 0 0 0 0

)HUQ  VSRUH Ꮚ⬊≀᳜ࢲࢩ 0 0 0 3 0

3DUDVLWH  HJJV ᐤ⏕⹸༸

  $VFDULV（OXPEULFRLGHV）   ᅇ⹸༸ 5

TRWDO ィ 0 0 0 5 0

3DUDVLWH  HJJV  IUHTXHQFLHV  RI  1 ੉ 3 ヨᩱ 1੉ 3 ୰ࡢᐤ⏕⹸༸ᐦᗘ 3.5 

× 10

SWRQH  FHOO ▼⣽⬊ （�） （�） （�） （�） （�）

'LJHVWLRQ  ULPHLQV 明࡞࠿ࡽᾘ໬ṧ´ （�） （�） （�） （�） （�）

&KDUFRDO ࣭ ZRRGV IUDJPHQWV ᚤ⣽Ⅳ໬≀࣭ᚤ⣽ᮌ∦ （��） （�） （�） （�） （�）

ᚤ⣽᳜≀㑇య（&KDUFRDO ࣭ ZRRGV IUDJPHQWV）

　　ᮍศゎ㑇య∦ 0.4

　　ศゎ㉁㑇య∦ 384.0 16.3 8.1 37.6 20.5

　　Ⅳ໬㑇య∦（ᚤ⢏Ⅳ） 13.4 0.3 2.3

と͑ߟられる。
２）第Ⅱ区
SK038下層は、Ֆคີ౓がۃΊて௿い͜とから、堆積଎౓が଎͘Ֆคがू積できなかったか౫ଡさ

れたと͑ߟられる。な͓、ΠωՊ、λンϙϙѥՊなͲの૲ຊがΘͣかに࢈出して͓り、पลにൺֱ的
。ੜ஬のճ஬ཛがগྔ認Ίられたد。が分෍していたとਪఆされるڥ૩したཅ౰たりのྑい։͚た؀ס
。ҬがあったとΈなされる׆Ҭないしੜॅډとなるݯが૝ఆされ、प囲に༝དྷڹԚછのӨ׆状からੜ࢈
SK040下層は、Ֆคີ౓がۃΊて௿͘、堆積଎౓が଎͘Ֆคがू積できなかったか౫ଡされたと

出されている。͜れらは෩ഔՖ植物である͜ݕられる。ίφϥଐίφϥѥଐ、ΠωՊがΘͣかに͑ߟ
とから、पลの植ੜを൓өした΋のとࢥΘれる。

ʓ植物ࢎܔ体分ੳ
（１）ํ๏
植物ࢎܔ体のந出とఆྔは、ガϥスϏʔζ๏（౻ݪɼ1976）を用いて、࣍のखॱでߦった。
（סઈ）૩סྉを105ˆで24時ؒࢼ（１
ྉ໿１Hにରし௚径໿40ЖNのガϥスϏʔζを໿0�02HఴՃ（0�1NHのਫ਼౓でടྔ）ࢼ（２
物ॲཧػ࿍փԽ๏（550ˆ・6時ؒ）にΑり୤༗ؾి（３
４）௒Ի೾ਫ中রࣹ（3008・42K)[・10分ؒ）にΑり土৕を分ࢄ
̑）௜底๏にΑり20ЖNҎ下のඍཻ子をআڈ
੒࡞してϓレύϥʔトࢄ中に分（ΦΠΩット）ࡎ૩後、෧ೖס（̒

: : ： 
--------------------------------------------------------------•--------------------------------------,----------------1----------------i —---------------i―---------------1---------------

： ： ： ： 

： ： ： ： 
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ࢎܔಈ細๔に༝དྷする植物ػ同ఆは、͓΋にΠωՊ植物の。͏ߦ下でڸඍݦは、400ഒのภޫڸݕ
体をର৅とする。ܭ਺は、ガϥスϏʔζݸ਺が500Ҏ上になる·で͏ߦ。͜れは΄΅ϓレύϥʔト１
ຕ分のਫ਼ࠪに૬౰する。ࢼྉ1̶中の植物ࢎܔ体ݸ਺は、ࢼྉ１HあたりのガϥスϏʔζݸ਺に、ܭ
਺された植物ࢎܔ体とガϥスϏʔζݸ਺のൺ཰を৐͡てࢉ出する。·た、͓΋な分類܈については͜
の஋にࢼྉのԾൺॏ（1�0とԾఆ）と֤植物の܎ࢉ׵਺（ػಈ細๔ࢎܔ体１ݸあたりの植物体סॏ）
を৐͡て、୯Ґ面積で層ް１㎝あたりの植物体ੜྔ࢈をࢉ出する。͜れにΑり、֤植物のൟໜ状گ΍
植物ؒの઎༗ׂ合なͲを۩体的にとら͑る͜とができる（ਿࢁɼ2000）。
（２）݁Ռ
い、そのߦについてఆྔを܈はҎ下のと͓りである。͜れらの分類܈体の分類ࢎܔ出された植物ݕ

݁Ռを第14ද͓Αͼ第52図にࣔした。ओཁな分類܈のݦඍࣸڸਅを図版23にࣔす。
ʤΠωՊʥ　Πω、ΩϏ଒ܕ、Ϥシଐ、ススΩଐܕ（͓΋にススΩଐ）、΢シクα଒ܕ（νガϠଐなͲ）、
シόଐܕ
ʤΠωՊʵλέѥՊʥ　ωβαઅܕ（͓΋にϝμέଐωβαઅ）、ϝμέઅܕ（ϝμέଐϝμέઅ・Ϡ
μέଐなͲ）、ϛϠίβαઅܕ（ααଐϛϠίβαઅなͲ）、その他ະ分類౳
ʤΠωՊʵその他ʥ　ະ分類౳
ʤ໦ຊݯىʥ　クスϊΩՊ、ΠスϊΩଐ
ʤその他ʥ　ւ໖ࠎ਑
࣍に、֤ௐࠪ区に͓͚る植物ࢎܔ体の࢈出状گをड़΂る。
１）第Ⅰ区 S&190࠷下層、੢น土層αンϓル１、αンϓル２
S&190࠷下層は、植物ࢎܔ体の࢈出ྔがগない。Πω、ΩϏ଒ܕ、ススΩଐܕ、΢シクα଒ܕの૲

ຊと、クスϊΩՊ、ΠスϊΩଐの໦ຊがগྔݕ出されたが、༏઎छは認Ίられない。植物ࢎܔ体Ҏ外
にւ໖ࠎ਑がগྔݕ出された。
੢น土層αンϓル１とαンϓル２は、いͣれ΋Πωが高ີ౓でݕ出され༏઎する。࣍いでススΩଐ

出さݕ໦ຊのΠスϊΩଐがそれͧれগྔ、ܕとϝμέઅܕλέѥՊのωβαઅ、ܕがଟ͘、ΩϏ଒ܕ
れた。他には、αンϓル１ではシόଐܕと໦ຊのクスϊΩՊが、αンϓル２では΢シクα଒ܕとλέ
ѥՊのϛϠίβαઅܕがগྔ認Ίられた。྆ 。出されたݕ਑がগྔࠎ体の他にւ໖ࢎܔྉからは植物ࢼ
２）第Ⅱ区 SK038下層、SK040下層
それͧれΠωが高ີ౓でݕ出され༏઎する。࣍いでススΩଐܕがଟ͘、ΩϏ଒ܕ、Ϥシଐ、΢シク

α଒ܕ、λέѥՊのωβαઅܕとϝμέઅܕ、໦ຊのクスϊΩՊとΠスϊΩଐが௿ີ౓でݕ出された。
他にSK038下層ではシόଐܕ、SK040下層ではλέѥՊのϛϠίβαがগྔ認Ίられた。植物ࢎܔ
体の他にւ໖ࠎ਑がগྔݕ出された。
࡯ߟ（３）
１）第Ⅰ区
S&190࠷下層では、植物ࢎܔ体の࢈出ྔがগな͘、༏઎छ΋認Ίられない。ཅ౰たりがѱ͘ΠωՊ

૲ຊ植物のੜҭできないڥ؀であったか、堆積଎౓が଎かった͜とが͑ߟられる。͜͜でݕ出された
植物ࢎܔ体は、पลからࠞೖした΋のと൑அされる。
੢น土層では、αンϓル１、αンϓル２と΋にΠωの植物ࢎܔ体が高いີ౓でݕ出されている。α

ンϓル１では7
४஋であるج跡の൑அ࡞Hであり、いͣれ΋Ҵ/ݸ900
H、αンϓル２では9/ݸ600
5
Hを௒過している。͜の͜とから、ௐࠪ஍΋し͘はۙ๣にਫాが分෍していたՄೳੑが高い/ݸ000
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第 14 ⾲　᳜≀⌛㓟యศᯒ⤖ᯝ

᳨ฟᐦᗘ（༢఩：� 100 ಶ /J）

ศ㢮⩌ Ꮫྡ
Ϩ区 S(190 Ϩ区す壁 ϩ区 S.038 ϩ区 S.040

᭱ୗᒙ ࣝࣉࣥࢧ 1 ࣝࣉࣥࢧ 2 ୗᒙ ୗᒙ

⛉ࢿ࢖ *UDPLQHDH

ࢿ࢖　   2U\]D VDWLYD 10 76 99 60 93

᪘ᆺࣅ࢟　   3DQLFHDH W\SH 5 5 5 5 5

ᒓࢩࣚ　   3KUDJPLWHV 5 5

ᒓᆺ࢟ࢫࢫ　   0LVFDQWKXV W\SH 5 31 49 38 21

᪘ᆺࢧࢡࢩ࢘　   $QGURSRJRQHDH W\SH 5 5 5 15

ᒓᆺࣂࢩ　   =R\VLD W\SH 5 5

⛉ளࢣࢱ %DPEXVRLGHDH

⠇ᆺࢧࢨࢿ　   3OHLREODVWXV VHFW. 1H]DVD 36 5 16 10

⠇ᆺࢣࢲ࣓　   3OHLREODVWXV VHFW. 1LSSRQRFD ODPXV 10 5 11 10

⠇ᆺࢧࢨࢥ࣑ࣖ　   SDVD VHFW. &UDVVLQRGL 5 5

௚ࡢࡑ　   2WKHUV 5 5 11 5 5

⛉ࢿ࢖ࡢ௚ࡢࡑ 2WKHUV

　ᮍศ㢮➼   8QNQRZQ 37 56 82 66 88

ᮌᮏ $UERUHDO

⛉࢟ࣀࢫࢡ　   /DXUDFHDH 5 5 11 5

ᒓ࢟ࣀࢫ࢖　   'LVW\OLXP 5 5 11 11 5

（ᾏ⥥㦵㔪） SSRQJH 5 5 5 5 15

᳜≀⌛㓟య⥲ᩘ TRWDO 77 234 277 238 267

᥎ᐃ⏕⏘㔞（༢఩：਻ࡢ⩌ศ㢮࡞ࡶ࠾ /੍ 㺃੉）：ヨᩱࡢ௬ẚ㔜ࢆ 1.0 ฟ⟭࡚ࡋ௬ᐃ࡜

ࢿ࢖   2U\]D VDWLYD 0.31 2.25 2.91 1.77 2.73

ᒓࢩࣚ   3KUDJPLWHV 0.35 0.32

ᒓᆺ࢟ࢫࢫ   0LVFDQWKXV W\SH 0.06 0.38 0.61 0.48 0.26

⠇ᆺࢧࢨࢿ   3OHLREODVWXV VHFW. 1H]DVD 0.17 0.03 0.08 0.05

⠇ᆺࢣࢲ࣓   3OHLREODVWXV VHFW. 1LSSRQRFD ODPXV 0.12 0.06 0.13 0.12

⠇ᆺࢧࢨࢥ࣑ࣖ   SDVD VHFW. &UDVVLQRGL 0.02 0.02

| l 
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と͑ߟられる。な͓、ススΩଐܕ΋ଟ͘ݕ出されている͜とから、ܣ൞΍ਫాۙลのסいたと͜Ζに
はススΩଐがੜҭしていたとਪఆされる。
２）第Ⅱ区
SK038下層とSK040下層では、それͧれΠωの植物ࢎܔ体が6
Hと高いີ౓/ݸ300
H、9/ݸ000

であり、いͣれ΋Ҵ࡞跡の൑அج४஋の5
Hを௒過している。な͓、ௐࠪର৅が土坑である͜/ݸ000
とから、ਫాͩったと͜Ζに土坑が଄られたか、ԿらかのཁҼでਫా土৕がࠞೖしたか౤غされた͜
とが૝ఆされる。͜͜で΋ススΩଐܕがଟ͘ݕ出されている͜とから、ௐࠪ஍पลのסいたと͜Ζに
ススΩଐがੜҭしていたとਪఆされる。な͓、ਫా土৕がࠞೖあるいは౤غされたのなら͹、そのਫ
ాのܣ൞΍पลのסいたと͜ΖにススΩଐがੜҭしていたと͑ߟられる。

ʓܔ૶分ੳ
（１）ํ๏
Ҏ下のखॱで、ܔ૶のந出と同ఆをߦった。
ྔ࠾ྉから１㎝3をࢼ（１
２）10ˋ過ࢎԽਫૉਫをՃ͑、ՃԹ൓Ԡさͤながら１൩์ஔ
３）上੅Έをࣺて、細ཻのίロΠυをਫચ（̑～̒ճ）
૩סᕓをϚΠクロϐϖットでカόʔάϥスにణ下して࢒（４
̑）Ϛ΢ントϝσΟΞにΑって෧ೖし、ϓレύϥʔト࡞製
਺ܭ、ڸݕ（̒
ߦ体Ҏ上になる·でݸ૶ඃ֪が200ܔ਺はܭ。ったߦにΑって600～1500ഒでڸඍݦは、ੜ物ڸݕ

い、গないࢼྉについてはϓレύϥʔトશ面についてਫ਼ࠪをߦった。
（２）݁Ռ
中Ԙ、܈12分類（ਫੜछؿւʵ）ਅʵ中Ԙੑछ、܈૶は、ਅԘੑछ（ւਫੜछ）̔分類ܔ出した࢈

ੑछ（ؿਫੜछ）̑分類܈、中ʵශԘੑछ（ؿʵ୶ਫੜछ）３分類܈、ශԘੑछ（୶ਫੜछ）63分類
につきݸຊ的に中৺Ҭを༗する΋のと、中৺Ҭがないछについては྆端２ج਺はܭである。ഁยの܈
૶μΠΞάϥܔఆしたࢉ਺とするඦ分཰をج૶૯਺をܔ、と਺͑た。分ੳ݁Ռを第15දにࣔしݸ１
Ϝを第53図にࣔす。ܔ૶μΠΞάϥϜに͓͚るܔ૶のੜଶੑは-PXF（1974）のࡌهにΑり、཮ੜ
ਫੜछは小ਿ（1988）にΑり、୶ਫੜؿはւਫੜछから܈ඪछࢦڥ؀、૶は小ਿ（1986）にΑりܔ
छは安౻（1990）にΑる。·た、ओཁな分類܈はݦඍࣸڸਅを図版24にࣔした。Ҏ下にμΠΞάϥ
Ϝでදهしたओཁな分類܈をࡌهする。
ʤ ਅ ʵ 中 Ԙ ੑ छ ʥ"cIOaOUIFT��EFMJcaUVMa、$PccPOFJT� �TcVUFMMVN、/aWJcVMa� �EVFSSFOCFSHJaOa、
/JU[TcIJa��HSaOVMaUF
ʤ中Ԙੑछʥ/aWJcVMa��QFSNJOVUa
ʤ中ʵශԘੑछʥRIPQaMPEJa��HJCCFSVMa
ʤශԘੑछʥ"cIOaOUIFT�� MaOcFPMaUa、"cIOaOUIFT��NJOVUJTTJNa、"NQIPSa�� GPOUJOaMJT、"NQIPSa
NPOUaOa、"NQIPSa� �WFOFUa、$PccPOFJT� �EJTcVMVT、$PccPOFJT� � QMacFOUVMa、FSaHJMaSJa� � FYJHVa、
FSaHJMaSJa� �QJOOaUa、FSaHJMaSJa� �TQ1 �、)aOU[TcIJa� �aNQIJPYZT、/aWJcVMa� �cSZQUPUFOFMMa、/aWJcVMa
LPUTcIZJ、/aWJcVMa� �NVUJca、/aWJcVMa� � QTFVEPaccFQUaUa、/aWJcVMa � � TQQ�、/aWJcVMa� � WFOFUa、
/JU[TcIJa��GSVTUVMVN-MJFCFUSVUIJJ、/JU[TcIJa��QaMFa
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࣍に、֤ௐࠪ区に͓͚るܔ૶Խ石ू܈のಛ௃をड़΂る。
１）第Ⅰ区：S&190࠷下層、੢น土層αンϓル１、αンϓル２
S&190࠷下層では、ਅԘੑछ（ւਫੜछ）からශԘੑछ（୶ਫੜछ）·でଟ༷な分類܈が࢈出する。

ශԘੑछ（୶ਫੜछ）でਅ・ࢭ޷ਫੑछが24ˋ、཮ੜܔ૶が21ˋとଟ͘、࣍ いで中Ԙੑछ（ؿਫੜछ）
が19ˋを઎Ίる。ൺֱ的༏઎するのは、ࢭ޷ਫੑछでՏ口ු༡ੑछの/JU[TcIJa� � GSVTUVMVN-
MJFCFUSVUIJJ である。࣍に中Ԙੑछ（ؿਫੜछ）の/aWJcVMa� �QFSNJOVUa の࢈出཰が高い。他にශԘੑ
छ（୶ਫੜछ）では、཮ੜܔ૶の"NQIPSa��NPOUaOa、)aOU[TcIJa� �aNQIJPYZT、ਅ・ྲྀ޷ਫੑछで
中～下ྲྀੑՏ઒ࢦඪछの"cIOaOUIFT��MaOcFPMaUa、ྲྀਫෆఆੑछの/aWJcVMa��cSZQUPUFOFMMa、/aWJcVMa
QTFVEPaccFQUaUa なͲがൺֱ的ଟ͘、中ʵශԘੑछ（ؿʵ୶ਫੜछ）のRIPQaMPEJa� �HJCCFSVMa ΋΍΍
ଟい。
੢น土層αンϓル１、αンϓル２では、ܔ૶の૊੒、構੒と΋に類ࣅする޲܏をࣔす。すなΘち、

཮ੜܔ૶が59ˋから55ˋ、ਅ・ࢭ޷ਫੑछが29ˋから32ˋを઎Ίる。཮ੜܔ૶では、"NQIPSa
NPOUaOa をओに)aOU[TcIJa� �aNQIJPYZT、/aWJcVMa� �NVUJca の࢈出཰が高い。ਅ・ࢭ޷ਫੑछでは、
Տ口ු༡ੑछの/JU[TcIJa� � GSVTUVMVN-MJFCFUSVUIJJ が༏઎する。他にྲྀਫෆఆੑछの/JU[TcIJa� �QaMFa、
/aWJcVMa��QTFVEPaccFQUaUa、中Ԙੑछ（ؿਫੜछ）の/aWJcVMa��QFSNJOVUa が௿཰に࢈出する。
２）第Ⅱ区：SK038下層、SK040下層
SK038下層では、中Ԙੑछ（ؿਫੜछ）が29ˋ、཮ੜܔ૶が29ˋ、ਅ・ࢭ޷ਫੑछが24ˋ、ྲྀਫ

ෆఆੑछが15ˋを઎Ίる。中Ԙੑछ（ؿਫੜछ）の/aWJcVMa� �QFSNJOVUa、ਅ・ࢭ޷ਫੑछでՏ口ු
༡ੜछの/JU[TcIJa� � GSVTUVMVN-MJFCFUSVUIJJ、཮ੜܔ૶の"NQIPSa��NPOUaOa の࢈出཰が高͘、ྲྀਫෆ
ఆੑछの/aWJcVMa��QTFVEPaccFQUaUa、཮ੜܔ૶の/aWJcVMa��NVUJca なͲが࢈出する。
SK040下層では、中Ԙੑछ（ؿਫੜछ）が38ˋ、཮ੜܔ૶が31ˋ、ਅ・ࢭ޷ਫੑछが22ˋを઎Ί

る。中Ԙੑछ（ؿਫੜछ）の/aWJcVMa� �QFSNJOVUa が高཰に࢈出し、ਅ・ࢭ޷ਫੑछでは、小ܕの
FSaHJMaSJa� �TQ1�とՏ口ු༡ੑछの/JU[TcIJa� � GSVTUVMVN-MJFCFUSVUIJJ、཮ੜܔ૶では、"NQIPSa
NPOUaOa、/aWJcVMa��NVUJca、)aOU[TcIJa��aNQIJPYZT の࢈出཰が高い。

,-------,n~ I 
回亡l巨112]■□回□

■ト l, 1, 1, 1, 1, l 
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第 15 ⾲（㸯）　⌛⸴ศᯒ⤖ᯝ

ศ㢮⩌
Ϩ区 S(190 Ϩ区す壁 ϩ区 S.038 ϩ区 S.040

᭱ୗᒙ ࣝࣉࣥࢧ 1 ࣝࣉࣥࢧ 2 ୗᒙ ୗᒙ

㈋ሷᛶ✀（ῐỈ⏕✀）

$FKQDQWKHV  KXQJDULFD 1 1

$FKQDQWKHV  ODQFHRODWD 16 1 1 2

$FKQDQWKHV  PLQXWLVVLPD 2 3 2 2

$FKQDQWKHV  VDFFXOD 1

$PSKRUD  DHTXDOLV 1

$PSKRUD  IRQWLQDOLV 4 1 2

$PSKRUD  PRQWDQD 19 218 142 94 58

$PSKRUD  YHQHWD 2 2

$PSKRUD  VSS. 1

&DORQHLV  EDFLOOXP 1

&DORQHLV  VLOLFXOD 1

&RFFRQHLV  GLVFXOXV 1 2 1

&RFFRQHLV  SODFHQWXOD 2 3 2

&\PEHOOD  PLQXWD 1

&\PEHOOD  VLOHVLDFD 1 1 1

&\PEHOOD  VLQXDWD 1 1

&\PEHOOD  WXUJLGXOD 1 1 1

&\PEHOOD  VSS. 1

'LSORQHLV  EROGWLDQD 1

'LSORQHLV  HOOLSWLFD 1

'LSORQHLV  SVHXGRYDOLV 1

'LSORQHLV  VSS. 1

(SLWKHPLD  DGQDWD 1

(XQRWLD  PLQRU 1

(XQRWLD  SDOXGRVD�UKRPERLGHD 2

)UDJLODULD  FRQVWUXHQV 1 2

)UDJLODULD  FRQVWUXHQV  Y.  YHQWHU 1 1

)UDJLODULD  H[LJXD 1 2 4

)UDJLODULD  SLQQDWD 2 1 1

)UDJLODULD  VS1. 71

*RPSKRQHPD  FOHYHL 1

*RPSKRQHPD  SDUYXOXP 2

*RPSKRQHPD  VSS. 1

+DQW]VFKLD  DPSKLR[\V 8 26 71 6 18

1DYLFXOD  FRQIHUYDFHD 1

1DYLFXOD  FRQWHQWD 1 8 4

1DYLFXOD  FRKQLL 1

1DYLFXOD  FU\SWRFHSKDOD 1 1

1DYLFXOD  FU\SWRWHQHOOD 11

1DYLFXOD  HOJLQHQVLV 1 1

1DYLFXOD  JDOOLFD 2

1DYLFXOD  NRWVFK\L 1 3

1DYLFXOD  ODHYLVVLPD 1

1DYLFXOD  PXWLFD 29 41 49 26 35

1DYLFXOD  PXWLFD  Y.  YHQWULFRVD 1 6 8 1 3

1DYLFXOD  SVHXGRDFFHSWDWD 9 9 17 47 5

1DYLFXOD  SXVLR 1

1DYLFXOD  YHQHWD 3 1 1

1DYLFXOD  VSS. 3 3 3 1 4

1LW]VFKLD  GHELOLV 1 1

1LW]VFKLD  IUXVWXOXP�OLHEHWUXWKLL 65 171 132 108 18

1LW]VFKLD  SDOHD 3 30 17 9 3

1LW]VFKLD  XPERQDWD 1
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第 15 ⾲（㸰）　⌛⸴ศᯒ⤖ᯝ

ศ㢮⩌
Ϩ区 S(190 Ϩ区す壁 ϩ区 S.038 ϩ区 S.040

᭱ୗᒙ 1ࣝࣉࣥࢧ ࣝࣉࣥࢧ 2 ୗᒙ ୗᒙ

㈋ሷᛶ✀（ῐỈ⏕✀）

3LQQXODULD  ERUHDOLV 1 1 1 1

3LQQXODULD  PLFURVWDXURQ 1

3LQQXODULD  REVFXUD 1 6

3LQQXODULD  VFKRHQIHOGHUL 1 7

3LQQXODULD  VXEFDSLWDWD 2

3LQQXODULD  YLULGLV 1

3LQQXODULD  VSS. 3

SWDXURQHLV  ODXHQEXUJLDQD 1

SXULUHOOD  DQJXVWD 1 1

SXULUHOOD  RYDWD 1 1

୰Ѹ㈋ሷᛶ✀（ỶѸῐỈ⏕✀）

'LSORQHLV  LQWHUUXSWD 1

1DYLFXOD  S\JPDHD 1 1

RKRSDORGLD  JLEEHUXOD 7 1 1 1 1

୰ሷᛶ✀（ỶỈ⏕✀）

$FKQDQWKHV  EUHYLSHV 1

$PSKRUD  KROVDWLFD 2

0HORVLUD  VS.  Q. 1

1DYLFXOD  SHUPLQXWD 51 21 15 143 166

1LW]VFKLD  FRPSUHVVD 1 1

RKRSDORGLD  PXVFXOXV 1 1

┿Ѹ୰ሷᛶ✀（ᾏѸỶỈ⏕✀）

$FKQDQWKHV  GHOLFDWXOD 4 1 1

$PSKRUD  FRIIHDHIRUPLV 1

$PSKRUD  RVWUHDULD Y. EHOJLFD 1

&RFFRQHLV  VFXWHOOXP 3 1 1 1 4

&\FORWHOOD  VWULDWD�VW\ORUXP 2

+HPLGLVFXV  VS. 1

0DVWRJORLD  VS. 1

1DYLFXOD  GXHUUHQEHUJLDQD 5

1DYLFXOD  PDULQD 1

1LW]VFKLD  FRFFRQHLIRUPLV 2 1

1LW]VFKLD  JUDQXODWD 1 2 1

1LW]VFKLD  SXQFWDWD 1

┿ሷᛶ✀（ᾏỈ⏕✀）

$PSKRUD  PDULQD 1

&RFFRQHLV  SVHXGRPDUJLQDWD 1

*UDPPDWRSKRUD  RFHDQLFD 2 1

*UDPPDWRSKRUD  VS. 1

1LW]VFKLD  ODQFHROD 1

2GRQWHOOD  VS. 1

TKDODVVLRQHPD  QLW]VFKLRLGHV 2

TULFHUDWLXP  VFLWXOXP 1

　ྜ　ィ 97 25 19 156 199

　ᮍྠᐃ 13 4 4 8 7

　◚∦ 104 55 81 140 108

ヨᩱ㸯੉ 3 ୰ࡢẆᩘᐦᗘ
6.2 2.4 1.3 1.8 2.0 

× 104 × 106 × 106 × 106 × 106

᏶ᙧẆಖᏑ⋡（㸣） 51.4 34.5 22.1 53.9 65.6 
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࡯ߟ（３）
１）第Ⅰ区 　S&190࠷下層
�ਫੑछでՏ口ු༡ੜछの/JU[TcIJaࢭ޷ � GSVTUVMVN-MJFCFUSVUIJJ ΍中Ԙੑछ（ؿਫੜछ）の/aWJcVMa

QFSNJOVUa の࢈出཰が高͘、཮ੜܔ૶΋認Ίられる。͜れらのಛ௃から、Տ口のؿਫから୶ਫのઙ͘
΍΍޿い安ఆしたਫҬが૝ఆされる。分ੳର৅となった井戸内に、Տ口のਫҬから஍下ਫがਁಁして
きたとਪఆされる。཮ੜܔ૶は࣪ったน面にੜҭしていたとਪఆされる。
２）第Ⅰ区 　੢น土層
αンϓル1、αンϓル2と΋に"NQIPSa��NPOUaOa をओとする཮ੜܔ૶とࢭ޷ਫੑछでՏ口ු༡ੜ

छの/JU[TcIJa� � GSVTUVMVN-MJFCFUSVUIJJ の࢈出཰が高い。͜͏したಛ௃から、いͣれ΋ௐࠪ஍はՏ口の
୶ਫҬと࣪った཮Ҭが઀するԊ؛にཱ஍していたとਪఆされる。安ఆしたਫҬで、ఀ଺ないし؇΍か
にྲྀれるڥ؀がࣔࠦされる。
３）第Ⅱ区 　SK038下層
中Ԙੑछ（ؿਫੜछ）の/aWJcVMa� �QFSNJOVUa の࢈出཰が高͘、ࢭ޷ਫੑछでՏ口ු༡ੜछの

/JU[TcIJa� � GSVTUVMVN-MJFCFUSVUIJJ、"NQIPSa��NPOUaOa なͲの཮ੜܔ૶΋ଟい。͜͏したಛ௃から、
Տ口のؿਫから୶ਫのઙ͘޿い安ఆしたਫҬのڥ؀がࣔࠦされ、प囲には࣪った཮Ҭが分෍していた
とਪఆされる。
４）第Ⅱ区　 SK040下層
中Ԙੑछ（ؿਫੜछ）の/aWJcVMa� �QFSNJOVUa の࢈出཰が高͘、ࢭ޷ਫੑछで小ܕのFSaHJMaSJa

TQ1�と"NQIPSa��NPOUaOa なͲの཮ੜܔ૶が൐Θれる。͜れらのಛ௃から、ؿਫҬで΍΍ෆ安ఆなਫ
Ҭがࣔࠦされる。प囲には࣪った཮Ҭが分෍していたとਪఆされる。

ʓ土৕分ੳの·とΊ
ശ࡚遺跡92࣍ൃ掘ௐࠪでՖค分ੳ、植物ࢎܔ体、ܔ૶分ੳをߦった。֤遺構͓Αͼ堆積層と΋Ֆ

คԽ石がۃΊてগな͘、堆積଎౓が଎いか、౫ଡをड͚堆積したとਪఆされた。֤遺構͓Αͼ層४΋
पลにՏ口のؿਫから୶ਫのਫҬが分෍して͓り、प囲にはԊ؛の࣪った཮Ҭのڥ؀が分෍してい
た。な͓、時୅にΑってਫڥ؀はมԽして͓り、12世紀ʁのⅠௐࠪ区੢น土層の時期は୶ਫҬであり、
ௐࠪ஍あるいはۙ๣にਫాが分෍していたと൑அされた。13・14世紀のⅠௐࠪ区S&190࠷下層とⅡௐ
ࠪ区SK038下層の時期は、ؿਫ΋ࠞࡏするڥ؀΁とҠりมΘり、同͘͡13・14世紀のⅡௐࠪ区
SK040下層では、΄΅ؿਫのڥ؀であったとਪఆされた。Ⅱௐࠪ区SK038下層とSK040下層はਫా
土৕のࠞೖ΋し͘は౤غが૝ఆされた。SK038のपลにはཅ౰たりのྑい։͚たൺֱ的ס૩したڥ؀
が分෍して͓り、ճ஬ཛのগྔの࢈出から、पลにॅډҬないしੜ׆ҬがあったとΈなされた。

ʲߟࢀจݙʳ
（Ֆค分ੳ）
土質ֶ޻ձฤ（1979）土質ݧࢼ๏ɼQ�2-5-1～2-5-23ɼ4-2-1～4-3-11ɽ
ྉࢿ୅ݹ　ר୅の೔ຊ　第10ݹɽ໦下ਖ਼࢙ฤ「৽版ݪ෮ڥ؀ݹਖ਼明（1993）Ֆค分ੳ๏にΑるݪۚ
のํ๏」ɼ角઒ॻళɼQ�248-262ɽڀݚ
ɼ同੒ࣾɼQ�151-158ɽ「とಈ物ֶֶݹߟ」দ井　ষฤ・߂ੜ஬ɽ੢ా๛دਖ਼明（1999）ݪۚ
ۚ子ਗ਼ढ़・୩口തҰ（1987）ઢ形ಈ物・ፏ形ಈ物ɽҩಈ物ֶ「ҩಈ物ֶ　付　࣮ݧ用ಈ物ֶ　৽版
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ྟচ࠲ߨࠪݕɼ8」ɼҩࣃༀ出版ɼQ�9-134ɽ
中ଜ　७（1967）「Ֆค分ੳ」ɽࠓݹॻӃɼ232Q�
中ଜ　७（1974）ΠωՊՖคについて、と͘にΠω（0SZ[a TaUJWa）を中৺として� 第࢛紀ڀݚ
 13

Q�187-193ɽ
中ଜ　७（1977）Ҵ࡞とΠωՖคɽֶݹߟとࣗવՊֶɼOP�10ɼQ�21-30ɽ
中ଜ　७（1980）೔ຊ࢈Ֆคのඪ௃ɽେࣗࡕવ࢙ത物ؗऩଂ目࿥第13ूɼ91Qɽ
ౡ૔າࡾ࿠（1973）೔ຊ植物のՖค形ଶɽେཱࣗࢢࡕવՊֶത物ؗऩଂ目࿥ɼ5ɼ60Qɽ
8aSOPcL
 1� +� aOE RFJOIaSE
 K� +�（1992）.FUIPET GPS &YUSaYUJOH 1PMMFO aOE 1aSaTJUF &HHT GSPN
-aUSJOF SPJMT� +PVOaM PG "ScIaFPMPHJcaM ScJFOcF
 19 
 Q�231-245�

（植物ࢎܔ体分ੳ）
体ඪຊとఆࢎܔʵ਺छΠωՊ植物の（1）ڀݚ的ૅجϓϥント・Φύʔル分ੳ๏の（1976）ࢤ޺ݪ౻
ྔ分ੳ๏ʵɽֶݹߟとࣗવՊֶɼ9ɼQ�15-29ɽ
ʵϓϥント・Φύʔル分（5）ڀݚ的ૅجਅೋ（1984）ϓϥント・Φύʔル分ੳ๏のࢁਿ・ࢤ޺ݪ౻
ੳにΑるਫాᅿの୳ࠪʵɽֶݹߟとࣗવՊֶɼ17ɼQ�73-85ɽ
ਿࢁਅೋ（2000）植物ࢎܔ体（ϓϥント・Φύʔル）ɽֶݹߟと植物ֶɽ同੒ࣾɼQ�189-213ɽ
ਿࢁਅೋ・౻ػ（1986）ࢤ޺ݪಈ細๔ࢎܔ体の形ଶにΑるλέѥՊ植物の同ఆʵڥ؀ݹਪఆのૅج
とࣗવՊֶɼ19ɼQ�69-84ɽֶݹߟྉとしてʵɽࢿ
ਿࢁਅೋ・দాོೋ・౻ػ（1988）ࢤ޺ݪಈ細๔ࢎܔ体の形ଶにΑるΩϏ଒植物の同ఆとそのԠ用
ʵݹ୅೶ߞ௥ٴのたΊのࢿૅجྉとしてʵɽֶݹߟとࣗવՊֶɼ20ɼQ�81-92ɽ

（૶分ੳܔ）
安౻Ұஉ（1990）୶ਫܔ࢈૶にΑるࢦڥ؀ඪछ܈のઃఆとڥ؀ݹ෮ݪ΁のԠ用ɽ౦๺஍ཧɼ42ɼ
Q�73-88ɽ
"TaJ
K��
8aUaOaCF
5�（1995）SUaUJTUJc $MaTTJGJcaUJPO PG &QJMJUIJc DJaUPN SQFcJFT JOUP 5ISFF
&cPMPHJcaM (SPVQT SFMaJUJOH UP 0SHaOJc 8aUFS 1PMMVUJPO（ 2 ）SaQSPQIJMPVT aOE TaQSPYFOPVT UaYa�
DJaUPN
10 
Q�35-47 �

)VTUFEU
F�（1937ʵ1938）SZTUFNaUJTcIF VOE PMPHJTIF 6OUFSTVcIVOHFO VCFS EJF DJaUPNFFOFMPSa
WPO +aWa
#aMJ VOE SVNaUSa OacI EFN .aUFSJaM EFS DFVUTcIFO -JNOPMPHJTcIFO SVOEa-&YQFEJUJPO�
"ScI�)ZESPCJPM
SVQQM�15 
　Q�131ʵ506�

ҏ౻ྑӬ・ງ内੣ࣔ（1991）཮ੜܔ૶のࡏݱにԙ͚る分෍とڥ؀ݹղੳ΁のԠ用ɽܔ૶ֶձࢽ

̒
Q�23-45ɽ
K� KSaNNFS・)�-aOHF-#FSUaMPU（1986-1991）#acJMMaSJPQIZcFaF
WPM�2 
OP�1-OP�4
小ਿਖ਼人（1986）཮ੜܔ૶にΑるڥ؀ݹղੳとそのҙٛʵΘがࠃ΁のಋೖとそのల๬ʵɽ植ੜ࢙ڀݚɼ
第１号ɼ植ੜ࢙ڀݚձɼQ�29-44ɽ
小ਿਖ਼人（1988）ܔ૶のࢦڥ؀ඪछ܈のઃఆとڥ؀ݹ෮ݪ΁のԠ用ɽ第࢛紀ڀݚɼ27ɼQ� １-20ɽ
-PXF
R�-�（1974）&OWJSPONFOUaM RFRVJSFNFOUT aOE QPMMVUJPO UPMFSaOcF PG GSFTIʵXaUFS EJaUPNT�
333Q�
 /aUJPOaM &OWJSPONFOUaM RFTFScI�$FOUFS�

౉ลਔ࣏（2005）୶ਫܔ૶ੜଶ図ؑ　ू܈ղੳにͮ͘جԚ୙ࢦ਺D"*QP
 Q)଱ੑೳɽ内ా࿝௽ะɼ
666Qɽ
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第２߲　SR152出土鉄釘の࡯؍と໦׹構଄のਪఆ
小ྛ　ܒ（۝भྺ࢙ࢿྉؗ）

̍．͸͡Ίʹ
ശ࡚遺跡第92࣍ௐࠪのSR152からは໦׹に࢖用した鉄釘が10਺఺出土している。໦ࣗ׹体は໦材

のたΊ埋ଂ中に腐ٺしてطにࣦΘれているが、鉄釘には໦׹のଘࡏをࣔす໦材の痕跡がࡺԽした状ଶ
で࢒ଘしている。鉄釘にΘͣかに࢒る໦材の痕跡を֤छݦඍڸで࡯؍し、໦材の૊৫・構଄なͲղ๤
ֶ的形質をࠜڌに分類する͜とで໦׹構଄のਪఆがՄೳである。ຊߘでは鉄釘に࢒ଘする໦材を؍
。するࠂ構଄についてਪఆした݁Ռについてใ׹分類し、໦・࡯

଄ߏૅج෺ͷث．̎
໦׹をは͡Ίとするശܕの器物のجຊ的な構଄と࢖用する釘の部Ґについては概ねҎ下の༷にఆٛ

されている。
・器物の身は底൘１ຕ・ଆ൘２ຕ・小口൘２ຕの̑ຕで構੒する
・底൘・ଆ൘の໦औりは材のણҡํ޲が൘の௕࣠ใࠂにҰகする
・小口൘の໦औりは材のણҡํ޲がਫ平になる
・ଆ൘と小口൘は底൘の上に৐る
・釘付される൘材の૊合ͤは、小口൘とଆ൘、底൘とଆ൘、底൘と小口൘の３通り

上هఆٛにΑり釘に൓өされる໦材அ面のύλʔン（Ҏ下、໦材ύλʔン）は第56図の༷になる。
SR152から出土した13఺の鉄釘にରし、鉄釘の಄部ଆとઌ端部ଆの໦材ύλʔンをݦඍ࡯؍ڸにΑ
りಛఆし、出土状گ౳とൺֱ・ݕ౼する͜とで໦׹構଄をਪఆする。

̏．మఝͷ݁࡯؍Ռ
鉄釘13఺のݦඍ࡯؍ڸの݁Ռを第16දにࣔす。内༁は"̓ܕ఺、#２ܕ఺、$２ܕ఺、ෆ明１఺

である。"ܕの198・201・202・203・204は಄部ଆの໦材ύλʔンを確認する͜とができなかったが、
ઌ端部ଆの໦材のણҡํ޲が釘の௕࣠と平ߦとなるたΊ"ܕと൑அできる。֤釘の出土状گは、"ܕ
は໦׹ਪఆ範囲の࢛۱、#ܕ$・ܕは๺ଆの໦׹ਪఆઢの๺ଆ短࣠にそれͧれू中している。

※岡林 2018 を引用、一部加筆

小口板

側板

底板

C型

（底板 - 小口板）

A型

（小口板 -側板）
B型

（底板 - 側板）

第 56 図　ჾ≀ࡢᇶ♏ᵓ㐀（ᕥ）࡜㔥ࡢᮌ㉁࣮ࣥࢱࣃ（ྑ）

木口̀ : 臼 r• 木口
板目\> 板また目＇ は 1 戸柾目また| 柾目

柾目 木口

木口

A型 B型 C型
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̐．एׯͷ࡯ߟ�໦׹ͷߏ଄ͷਪఆ�
鉄釘の໦材ύλʔンからSR152にೲΊられた໦׹の構଄についてਪఆする。໦׹を構੒する小口

൘・ଆ൘・底൘が第56図のఆٛにΑりશて൘目材とԾఆした৔合、鉄釘の໦材ύλʔンは、"ܕは
಄部が柾目ʖ໦口・ઌ端部が柾目ʖ൘目、#ܕは಄部が柾目ʖ໦口・ઌ端部が柾目ʖ൘目、$ܕ
は಄部が柾目ʖ໦口・ઌ端部が໦口ʖ൘目となる。݁࡯؍Ռとൺֱすると、#ܕはҰகするが、"
。の構଄にໃ६がੜ͡る͜とになる׹のઌ端部が͜れとҰகͤͣ、Ծఆした໦ܕ$の಄部とܕ
の಄部とܕ"は底൘と小口൘の࿈݁に用いる΋のであり、ໃ६のੜ͡たܕ$、は小口൘とଆ൘ܕ"

のઌ端部はいͣれ΋小口൘の໦औりをࣔす΋のである。そ͜で小口൘を൘目材ではな͘柾目材とܕ$
すると、"・#・$ܕશての໦材ύλʔンがໃ६な͘Ұகする。鉄釘の໦材ύλʔンにΑり、SR152
の໦׹は小口൘が柾目材、ଆ൘と底൘が൘目材で構੒されていたՄೳੑがਪఆできる。

ʲߟࢀจݙʳ
Ԭྛ2018࡞޹h ݚ構଄の෮元的׹の用材利用๏と׹からΈた໦࡯؍෿出土の釘に付ணした材૊৫のݹ
־ཱݝॻ　ಸྑࠂ੒Ռใڀݚ（（$）ڀݚ盤ج）ۀࣄඅॿ੒ڀݚʱ平੒27೥౓～平੒29೥౓Պֶڀ
ॴڀݚֶݹߟݪ

第 16 ⾲　㕲㔥ࡢほᐹ⤖ᯝ

図␒ྕ
ほᐹ⤖ᯝ

ᮌᮦ࣮ࣥࢱࣃ 㢌㒊 ඛ➃㒊

第 34 図 193 & ᆺ ᰟ┠̺ᮌཱྀ ᮌཱྀ̺ᰟ┠

第 34 図 194 $ ᆺ ᯈ┠̺ᮌཱྀ ᰟ┠̺ᯈ┠

第 34 図 195 & ᆺ ᰟ┠̺ᮌཱྀ ᮌཱྀ̺ᰟ┠

第 34 図 196 % ᆺ ᰟ┠̺ᮌཱྀ ᯈ┠̺ᮌཱྀ

第 34 図 197 & ᆺ ᰟ┠̺ᮌཱྀ ᮌཱྀ̺ᰟ┠

第 34 図 198 $ ᆺ ᯈ┠̺ᮌཱྀ ᰟ┠̺ᯈ┠

第 34 図 199 $ ᆺ ᯈ┠̺ᮌཱྀ ᰟ┠̺ᯈ┠

図␒ྕ
ほᐹ⤖ᯝ

ᮌᮦ࣮ࣥࢱࣃ 㢌㒊 ඛ➃㒊

第 34 図 200 % ᆺ ᰟ┠̺ᮌཱྀ ᯈ┠̺ᮌཱྀ

第 34 図 201 $ ᆺ ̺ ᰟ┠̺ᯈ┠

第 34 図 202 $ ᆺ ̺ ᰟ┠̺ᯈ┠

第 34 図 203 $ ᆺ ̺ ᰟ┠̺ᯈ┠

第 34 図 204 $ ᆺ ̺ ᰟ┠̺ᯈ┠

第 34 図 205 ୙明 ̺ ᮌཱྀ̺ᰟ┠

A 型

（小口板‐側板）

B型

（底板‐側板）

C型

（底板‐側板）

柾目

柾目

木口

板目

①底　板：柾目材

②側　板：板目材

③小口板：板目材

①

③

②

板目

柾目

木口

板目

柾目

木口

木口

板目

193

C 型

194

A 型

195

C 型

196

B 型

197

C 型

198

A 型

199

A 型

200

B 型

201

A 型

202

C 型

203

B 型

204

C 型

205

不明

第 57 図　㕲㔥ࡢᮌᮦ࣮ࣥࢱࣃ（ᕥ）࡜ᮌ᳌ࡢ᝿ᐃ図（ྑ）
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ୈ̒અɹ૯ׅ
ശ࡚遺跡第92࣍ௐࠪでは、ח૔、ࣨொ、ઓߐ、ࠃ戸時୅、ۙ୅にか͚ての遺構・遺物を確認した。

Ҏ下では、ௐࠪ੒Ռをശ࡚遺跡の他஍఺のௐࠪ੒Ռとൺֱしつつใࠂのิ足をߦい、૯ׅに୅͑たい。
จ中の「ʓ࣍」はശ࡚遺跡内のௐࠪ࣍਺をࢦし、「ʓू」は෱Ԭࢢ埋ଂจԽࡒௐࠪใࠂॻのू਺をࢦす。
第Ⅰ区で໻ੜ時୅中期土器ย（第15図47）と༵ࠇ石ย（第２ද5098、第̑ද5125）が、第Ⅱ区

で໻ੜ時୅後期຤土器ย（第44図254）が確認され、͜の時期の׆ಈ痕跡がΘͣかながら͏かがΘれ
る。ശ࡚遺跡では、20࣍Ⅰ区（767ू）で໷ӓ式ᙈยが、̒࣍（459ू）・26࣍（853ू）でຏ製石
ිが出土している。
第Ⅰ区では、下層の第２面で、ຊ֨的なॅډҬ（第１面）形੒前の஍ׂり΍੔஍・埋Ίཱてにؔ܎

しそ͏なߔを਺৚確認した。第２面上・第１面下の堆積層は、遺物΍୸を含むԚれた҉色೪質砂΍ブ
ロック土堆積である。明確な੔஍層΍埋Ίཱての୯Ґが把握できたΘ͚ではないが、٬土的な༷૬΋
ࣔしている。
第Ⅰ区第２面の໦ุ׹SR152は、鉄釘のҐஔから໦׹αΠζを෯58ʷ௕さ168㎝とਪఆした。ശ

࡚遺跡の他の໦ุ׹のਪఆαΠζをݟると、21࣍（705ू）・SX153（65ʷ170㎝。12世紀中頃）、
SX456（50ʷ180㎝。12世紀中頃）、22࣍（811ू）・SX0023（60ʷ135㎝。12世紀前半～中頃）、
SX0024（50ʷ160㎝。12世紀後半）、SX0033（60ʷ180㎝。12世紀後半）、SX0040（55ʷ170㎝。
12世紀後半）、SX050（70ʷ200㎝。12世紀後半）、27࣍$区（812ू）・SK2028（55ʷ180㎝。13
世紀前後）、37࣍（951ू）・SK290（50ʷ150㎝。12世紀中頃～後半）、41࣍（854ू）・SK63（50
ʷ150㎝。12世紀中頃～後半）、46࣍20-c区（948ू）・SX25（40ʷ180㎝。13世紀後半～14世紀）
なͲを確認できる。෭૴品のྔ΍質にはҧいがあるが、12～13世紀とい͏時期΍、໦׹のେきさ（50
～70ʷ160～180㎝）は概ね同͡である。ุᆮ上に᛽を഑ஔするྫࣄは、24࣍（768ू）・SX07（12
世紀中頃）がある。24࣍SX07の上部石૊は2�5ʷ1�5Nの範囲で、ุᆮ内に໦׹΍鉄釘は確認されて
いないが、ุᆮ底面に᛽を഑ஔする఺が、ຊௐࠪSR152とڞ通する。
第Ⅱ区の土師器埋ೲ土坑SX044については、１ɽ小皿は上޲きにਖ਼ஔする、２ɽ坏は෬ͤる、３ɽ

େ半がϔϥ切り底の坏・小皿の中に、糸切り底の小皿（231）と坏（236）が１఺ͣつ含·れる、４ɽ
他Αり΋細かׂ͘られる小皿・坏があり（231・232・236）、͏ち231・236は糸切り底である、̑ɽ
下層の土師器と上層の土師器の埋຅に時ؒࠩがある、なͲのಛ௃をࢦఠできる。土師器の埋ೲߦҝに
͓͚るԿらかのॴ࡞を൓өしているՄೳੑがある。
第Ⅱ区では、石૊・݁Գを井筒とする井戸S&063（16世紀後半埋຅）を確認した。石૊・݁Գ井戸

は、３ （࣍262ू）・S&09（15～16世紀）、23 （࣍551ू）・S&01（17世紀後半）、27̖࣍区（812ू）・
S&049（14世紀୅か）、40 （࣍948ू）・S&01（15世紀後半୅か）、41 （࣍854ू）・S&33（時期ෆ明）、
46࣍20-C区（948ू）・S&220（時期ෆ明）、64 （࣍1128ू）・S&1147（14世紀頃）、67 （࣍1165ू）・
S&307（࠷下部の井筒はۂ物とਪఆ。14世紀Ҏ߱）、73࣍（1316ू）・S&044（17世紀頃）なͲを確
認できる。23࣍・S&01は石૊に̒఺の൘ൾをస用して͓り、ຊௐࠪのS&063とڞ通఺がある。
S&063出土の石଄品については、井戸石૊には൘ൾ（352・353・354）がస用され、井筒内には石ౝ
（350・351）が౤غされる、とい͏区ผがある。いͣれの石଄品΋௕さ20～30㎝程౓にׂられている。
Ҏ上、ൃ掘ۀ࡞・੔ཧใۀ࡞ࠂと΋にे分な΋のではなかったが、ശ࡚遺跡第92࣍ௐࠪにΑって、

ശ࡚遺跡๺౦端のࢿྉが৽たにऔಘされた。ࠓ後のശ࡚遺跡ڀݚ΁のد༩が期଴される。
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㸯．第Ϩ区第㸯面඲ᬒ（໭ࡽ࠿）

㸰．第Ϩ区సᴗ㢼ᬒ（༡ࡽ࠿）
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㸯．第Ϩ区第㸯面඲ᬒ（༡ᮾࡽ࠿）

㸰．第Ϩ区 S(096 （ࡽ࠿༡す）࠿࡯
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㸯．第Ϩ区第㸰面༡ഃ（༡ᮾࡽ࠿）

㸰．第Ϩ区第㸰面໭ഃ（༡ᮾࡽ࠿）
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㸯．S/051（すࡽ࠿） 㸰．S/147（༡ࡽ࠿）

㸱．S.008（໭ᮾࡽ࠿） ４．S.023（༡ᮾࡽ࠿）

㸳．S.025（໭すࡽ࠿） 㸴．S.063（ᮾࡽ࠿）

㸵．S.014（༡ᮾࡽ࠿） 㸶．S.153（໭ᮾࡽ࠿）
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㸯．S.027（༡ᮾࡽ࠿） 㸰．S.006（ᮾࡽ࠿）

㸱．S.131（໭ࡽ࠿） ４．S.005（ᮾࡽ࠿）

㸳．S.073（໭ࡽ࠿） 㸴．S.019（ᮾࡽ࠿）
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ᒓᆺ（ϩ区S.038ୗᒙ）࢟ࢫࢫ�᪘ᆺ（ϩ区S.038ୗᒙ）ࢧࢡࢩ࢘（1ࣝࣉࣥࢧϨ区すቨ）ᒓᆺࣂࢩ

（ϩ区S.0�0ୗᒙ）ࢿ࢖᪘ᆺ（ϩ区S.0�0ୗᒙ）ࣅ࢟ᒓ（ϩ区S.038ୗᒙ）ࢩࣚ

（1ࣝࣉࣥࢧϨ区すቨ）ࢿ࢖（�ࣝࣉࣥࢧϨ区すቨ）ࢿ࢖（ϩ区S.038ୗᒙ）ࢿ࢖

�0ȣP

㸯㸬᳜物⌛㓟య

ᾏ⥥㦵㔪（Ϩ区SE190᭱ୗᒙ）⾲⓶ẟ㉳※（ϩ区S.0�0ୗᒙ）࢟ࣀࢫ࢖ᒓ（ϩ区S.038ୗᒙ）
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1 Cocconeis  scutellum
　（ϩ区S.040 ୗᒙ）

2 Navicula  perminuta
（ϩ区S.040 ୗᒙ）

3 Rhopalodia  
　　gibberula

（Ϩ区す壁㺙㺻㺪㺽㺷2）

4 Achnanthes  
　　minutissima

（Ϩ区S(190᭱ୗᒙ）

5 Amphora  fontinalis
（Ϩ区S(190᭱ୗᒙ）

6 Amphora  montana
（Ϩ区す壁㺙㺻㺪㺽㺷2）

7 Cocconeis  placentula
（Ϩ区S(190᭱ୗᒙ）

8 Fragilaria  sp1.
（ϩ区S.040 ୗᒙ）

9 Hantzschia  amphioxys
（Ϩ区す壁㺙㺻㺪㺽㺷2）

10 Navicula  kotschyi
（Ϩ区S(190᭱ୗᒙ）

11 Navicula  mutica
（ϩ区S.038ୗᒙ）

12 Navicula  
pseudoacceptata

（Ϩ区す壁㺙㺻㺪㺽㺷2）

13 Navicula  veneta
　（Ϩ区S(190᭱ୗᒙ）

14 Nitzschia  frustulum
-liebetruthii

（Ϩ区す壁㺙㺻㺪㺽㺷2）

15 Nitzschia  palea
（ϩ区S.040 ୗᒙ）

ͤ��ෆ᳨ࠊࡣฟ⟠ᡤ
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第３ষ　第102࣍ௐࠪのه࿥（１）

ୈ̍અɹௐࠪͷ֓ཁ
第102࣍ௐࠪ஍఺は、۝چभେֶശ࡚Ωϟンύス内のֶ޻部ຊؗٴͼ৺ཧֶࣨڭの੢ଆにҐஔし、

۝भେֶ埋ଂจԽࡒௐࠪࣨがઃఆするശ࡚Ωϟンύスൃ掘ௐࠪάϦッυでは、.・/r34～39内に֘
౰する。૯ௐࠪ面積は3
411�3ᶷ、ௐࠪ期ؒはྩ和元೥݄̕３೔～ྩ和２೥２݄28೔である。
ಓ࿏ݐઃに൐͏ൃ掘ௐࠪであるたΊ、ௐࠪ区はڱ௕な΋のとなって͓り、·たഉ土ॲཧの౎合΋

あって、ௐࠪはର৅஍を１～̒のෳ਺区に分͚て࣮ࢪした。そしてௐࠪணख͝とに番号を付したたΊ、
区番の഑ஔはෆنଇとなっている。·た、遺構番号のׂりৼりはௐࠪ区͝とでߦなって͓り、それͧ
れ４ܻの番号を付し、４ܻ目をௐࠪ区番号としている。ࠓճは、第102࣍ௐࠪ̑区の内、ೆ੢ଆにҐ
ஔする２・４・̒の֤区（第58図）についてใࠂをߦない、࢒りの๺౦ଆ１・３・̑区、ٴͼௐࠪ੒
Ռの૯ׅはྩ和４೥౓にߦな͏༧ఆである。

ୈ̎અɹ̎۠ͷௐࠪ
̍．ௐࠪͷ֓ཁ
２区は第102࣍ௐࠪ区ೆ੢端にҐஔするௐࠪ区であり、その੢ଆは第92࣍ௐࠪ第Ⅱ஍఺となる。ௐ

ࠪ面積は457�3ᶷ。ௐࠪは·ͣॏػにΑるද土のണ͗औりをߦない、ද土下0�7～1�2N、ඪ高2�3～
2�6Nの明ԫ褐色（2�5Y6/6）～ԫ褐色（2�5Y5/4）砂層（砂ٰ面）上にௐࠪ面をઃఆし、ൃ掘を։
࢝した（第59図）。େ半のௐࠪ面は１面のΈのௐࠪであるが、ௐࠪ区౦端のҰ部では、ද土下0�9N、
ඪ高2�8Nのԫ褐色（2�5Y5/4）砂層上で遺構をݕ出し、その下のΦϦʔブ褐色（2�5Y4/3）砂質
土をڬΜͩԫ褐色（2�5Y5/3）砂層上に͓いて΋、遺構のଘࡏを確認したたΊ（第59図土層４）、͜
の͘͝ڱい部分のΈ２面のௐࠪを࣮ࢪしている。

̎．ҨߏͱҨ෺
（１）土坑（SK）
ଟ਺のப݀とڞに、２区中ԝ付ۙでଟ਺確認できた（第60図）。༷ʑな形ଶの΋のがଘࡏするが、

平面形から࣠ઢをӐ͏͜とのできる΋のは、۝भେֶ構内ݐ物΋含む஍Ҭの஍ׂりにԊ͏৔合がଟ
い。·た、内部にଟྔの᛽をॆరする΋のがଘࡏするが、͜れらはผ߲にて৮れる。

0 ��ｍ

第�8図　第10�ḟㄪᰝ㸰࣭㸲࣭６区（1/80）
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S,2001（第61図）
SK2020のೆ౦ଆ、SK2002の๺੢ଆにҐஔし、SK2013のҰ部を切りࠐΜでいる。平面は๺ଆの２

ลが΍΍௚ઢ的なෆ੔形をఄして͓り、௕さ1�3N、෯1�0N、ਂさ0�5Nをଌる。น面のཱち上がり
はٸでਨ௚にۙ͘、底面は平坦である。
出土遺物（第63図１・２）
１・２はཽ泉窯系青磁で、１は࿶、２は盤の口縁部ย。２は口縁部に輪Ֆを༗する。

S,2002（第61図）
SK2001のೆ౦ଆにҐஔし、ೆ౦ଆをSK2005に切りࠐ·れ、SK2003のೆ੢ଆのҰ部を切りࠐΜ

でいる。平面は੔った௕ํ形をఄし、௕さ2�3N、෯1�0N、ਂさ0�3Nをଌる。น面のཱち上がりは
、上げられている。埋土は҉褐色砂質土（7�5YR3/3）をओとし࢓で、ਨ௚にۙ͘、底面は平坦にٸ
·た出土遺物は土器のΈで、釘౳の鉄製品は出土していない。ओ࣠は/r65˃ɻ 8である。
出土遺物（第63図３～̒）
３はཽ泉窯系青磁࿶で、外面に࿇หจをࢪす。４は$܈の青Ֆ皿口縁部ย。̑は$܈の青Ֆ࿶。̒

は土師質のುで、外面にഗが付ணしている。
S,2003（第61図）
SK2002の๺౦ྡにҐஔし、ೆଆをSK2003・2005に切りࠐ·れ、๺ଆはSK2017に切りࠐ·れる。

平面は௕さ1�8N、෯1�0Nのପ円形をఄするが、ೆ๺の֤ลは΍΍௚ઢ的である。น面のཱち上がり
はٸで、底面はೆ౦端に͓いてਂ͘なり、݀状をఄする。ਂさはਂ࠷部（݀底部）で0�7N、その他
はਂさ0�5～0�6Nで、ൺֱ的平坦である。埋土は褐色砂質土（7�5YR3/4）をओとする。
出土遺物（第63図34・35）
34は土師質のזで、口径（෮元）16�8cN。35は土師質の஡זで、外器面にഗが付ணしている。

S,2005（第61図）
SK2002・2003のೆ౦ଆにҐஔし、SK2002・2003のҰ部を切りࠐΜでいる。平面は径1�3～1�4N

の円形をఄし、ਂさは0�3Nをଌる。ཱち上がりはٸで、平面は平坦である。内部にい͘つか᛽がࢄ
乱していたが、上層部からの出土であり、ه࿥は࢒していない。SK2008౳の౦ଆにҐஔする᛽を内
包する土坑からのࠞೖ΋૝ఆՄೳである。
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第�9図　㸰区土ᒙ（1/1�0001/60ࠊ）

1
1㸬ᐈ土（ࢫࣛࣂ）
�㸬㐀ᡂ土
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�㸬᫂〓Ⰽ◁（���<6/6）
�㸬࠸ࡪ࡟㯤〓Ⰽ◁（���<6/�）
6㸬᫂〓Ⰽ◁（���<6/6）

2
1㸬ᐈ土（ࢫࣛࣂ）
�㸬㐀ᡂ土
3㸬ᬯ〓Ⰽ◁（10<53/3）
�㸬㯤〓Ⰽ◁（���<�/�）
�㸬࠸ࡪ࡟㯤〓Ⰽ◁（���<6/�）

3
1㸬ᐈ土（ࢫࣛࣂ）
�㸬㐀ᡂ土
3㸬᫂〓Ⰽ◁（���<6/6）

4
1㸬ᐈ土（ࢫࣛࣂ）
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出土遺物（第63図̓～10）
̓は土師皿、̔ ・̕ は土師坏である。いͣれ΋底部は糸切りで、̓ は口径（෮元）7�2cN、̔ は口径（෮元）
10�0cN、̕は口径（෮元）12�4cNをそれͧれଌる。10は陶器のുで、口縁部内面に２৚のಥىを༗する。
S,200�（第61図）
SK2005のೆଆにҐஔし、SK2010に切りࠐ·れている。Ұ部はௐࠪ範囲内にあり、શ形をӐ͏͜

とはできないが、௕さ1�5N、෯0�8～1�0Nのପ円～ෆ੔円形をఄする΋のとい͑Α͏か。น面のཱ
ち上がりはٸで、底面は平坦である。ਂさは0�3Nをଌる。

出土遺物（第63図ʵ15・16）
15は口禿の白磁࿶の口縁部ย。16は白磁の小࿶であり、内面ࠐݟΈに目跡が࢒る。

S,2012（第61図）
SK2009のೆ౦ଆにҐஔし、SK2013のҰ部を切りࠐΜでいる。平面は径1�3～1�4Nの円形をఄし

ているが、ೆଆの２ลが΍΍௚ઢ的である͜と、底面の底面形が۱ؙํ形をఄしている͜とを͑ߟれ
͹、͜の土坑はຊདྷํ形をఄしていたՄೳੑを͑ߟる͜とができる。น面のཱち上がりは؇΍かで、
底面΋܏きを༗して͓り、その中৺΋土坑のೆ੢ଆ΁とภしている。埋土はにͿいԫ褐色砂質土
（10YR5/3）で、底面ۙ͘は΍΍ࠇΈをଳͼ（10YR3/2）、ཻ子΋細かい。

出土遺物（第63図17）
17は陶器で、੉戸মの͓Ζし皿である。

S,2013（第61図）
SK2009・2012のೆ੢ଆにҐஔし、͜れらに๺౦ଆのҰ部を切りࠐ·れている。平面は௕さ2�0N、

か͏につ޲େ෯1�1N程のෆ੔形をఄし、ೆ੢ଆのน面は明確なཱち上がりをΈͤるが、๺౦ଆ΁࠷
れて؇΍かとなる。底面はԜ面をなして͓り、ਂさは࠷େで0�5N程。

出土遺物
図ࣔに଱͑ない小ยが出土している。

S,2014（第62図）
SK2012の๺౦ଆにଘࡏする。３جの土坑が切り合った΋のであるが、遺構のあらかたを掘り上げ

る·でその൑அができͣ、３جをҰׅして番号を付して͓り、したがって͜͜では切り合いॱに、
2014r １（中ԝ）、2014r ２（ೆଆ）、2014r ３（๺ଆ）とし、Ҏ下にॴݟをड़΂る。
１は平面1�9ʷ1�7N程の円形をఄし、ਂさは0�3N程である。น面のཱち上がりは؇΍かで、底面

΋΍΍Ԝ面をなしている。２は平面が௕さ1�4N、෯1�4N程のପ円形をఄし、ਂさは0�2Nをଌる。
ཱち上がりは؇΍かで、底面΋΍΍Ԝ面をなしている。３は平面が径0�9N程ෆ੔円形をఄし、ਂさ
は0�1Nである。ཱち上がりはなͩらかで、その··底面΁とつながっている。

出土遺物（第63図23・24）
23はཽ泉窯系青磁࿶で、外面に࿇หจをࢪす。24はே઱陶器であり、内面ࠐݟΈٴͼ高台৞付に

目跡が࢒る。
S,2015（第61図）
SK2005の๺౦ଆにҐஔし、SK2016のҰ部を切りࠐΜでいる。ௐࠪ区内にはҰ部のΈがଘࡏし、

平面શ形をӐ͏͜とはできないが、３ลが௚ઢ的な「ί」ࣈをඳ͘状گをΈて΋、平面௕ํ形に類す
る形ଶを૝૾する͜と΋できΑ͏か。น面のཱち上がりはٸで、底面΋平坦である。௕さ0�9NҎ上、
෯1�0N、ਂさは0�5Nをଌる。
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出土遺物
図ࣔに଱͑ない小ยが出土している。

S,2016（第62図）
SK2015のೆଆにҐஔし、そのҰ部を切りࠐ·れている。平面は௕さ2�2N、෯1�8N程のପ円形を

ఄし、ਂさは0�4～0�5Nをଌる。ཱち上がりは؇΍かで、底面はԜ面をなしている。図では、土坑
の๺半のΈに᛽がࢄ෍する状گをࣔしているが、͜れは半ࡋしてೆ半のௐࠪをઌにߦなったࡍ、出土
したい͘つかを図Խͤͣऔり上げてし·ったたΊで、ຊདྷの᛽ࢄ෍範囲は΋͏গし޿い΋のとなる。
᛽は·と·らͣ、ݸʑが分ࢄしೆ੢ଆ΁ࣼ܏して出土して͓り、土坑ഇغのࡍ、出土した土器とڞに
๺౦ଆの他ॴ、͓そら͘ௐࠪ区外からྲྀೖした΋のである͜とが分かる。

出土遺物（第63図18～22・37～42）
18は白磁皿の口縁部ย。19はே઱陶器の࿶底部ยで、高台৞付の４カॴをૡきऔっている。内面

る。20～22は土師皿。いͣれ΋底部は糸切り。37～39は土師質の፻ു。40は土࢒Έには目跡がࠐݟ
師質のזで、外面にഗが付ணする。41・42はすりുで、ڞに土師質である。
S,2017（第62図）
SK2003の๺ଆにҐஔし、そのҰ部を切りࠐΜでいる。平面は1�8ʷ1�6Nのෆ੔円形をఄし、ਂさ

は0�8Nをଌる。น面のཱち上がりはٸで、底面΋΄΅平坦である。

出土遺物（第63図11～14・35・36）
11・12は土師皿、13は土師坏である。いͣれ΋底面は糸切りにΑる。14は台付の土師皿で、台部

にはഗが付ணしている。35・36はいͣれ΋須ܙ質で、35はുの口縁部ย、36は底部ยである。
S,2018（第62図）
SK2017の౦ଆにҐஔし、੢ଆのҰ部を切りࠐ·れている。平面は径1�3N程の円形をఄし、ਂさ

は0�4N程である。底面΋0�7ʷ0�5N程の円形をなしている。น面のཱち上がりは؇΍かで、底面は
。いڱ

出土遺物
図ࣔに଱͑ない小ยが出土している。

S,2020（第62図）
SK2001の๺੢ଆにҐஔし、̨̠2120౦ଆを切りࠐΜでいる。平面は௕さ1�6N、෯0�8N程の௕ํ

形をఄし、ਂさは0�2N程である。น面のཱち上がりは明確で、底面΋平坦である。出土遺物は土器
౳のΈで、釘౳の鉄製品は出土していない。土坑のओ࣠は/ʵ10 ˃ɻ &である。

出土遺物（第63図25～29）
25は$܈の青Ֆ࿶。26・27は土師皿で、底面はいͣれ΋糸切り。28・29は土錘。

S,2026（第62図）
ௐࠪ区๺੢ଆにҐஔする΋ので、๺੢ଆのҰ部はௐࠪ区外にあり、શ形を஌る͜とはできないが、

平面は௕さ1�0N、෯0�8N程のପ円形を૝ఆする͜とができΑ͏か。ਂさは0�2～0�3Nである。น
面のཱち上がりはなͩらかで、その··底面΁とଓいている。

出土遺物（第63図30～32）
30は青磁࿶の口縁部ย。31は土錘、32は石錘である。

S,2031（第62図）
ௐࠪ区中ԝ๺੢دりにҐஔする。平面は௕ํ形をఄし、௕さ1�0N、෯0�6～0�7Nをଌる。น面の
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ཱち上がりは؇΍かͩが、底面は平坦である。ਂさは0�2N程。土坑内๺ଆ۱に᛽がݕ出されている
が、埋土上部の΋のであり、͜の土坑にຊདྷ൐͏΋のであるかはෆ明。

出土遺物
図ࣔに଱͑ない小ยが出土している。
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６㸬〓Ⰽ◁（7��<5�/�）　㸵㸬᫂〓Ⰽ◁（7��<5�/6）　㸶㸬〓Ⰽ◁（7��<5�/�）　㸷㸬⅊㯤〓Ⰽ◁（���<6/�）
10㸬࠸ࡪ࡟〓Ⰽ◁（7��<5�/3）　11㸬࣮࢜ࣜࣈ〓Ⰽ◁（���<�/�）　1�㸬࣮࢜ࣜࣈ〓Ⰽ◁（���<�/3）
13㸬㯤〓Ⰽ◁（���<�/�）　1�㸬᫂〓Ⰽ◁（7��<56/6）　1�㸬࠸ࡪ࡟〓Ⰽ◁（7��<56/�）
16㸬㯤〓Ⰽ◁（���<�/3）　17㸬࠸ࡪ࡟〓Ⰽ◁（7��<56/3）

18㸬࠸ࡪ࡟㯤〓Ⰽ⢒◁（���<6/3）
19㸬㯤〓Ⰽ⣽◁（���<�/�）
�0࣭�1㸬⢒◁㸫⣽◁の஫ᒙ

㸯㸬ᶳⰍ◁（7��<56/6）　㸰㸬࠸ࡪ࡟〓Ⰽ◁（7��<5�/�）
㸱㸬〓Ⰽ◁（7��<5�/3）　㸲㸬࠸ࡪ࡟〓Ⰽ◁（7��<56/�）
㸳㸬〓Ⰽ◁（7��<5�/�）

S,2120（第62図）
SK2020の੢ଆにҐஔし、౦ଆの半͹ۙ͘を切りࠐ·れている。શ形をਖ਼確にӐ͏͜とはできない

が、௕さ1�3N、෯0�8N程の۱ؙ௕ํ形、΋し͘はପ円形をఄする΋のとい͑Α͏か。ਂさは0�3N。
น面のཱち上がりは、๺ଆがٸで、ೆଆは؇΍かである。SK2020とのؔ࿈はෆ明。出土遺物はແい。

（２）井戸（S&）
２区のௐࠪでは、２جの井戸（S&2095・2117）を確認した。S&2117は井筒が瓦૊のۙ世ஈ֊の

井戸であり、͜͜ではௐࠪର৅としていない。Ҏ下ではS&2095についてのΈॴݟをड़΂る。
SE20�5（第60・64図）
ௐࠪ区中ԝೆدりにҐஔし、๺੢ଆのҰ部をSK2013に切りࠐ·れている。·た、井戸のೆ੢ଆ΋

֧乱でࣦΘれている。井戸掘ํは、๺੢ଆが൑વとしないが、ݕ出部分をΈると、3�5ʷ3�0N程のପ
円形に෮元できるͩΖ͏か。土層をΈれ͹、ೆ౦ଆの掘ํはਨ௚にۙ͘、๺੢ଆはなͩらかとなって
いる͜とが分かる。井戸ଆは࢒っていなかったが、１～̑層がかつて井戸ଆのଘࡏした部分の埋土で
あり、それをΈれ͹径0�5N程の、͓そら͘Գ૊の井筒がଘࡏしたՄೳੑが高い。
ௐࠪ時はඪ高1�2N前後で༙ਫしたたΊ、部分的にਂ掘りし井戸底の確認をࢼΈた。ඪ高0�8N前

後で砂ٰ粗砂のଘࡏを確認した。͓そら͘͜の前後で、井戸底がଘࡏするのͩΖ͏。

出土遺物（第64図）
遺物出土ྔはগない。１は口禿の白磁皿。２は底面糸切りの土師皿、３はすりുである。

（３）᛽౳を༗する土坑（SK）・ப݀（S1）
͜のௐࠪ区では、土坑΍ப݀に、ഇغ後のྲྀれࠐΈ౳ではな͘、遺構内に᛽౳の石材をҙ図的に഑

ஔしたྫをଟ਺確認できた。それには、ᶃ：角᛽౳をॆరした΋の（第65図上）と、ᶄ：ፏ平石材
を遺構底΍下面にෑいた΋の（第65図中・下ʀҎ下ではப݀܈とする）の２ऀがある。·ͣᶄにつ
いては、その形ଶΑりப݀内に͓͚るபの௜下を๷͙ૅ石としてのػೳを૝ఆする͜とができるͩΖ
͏。ᶃにはS12007΍SK2008・2010があり、2007は埋土上面に᛽をෑき٧Ίた΋の、2008・2010は、
内部にॏ層的に഑ஔした΋の、とい͏ҧいがある。後ऀは後にड़΂るΑ͏に、土坑の形状に合Θͤҙ
図的に᛽を഑ஔしている͜とから、͜͜では஍上構଄物のૅجとしてのػೳを૝ఆして͓͘͜とにし
たい。Ҏ下では、それͧれについて、ॴݟをड़΂る。
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第66図　♟࣭᰿▼ࢆ᭷ࡿࡍS.࣭S3出土遺物（1/1/3ࠊ�）

S12007（第65図上ӈ）
ௐࠪ区中ԝにҐஔし、SK2002・2003を切りࠐΜでいる。平面は径0�4～0�5Nの円形をఄし、しっ

かりとした掘ํを༗している。ਂさは0�2N。埋土の上面に角᛽４を؀状に഑ஔして͓り、ப݀中ԝ
部にはԜΈを࣋つ。ઌに΋৮れたΑ͏に、S12007の᛽はްΈを΋ってॆరされて͓らͣ、͜れが࡟
平にΑる΋のではな͘ຊདྷの࢟であったなら͹、͜れら᛽はᶃの他とҟなり、ᶄと同༷のபの௜下を
๷͙ࠜ石であるՄೳੑ΋ある。

出土遺物（第66図̓）
̓は$܈の青Ֆ皿である。口径11�0cNをଌる。

S,2008（第65図上ࠨ）
ௐࠪ区中ԝにҐஔし、SK2005の౦ଆ、SK2016のೆଆにҐஔする。平面は径0�9～1�1Nのෆ੔円

形をఄし、ਂさは0�5N程である。น面のཱち上がりはൺֱ的なͩらかである。角᛽は遺構の中ԝに
·と·りްさ0�4Nに౉ってෑき٧Ίられている。͜のΑ͏な᛽の഑ஔは͜れがҙ図的にߦなΘれた
͜とをྑࣔ͘しているとい͑る。

出土遺物（第66図１～４）
１・３はುである。いͣれ΋土師質で、頸部はΘͣかな۶ۂをΈͤる。外面にはഗが付ணしている。

２・４は፻ുである。ڞに土師質で、಑部は௚ઢ的にཱち上がり、口縁端部がΘͣかにංްする。
S,2010（第65図上中）
SK2008のೆଆにҐஔし、SK2009を切りࠐΜでいる。平面は径0�6N程のෆ੔円形をఄし、น面の

ཱち上がりはٸで、ਂさは0�3Nをଌる。᛽は土坑の中৺にްさ0�3Nに౉ってॆరされて͓り、
SK2008の৔合と同͘͡、͜れがҙ図的にߦなΘれた͜とが分かる。
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出土遺物
図ࣔに଱͑ない、陶器΍土師器౳の小ยがগྔ出土している。

ப݀܈（第65図中・下）
͜れらப݀はௐࠪ区中ԝ部（第65図中）ٴͼೆ౦部（第65図下）に·と·ってଘࡏしている。
ૅ石の഑ஔにはେき͘、ᾜ：１石を഑する΋の、ᾝ：ෳ਺石をෑき٧Ίる΋の、ᾞ：ෳ਺石をॏね

る΋の、の３छをݟ出す͜とができる。ૅ石上面のඪ高は、中ԝ部で2�4～2�7N、ೆ౦部では΍΍高
͘2�7N前後をଌる。͜れら഑ஔ΍ඪ高のҧいをΈて΋、౰ௐࠪ区内に͓͚るப݀の഑ஔに、ݐங物
の構଄΍഑ஔをࣔすΑ͏な༗ҙੑをݟ出す͜とはできなかった。しかし、Կらかのݐங物が͜の৔ॴ
にଘࡏした͜とは確࣮ͩΖ͏。

出土遺物（第66図̑・̒）
̑・̒はいͣれ΋S12033出土である。̑はۄ縁の白磁口縁部ย。̑は土師坏の底部ยである。底

面は糸切り。

ୈ̏અɹ̐۠ͷௐࠪ
̍．ௐࠪͷ֓ཁ
４区は後ड़する̒区の๺౦ଆにҐஔするௐࠪ区であり、ֶ޻چ部ຊؗ੢ଆにҐஔする。ௐࠪ面積は

591�1ᶷ。４区と̒区のؒにはִؒがあるが、͜れは͜の部分に構内のղ体ࣄ޻に൐͏طઃの৔内ഉ
ਫ用ύΠϓがଘࡏして͓り、４区と̒区に͓͚る遺構の分෍状گからΈて、͜の部分は֧乱がܹし͘
遺構の分෍ີ౓΋ബい͜とが૝ఆできた͜とから、ௐࠪෆཁとの൑அをߦなったたΊである。
ௐࠪはഉ土ॲཧの౎合から、ௐࠪ区をೋ分してߦなった。·ͣೆଆからௐࠪにணखし、ॏػにΑり

し、ඪ高２N前後の砂ٰ上面ڈなって、֧乱土をআߦ஍ද下1�1～1�2N·でのද土ണ͗をݱ
（7�5YR5/6）Αりௐࠪを։࢝した。そしてऴྃ後に土砂を൓సし、࢒り๺ଆのௐࠪをߦなっている。
な͓、൓స後ௐࠪ区中ԝのҰ部分には、その上層の褐色砂層（7�5YR4/3）が࢒ଘして͓り、その部
分では２面のௐࠪをߦなっている。
４区はܹし֧͘乱をड͚て͓り、Ұ部にしか遺構は࢒ଘしていない。その中で、ߔ（SD）、土坑

（SK）、井戸（S&）、ุ（S5）といった遺構を確認する͜とができた。Ҏ下にそのॴݟをड़΂る。

第67図　㸲区土ᒙ（1/1�0001/60ࠊ）
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̎．ҨߏͱҨ෺
（SD）ߔ（１）
S%4011（第72図）
ௐࠪ区ೆ੢ଆにҐஔし、๺౦ʵೆ੢ํ޲（/r25˃ɻ &）΁௚ઢ的にԆͼている。྆端を֧乱に切ら

れて͓り、௕さ2�5N分のΈが࢒ଘする。෯0�5～0�6N、ਂさ0�3N程で、中ԝ部に͓いてઙ͘なり෯
を͡ݮている。埋土は褐色砂質土（7�7YR4/4）。遺物は出土して͓らͣ、時期はෆ明であるが、෯
にൺして掘りࠐΈ΋ਂ͘น面のཱち上がり΋ٸ角౓である͜とから、時期的に৽しいՄೳੑ΋ある。
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第71図　㸲区S'�03�出土遺物���（1/�）
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S%4012（第72図）
ௐࠪ区のೆ੢ଆにҐஔする。SD4011の੢ଆに平ߦするߔである。ߔの੢ଆを֧乱にΑって切られ

て͓り、෯΍ਂさ౳、ৄ細はෆ明である。埋土΍形ଶ౳、SD4011と類ࣅして͓り、͜ちら΋
SD4011と同͘͡時期的に৽しい΋のであるՄೳੑがある。
S%4035（第69図）
ௐࠪ区の๺ଆにҐஔし、๺౦ʵೆ੢ํ޲（/r38˃ɻ &）΁௚ઢ的にԆͼている。ೆ ౦ଆを֧乱にΑっ

て切られて͓り、区内では௕さ̒N分のΈが確認できる。෯1�3～1�5N、ਂさ0�6～0�7Nをܭり、
。形をఄするࣈの؇΍かな「7」ࣼ܏のஅ面は΍΍ߔ。のઌ端、つ·り๺౦ଆでは࣍第にઙ͘なるߔ
น面は௚ઢ的にԆͼて͓り、底面はڱい。
埋土の上半部分には、ߔ中ԝ部を中৺にଟ͘の遺物΍᛽が含·れている。土師質・瓦質土器΋େย

であり、あ·りຎ໓をして͓らͣ、第71図１にࣔす、土師質のߦՐは、つͿれた状ଶで出土していた。
出土遺物（第70・71図）
ʤ第70図ʥ１は陶器࿶の口縁部ย。２はⅠ類のཽ泉窯系青磁࿶の底部ย。３・４はே઱陶器の底部
ย。ࠐݟと৞付に目跡が࢒る。̑はඋ前মのすりു。̒はଢ଼壺、̓は؅状土錘。̔～11は土師࿶、
12～14は土師皿で、いͣれ΋底面は糸切りにΑる。15は滑石製の石錘。
ʤ第71図ʥ１は土師質のߦՐ。底面の࢛۱に足部を༗する。２・３は土師質のすりു。４・̑は土
師質のು。いͣれ΋底面にഗが付ணしている。̒はؙ瓦。目݀を༗し、Ԝ面には෍目痕が࢒る。̓は
。瓦の瓦౰ยであるؙݢ
その他、ߔの中Ґ（２層）から、ޒ輪ౝのҰ部が出土している（第69図下）。

ï２）井戸（S&）
SE4070（第72図）
４区で確認できた井戸は１جのΈである。ௐࠪ区๺ଆにҐஔし、SD4035を切りࠐΜで͓り、ೆଆ

の掘ํのҰ部を֧乱にΑりࣦっている。࢒ଘ部分から類ਪすれ͹、井戸の掘ํは平面径２N程の円
形をఄし、ඪ高1�7NҎ下では瓦૊にΑる井ଆ΋࢒ଘしている。井ଆは４ஈ分があり、底面には４ஈ
目とॏなって໦Գをઃஔしている。ඪ高0�6N付ۙで༙ਫがܹし͘なり、掘࡟をஅ೦した。
出土遺物（第73図̒～̔）
１は土師坏、２は土師皿で、ڞに底面は糸切りにΑる。̔はᶞ類の白磁࿶で、ࠐݟΈの釉を輪状に

ૡきऔっている。いͣれ΋掘ํの出土。
ï３）土坑（SK）
S,4001（第72図）
ௐࠪ区のೆ端にҐஔし、そのҰ部をSK4071に切りࠐ·れている。平面は௕さ2�2N、෯1�8N程の

۱ؙ௕ํ形をఄし、ਂさは0�4～0�5Nをଌる。ཱち上がりは؇΍かで、底面は平坦である。
出土遺物
図ࣔに଱͑ない小ยが出土している。

S,4033（第72図）
ௐࠪ区の๺ଆにҐஔし、SK4034を切りࠐΜで͓り、๺੢ଆのҰ部は֧乱にΑりࣦΘれている。ͩ

が、平面形は2�3ʷ2�1Nのෆ੔円形をఄするとい͑Α͏か。ਂさは0�1～0�2Nをଌる。น面のཱち
上がりはΏる΍かで、底面΋Ԝತがܹしい。埋土はࠇ褐色（7�5YR3/2）をओとし、遺構内部にはେ
小の᛽がࢄ乱している。େ半が底面から༡཭して͓り、ྲྀれࠐΈにΑるࠞೖである。



Ѹ 131 Ѹ 

1ｍ0

第7�図　㸲区S'���࣭S.࣭SE（1/�0）

4003

4001

1

1

2

2

4012

4039

4071

4039

4033

3

4034

4070

2
.
3
m

2
.
3
m

2.3m

2.3m

2.3m

2.5m

2
.
3
m

2
.
3
m

2.3m

A
$
͛

A
$
͛

B
%
͛

B
%
͛

1㸬〓Ⰽ◁（7��<5�/�）
�㸬〓Ⰽ◁（7��<5�/6）

1�㯮〓Ⰽ◁（7��<53/�）
��〓Ⰽ◁（7��<5�/3）
3�〓Ⰽ◁（7��<5�/3）

~
 

-, I/））◎/‘ ° 

＼
 

t-

ロ

9
,
 

,．
,
9
 

,
 
．．
． ．
 

,
 

•• 

,
 

’̀’ 

＼
 

ー
ミ
＼

三C) □゚□言
／口fi

／ - I, 

！ 

I I 
I , ＜〉 0

一 9， 四ク
0心心D¥

゜｀疇 ］ぃ
＼ 
O’ 

＼ 心 0 I ¥ I 
I 
／ 

~ 

，、

oO 



Ѹ 132 Ѹ

10cm

10cm0

0

1

3

4034 4070

4039

4

5

6

7

8

2

㸦�ࠥ�㸧

㸦1ࠥ�㸧

第73図　㸲区S.࣭SE出土遺物（1/1/3ࠊ�）

出土遺物
図ࣔに଱͑ない小ยが出土している。

S,4034（第72図）
SK4033の౦ଆにҐஔし、੢ଆのҰ部を切りࠐ·れている。そして、後ड़するSK4039の΄とΜͲ

をਅ上から切りࠐΜでいる。平面は1�6ʷ1�1N程のପ円形をఄする΋のとい͑Α͏か。ਂさは0�1N
程とઙい。น面のཱち上がりはなͩらかで、その··底面΁とଓ͘。SK4034・4039には᛽౳がࢄ乱
していたが、出土Ґஔはいͣれ΋ઙ͘、SK4034に൐͏΋のである͜とが分かる。᛽にࠞ͡り、ು、
ᙈといったେܕ品のഁยが出土している。
出土遺物（第73図１～３）
１・３は土師質のುで、ڞに口縁端部をਫ平ํ޲΁ંりۂげている。外面にはഗが付ணする。２は

須ܙ質のᙈで、಑部外器に֨子目λλΩをࢪす。
S,403�（第72図）
SK4034の௚下にҐஔし、遺構のେ半が切りࠐ·れているが、SK4034はઙい土坑であり、そのௐ

ࠪऴྃ後にશ形をӐ͏͜とができた。平面は௕さ1�4N、෯0�7～0�9N程の۱ؙ௕ํ形をఄし、๺ଆ
の෯がएڱׯい。ਂさは0�3～0�4Nである。น面のཱち上がりは明確で、底面΋平坦である。
出土遺物（第73図４・̑）
４は土師質のすりു。̑は土師皿で、底面は糸切り。
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S,4071（第72図）
SK4001の੢ଆにҐஔし、そのҰ部を切りࠐむ。ਂさは0�3N程で、น面のཱち上がりはなͩらか

である。遺物は出土していない。
ï４）໦ุ׹（S5）
ௐࠪ区の౦ଆで、ಛ௃的な土坑のҰ（4009～4005）ج̑、܈をݕ出した。１カॴにू中してଘࡏ

して͓り、その内の４（4009～4006）جはॏ層的な切り合いؔ܎にある。Ճ͑て、それͧれの࣠ઢ
が平ߦ΋し͘は௚ަして͓り、ޓいにີ઀なؔ࿈がある土坑であると͑ߟてྑいͩΖ͏。平面形は円
形（4005）、௕ํ形（4006）、۱ؙ略ํ形（4007・4008）とଟ༷であり、土坑のਂさ΋、ઙい΋のか
ら（4004）から、໿１Nのਂい΋の（4006）·でଘࡏする。̑جの内４（4009・4007～4005）ج
土坑底面に平石がฒ΂られて͓り、後ड़するΑ͏に4005・4006の底面から釘が出土した͜とから、
底面の平石を׹台と൑அし、͜れら̑جの土坑を内部に໦׹౳をऩΊる໦ุ׹（S5）と͑ߟ、Ҏ下
にهड़する。
S54005（第74図）
໦܈ุ׹の๺੢ଆにҐஔし、S54004のҰ部をΘͣかに切りࠐΜでいる。౦ଆのҰ部を֧乱にΑり

ࣦっているが、平面は径1�2N程の円形をఄする΋のと͑ߟてྑいͩΖ͏。ਂさは0�3～0�4Nをଌる。
น面のཱち上がりは؇΍かであるが、底面は平坦である。ุ坑底面では᛽̔をݕ出した。内、େきΊ
の᛽̑は࢛۱とその中৺、つ·りᩱの目「ޒ」と同༷の഑ஔをऔっている。ೆ੢半部分にෑきฒ΂て
͓り、๺౦半部分にはଘࡏしない。᛽は平石をओとし、ද面は平坦になるΑ͏ઃஔされている。遺物
は、図ࣔした土器ย౳の他、底面から釘のഁยが１఺出土している。
出土遺物（第75図22～24）
22は須ܙ質のു、口縁部ย。23・24は土師皿である。

S54006（第74図）
໦܈ุ׹の中ԝにҐஔする。遺構掘࡟時、S54008との切り合いは൑વとしなかったが、அ面図（第

74図上）をΈれ͹、S54008にઌߦする͜とが分かる。平面は௕さ1�8N、෯0�7～1�1Nの௕ํ形を
ఄし、ਂさは1�0～1�1Nである。ุ坑の底面は௕さ1�3N、෯1�2～1�1Nの௕ํ形をఄし、๺౦ଆが
΍΍෯޿となる。底面からは、底面௕ลଆにそれͧれ̑、๺౦端と中ԝに１ͣつの᛽12ܭの᛽が確
認できた。ุ坑の࣠ઢからࠨӈରশとなる᛽の഑ஔからは、ઃஔऀの明確なҙ図を؃てऔる͜とがで
きる。᛽は平坦面を上にし、高さをそΖ͑ている。ุ坑の࣠ઢは/r120˃ɻ 8である。な͓、
S54006ೆ౦ଆ短ลからは、ೆ౦ํ޲΁Ԇͼるߔが付ઃしている。͜れはS54006にؔ࿈する遺構と
。ているが、後ड़するSX4071に൐͏Մೳੑ΋൱ఆできない͑ߟ
ุ坑の底面ۙ͘からは、釘２が出土した。ݪҐஔをه࿥する͜とはできなかったが、͜の遺構に൐

͏͜とは確࣮である。遺構の形状΍底面の᛽の༗り༷をΈれ͹、釘は໦׹のଘࡏをࣔし、底面の᛽は
であると（ุ׹໦）る͜とができるͩΖ͏。したがって͜の遺構はุ͑ߟೳしていたとػ台として׹
൑அした。
と͜Ζで、遺構ݕ出中、S54006の౦۱部から׬形のؙ瓦（第75図16）がԜ面を上޲きに出土し、

その下から石錘11（第75図１～11）が出土した。ෆ஫ҙにΑり、ه࿥をऔらͣऔり上げてし·った
が、͜れらはS54006にରするݙڙ౳の目的にΑりஔかれたと൑அしている。その内の３఺はุ坑内
にྲྀれࠐむ形でݕ出された。その他、埋土内から΋４఺の石・土器ย錘（第75図12～15）が出土し
ている。
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·た、S54006のೆ౦下半部は上面から他遺構（SX4071）にΑって切りࠐ·れている（第74図ഁ
ઢ部分）。それは径1�2N程の平面円形を૝ఆでき、S54006の掘りࠐΈ部分の௚上にଘࡏする。ਂさ
は0�5N程。土層図では、１～10層·でが͜の埋土に૬౰し、11層はSX4071掘࡟時のS54006น面
の่མ土である。埋土には、୸・ম土・೪土մ・ඃ೤痕跡のある石材がࠞ͡り、土層図からは小さな
埋຅୯Ґをࢦఠする͜とができる。୲౰ऀは、͜のۙྡにԿかのম੒遺構があり、SX4071はその࢒
ᕥのഇغ土坑であるՄೳੑを͑ߟている。
出土遺物（第75図１～21）
16は土師質のؙ瓦、１～11は16の下から出土した滑石製の石錘である。１・11のΈॎԣे޲ํࣈ

に切目をࢪす。12～15はุ坑内出土の錘で、13は土師質、他は滑石製。14はະ੒品か。17・20はછ
付で、17は$܈の皿、20は$܈の࿶である。19はⅠ類のཽ泉窯系青磁࿶。18は土師皿、21はඋ前ম
のすりു。
S54007（第74図）
S54006の๺౦ଆにฒྻしてଘࡏし、ೆ੢ଆをS54006、౦۱のҰ部をS54005に切りࠐ·れてい

る。平面は௕さ1�25N程の෯޿な۱ؙ௕ํ形をఄするとい͑Α͏か。ਂさは0�2～0�3Nである。น
面はਨ௚ۙ͘にཱち上って͓り、底面は平坦。底面の平面形΋ุ坑平面と同͘͡෯޿な۱ؙ௕ํ形で
ある。ุ坑内のೆ౦ଆ۱部に᛽１をݕ出した。͜の᛽はፏ平で、ุ坑底面ではແ͘ΘͣかにුいたҐ
ஔにଘࡏしている。SX4071掘࡟時のӨڹをड͚たのͩΖ͏か。な͓、遺物は確認できなかった。
S54008（第74図）
S54006の੢ଆにҐஔし、S54006・4009を切りࠐΜでいる。໦܈ุ׹中、࠷΋৽しい遺構である。

๺੢ଆはௐࠪ区外にあり、そのશ形をӐ͏͜とはできないが、࢒ଘ部で௕さ1�8N、෯0�9ʴЋNを
の۱ؙ௕ํ形をఄする΋のͩΖ͏。น面はਨ௚ۙ͘にཱち޿り、平面は۱ؙの略ํ形、΋し͘は෯ܭ
上がり、底面は平坦である。ਂさは0�7N程。ࠓใࠂでは໦ุ׹としているが、͜ れのΈ底面に᛽（׹
台）を確認して͓らͣ、その認ఆには໰୊を࢒している。
出土遺物（第75図25～28）
25は白磁皿口縁部ย。26は瓦質の፻ു。27は石ು。28は土師坏である。

S5400�（第74図）
S54006のೆ౦ଆ、๺੢ଆにS54008にଘࡏする。遺構のଟ͘を͜の྆ऀに切りࠐ·れて͓り、௕

さ0�9N、෯0�5N分のΈが࢒ଘする。遺構の࣠ઢはS54008に平ߦし、S54006に௚ަする΋のͩΖ͏。
น面のཱち上がりはٸ角౓であるが、ุ坑ೆଆ۱部は２ஈの掘りࠐΈとなって͓り、ཱち上がり途中
に平坦面がある。ਂさは0�3～0�4Nをଌる。底面には１ྻ３石の᛽がݕ出された。いͣれ΋平坦面
を上にし、௚ઢ的に഑ྻされている͜とから、S54006ྫと同͘͡໦׹౳の׹台としてػೳした΋の
ͩΖ͏。SX4071のӨڹにΑり、๺ଆの᛽はݪҐஔをอっていない。な͓、遺物は確認できなかった。
ï̑）その他の遺物
֧ཚग़౔ͷҨ෺（第76図１・４・̑）
１・４はே઱陶器の࿶。̑は土師皿で、底面は糸切りにΑる。

Ҩߏ໘۷Լதग़౔ͷҨ෺（第76図２・３）
２・３はཽ泉窯系青磁。２は࿶で、外面に᭩࿇หจをࢪす。３は皿で、内面ࠐݟにՖจをࢪす。
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4071埋土
1．明褐（7.5YR5/6）
2．暗褐（7.5YR3/3）
3．明褐（7.5YR5/6）
4．暗褐（7.5YR3/4）
5．暗褐（7.5YR3/4）
6．褐（7.5YR4/4）
7．にぶい褐（7.5YR5/3）
8．褐（7.5YR4/4）
9．にぶい褐（7.5YR5/4）
10．褐（7.5YR4/3）
11．灰褐（7.5YR4/2）

4008埋土
1．褐（7.5YR4/3）
2．暗褐（7.5YR3/2）
3．にぶい褐（7.5YR5/4）
4．明褐色砂（7.5YR5/6）

4006埋土
5 暗褐（7.5YR3/4）
6 明褐色砂（7.5YR5/6）

4006埋土
12．明褐色砂（7.5YR5/6）：壁面崩落土
13．にぶい褐（7.5YR5/4）
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ୈ̐અɹ̒۠ͷௐࠪ
̍．ௐࠪͷ֓ཁ
̒区は２区の๺౦ଆ΁ଓ͘ௐࠪ区であり、かつてのอଘ図ॻؗ前（๺੢ଆ）にҐஔする。ௐࠪ面積

は400�9ᶷである。ௐࠪはഉ土ॲཧの౎合から、ௐࠪ区をೋ分してߦなった。·ͣ๺౦ଆからௐࠪに
ணखし、ॏػにΑりඪ高3�2N程のݱ஍දから0�6～0�7N·でのද土ണ͗をߦなって、େֶ଄੒時の
٬土（ްさ0�2～0�3N）΍֧乱土（ްさ0�4N程ʀ褐色砂質土：7�5YR4/3）をআڈし、ඪ高2�6N前
後の砂ٰ面であるᒵ色砂層（7�5YR6/6）上面Αりௐࠪを։࢝した（１区）。そしてऴྃ後に土砂を
൓సし、࢒りೆ੢ଆのௐࠪをߦなっている（２区）。
砂ٰ面であるᒵ色砂層はްさ0�1～0�2N程で、その下にはްさ0�1N前後の明褐色細砂層

（7�5YR5/6）、そしてҎ下がᒵ色粗砂層（7�5YR6/6）となる。
̒区΋·たܹし֧͘乱をड͚て͓り、２区を中৺にॴଐ時期のෆ明なப݀΍土坑、ߔといった遺構

がଘࡏするのΈである。その中で、ௐࠪ区中ԝに͓いて確認した井戸（S&6010）について、Ҏ下に
そのॴݟをड़΂る。

̎．ҨߏͱҨ෺
ï １）井戸（S&）
SE4010（第78図）
ௐࠪ区の中ԝにҐஔし、遺構の๺੢ଆはௐࠪ区外にଘࡏするが、平面は4�3ʷ3�5N程のପ円形を

ఄする΋のͩΖ͏。たͩ、井戸の๺ଆは２ஈの掘ํとなって͓り、அ面をΈれ͹、͘͝ઙい１ஈ目の
後、޿い平坦面がଘࡏしている͜とが分かる。したがって、ࠓճݕ出した石૊Έを内部にऩΊる掘ํ
は井戸を中৺とした2�8Nの円形をఄしている。井戸ଆは石૊ΈにΑる΋ので、内径は0�8～0�9Nを
ଌる。ओに石材をԣҐにਾ͑て、４～̒ஈ積Έॏねて͓り、内面は平滑に੔͑ている。石૊Έはਂさ
１N程が࢒ଘして͓り、石૊底面に౰たるඪ高1�0NҎ下からは径0�6N程の໦Գがਾ͑られている。
༙ਫのたΊ、໦Գ内の掘࡟はߦなっていない。ௐࠪ時、井戸石૊Έの中にはଟྔの᛽が౤غされて͓
り、底面中ԝにはๅᝫҹౝのૅجが౤غされていた。·た、͜のௐࠪでは石૊Έのݕ出·でにࢭΊ、
石૊Έをআڈした掘ํશ体の׬掘はߦなっていない。
出土遺物（第79図）
２・３・̑～̔・11が井戸ݕ出中の出土遺物、１・４・̕・10は掘ํ内出土の遺物である。１は陶器

のළ、２は瓦質のזである。３は瓦質のՐു。̒～11は土錘である。
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第76図　㸲区その他の遺物（1/3）
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ï ２）その他の遺物
２・４・̑・̕・12・14は֧乱中の出土、その他は遺構ݕ出中の出土である。１は口禿の白磁࿶。２

～４・̕・10はⅠ類のཽ泉窯系青磁࿶で、２・３・̕は外面に࿇หจ、４はยூりにΑるՖจをࢪす。
̑はᶞ類の白磁࿶。ࠐݟΈ部分の釉を輪状にૡきऔっている。̒はᶚ類の白磁࿶底部ย。̓はே઱陶
器の࿶底部ยで、内面ࠐݟと৞付に目跡を࢒す。̔は瓦器࿶の底部ย。11・12は同安窯系青磁。11は
࿶で、外面に۳目จをࢪす。12・15は皿で、内面ࠐݟに۳状ࢪจ۩にΑるจ༷をࢪす。13・14は青磁
皿の底部ย。16は青磁の合子֖。17は陶器のുで、釉はにͿい੺褐色をఄする。಑部は上半部で内
࿷し、口縁端部はංްさͤ、外ଆ΁ؙΊࠐΜでいる。
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第78図　６区SE6010（1/�0）
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ʲߟࢀจݙʳ
小໺ਖ਼හ1982「15、16世紀のછ付࿶、皿の分類とその時୅」h ๵қ陶磁ڀݚ /0�2ʱ೔ຊ๵қ陶磁ݚ
ձڀ
Ұฤ2000h྄࡚ٶ େ࠻෎৚๥跡ᶠᶛ�陶磁器分類ฤ�ʱଠ࠻෎のจԽࡒ第49ू　ଠ࠻෎ڭࢢҭҕһ
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第79図　６区SE6010出土遺物（1/3）

第80図　６区その他の遺物（1/3）
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第79図　６区SE6010出土遺物（1/3）

第80図　６区その他の遺物（1/3）

[
，

◎
 

~-0 
〗
□
0

凰
0

。

[
[
 

-―
 

」い

。

｀^
 

□三/ へ /／(¥l／(
、三 ’ ',
二 、 (4)二／＇、 ス'’’;、
三， ＼二‘[ 、一三
- ＼口□三プ マ戸

欠‘¥¥込専以竺翌必り力？入

、＼二土＝ニグ＇

／ 
、＼こ三ニジグ＇

[
、
＼
 

，
 



ᅗ∧㸯

ձ㸰区඲ᬒ（༡ᮾࡽ࠿）

ղ 2区༡ᮾഃ（ᮾࡽ࠿）

ճ 2区໭すഃ（༡ᮾࡽ࠿）



ᅗ∧㸰

ձ2区ㄪᰝ区୰ኸ㒊（ᮾࡽ࠿）

ղ 2区ㄪᰝ区୰ኸ㒊༡ᮾഃ

（໭ᮾࡽ࠿）

ճ 2区ㄪᰝ区୰ኸ㒊໭すഃ

（༡ᮾࡽ࠿）



ᅗ∧㸱

ձ4区༡すഃ඲ᬒ（໭ᮾࡽ࠿）

ղ4区໭ᮾഃ඲ᬒ（༡すࡽ࠿）

ճ 4区໭ᮾഃ᏶᥀≧ἣ

（໭ᮾࡽ࠿）



ᅗ∧㸲

ձ 4区 S'4035ࠊS.4034࣭ 4039

（໭ᮾࡽ࠿）

ղ 4区 S'4045࣭S(4070

（༡すࡽ࠿）

ճST4005〜4009（༡ᮾࡽ࠿）



Ѹ 145 Ѹ 

第４ষ　第108࣍ௐࠪのه࿥

ୈ1અɹௐࠪͷ֓ཁ
第108࣍ௐࠪ஍は۝भେֶچശ࡚Ωϟンύス内、৺ཧֶࣨڭとֶ޻

部ຊؗの੢ଆにҐஔする。
遺構面はݱ஍ද面下ô1�6～1�3N、ඪ高1�4～2�0Nの明褐～փ白色

砂上である。遺構面はۃ細砂～粗砂のޓ層でϥϛφ状をఄし、େֶߍ
ࣷ౳のݐઃ・ղ体にΑる࡟平・攪乱がݦஶである。Αってେ半の部分
で遺構面の௚上·でݱ୅の੝り土が堆積していた。
ຊௐࠪは࢖用中のഉਫ؅΍ి࿏、ཱ໦・ं྆用通࿏・࡞޻物౳にΑ

りଟ͘の部分でௐࠪをஅ೦ͤ͟るをಘなかった。ࠓճは2かॴに分͚
てௐࠪを࣮ࢪし、それͧれ第108࣍ௐࠪ1区・2区とݺশする。
ப݀・ϐット・ج土ᆮ2・ج出した遺構は、井戸6ݕճのௐࠪでࠓ

である。井戸はす΂て1区でݕ出され、1جがۙ世Ҏ߱、それҎ外は
13～15世紀୅と͑ߟられる。土ᆮの͏ち1جは׬形の龍泉窯系青磁碗
΍鉄釘が出土している͜とから໦ุ׹と͑ߟられる。ϐットにはࠜ石
を༗する΋のがありப݀と͑ߟられる。

ୈ2અɹҨߏͱҨ෺
1．ҪށʢSEʣ
ᶃSE01ʢୈ84ਤʣ
1区ೆ౦縁ล部でݕ出した。S&02を切り、S&05・06と切り合͏。

平面形はෆ੔円形とਪଌされ、࠷େ径2�7Nをଌる。அ面は井ଆ࢒ଘ
部上端から20cN·で؇΍かに下るが、それҎ下はٸにਂ͘なる。ඪ
高2�45Nで੅Μͩ஍下ਫが༙ਫし、น面の่յがࢭ·らͣඪ高2�0N
Ҏ下の掘࡟はஅ೦ͤ͟るをಘなかったが、井ଆの࢒ଘ状گからݕ出面
上端から1�2～1�4Nで底部にୡするとਪଌされる。埋土は褐փ色砂で
鉄分が௜ணする。井ଆの内外で土質にݦஶなࠩはない。井ଆは掘ํの
中ԝ部、ඪ高2�05N付ۙで上端をݕ出した。内径80cNをଌる໦Գを
利用している。ଆ൘は෯10cN前後をଌり、࢒ଘ௕45cN前後である。
ଆ൘のଟ͘は腐ٺがਐΈ、औり上げる͜とはできなかった。な͓、ଆ
൘を݁ۓするᝣはݕ出できなかった。

ग़౔Ҩ෺ʢୈ85ਤʣ
遺物はओに井筒の外から出土した。6の龍泉窯系青磁碗からS&01

は15世紀前半頃に構ஙされた΋のとਪଌされる。
1～4は土師器坏である。1のΈ׬形で出土。いͣれ΋底面糸切りで

1は൘状ѹ痕を༗し、底面がްい。2は内底面から打ܸにΑって径
4NN前後のઠ޸がなされる。5は白磁碗の小ยである。内面には、褐
色の釉でจ༷がඳかれる。6は龍泉窯系青磁小碗である。底部のഁย
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第82図　第108ḟㄪᰝ1区඲య図（1/150）
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第83図　第108ḟㄪᰝ2区඲య図（1/100）
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で器นはްい。փ྘色の釉がް͘
ֻかりશ体にණ྾がある。7はӽभ
窯系青磁皿である。底部の小ยで
୶྘色の釉が͏すֻ͘かる。ম੒
はྑ޷で胎土はೕ白色をఄする。8
はఱ目碗である。体部の小ยで内
面と外面の上部はࠇ褐色の釉が͏
すֻ͘かる。内面には砂目痕が、
外面にはϔϥ࡟りの痕が࢒る。9は
高ྷ青磁碗の小ยである。શ体に
փ྘色の釉が͏すֻ͘かり৞付と
る。内面には࢒Έに砂目痕がࠐݟ
白土にΑる৅ቕがࢪされる。10は
瓦質土器である。ॴҦಸྑՐുで
口縁部の小ย、外面にՖจのスλ
ンϓと輪Ֆのڥքが࢒る。11は土
師器高坏である。٭部の小ยで外
面はϔϥϛガΩで࢓上げられる。
12は瓦ۄでຏ໓がݦஶである。ॏ
ྔ20�1Hをଌる。13はፏ平なପ円
形の円᛽でࡲ過にΑるຏ໓が࡯؍
できる。ॏྔ9�9Hをଌる。14は滑
石製石ುのՃ޻品である。外पに
Ӷ利な޻۩にΑるߔがࢪされ、௚
ํ体状のૉ材をෳ਺ંりऔるたΊ
の΋の。ॏྔ76�4Hをଌる。

ᶄSE02ʢୈ84ਤʣ
1区ೆ౦縁ล部でݕ出した。

S&01ŋ05ŋ06に切られる。平面形
はෆ੔円形とਪଌされ、࠷େ径
2�35Nをଌる。அ面は井ଆ࢒ଘ部
上端·で؇΍かに下るが、それҎ
下はٸにਂ͘なる。ඪ高2�45Nで
੅Μͩ஍下ਫが༙ਫし、น面の่
յがࢭ·らͣඪ高2�25NҎ下の掘
、はஅ೦ͤ͟るをಘなかったが࡟
井ଆの࢒ଘ状گからݕ出面上端か
ら0�7Nで底部にୡするとਪଌされ
る。埋土は҉ԫ褐色砂で井ଆの内第84図　第108ḟㄪᰝ᳨ฟ஭ᡞᐇ 図（1/60）
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第87図　第108ḟㄪᰝS(01࣭ 05࣭ࠊ02 06ฟ土㑇≀ᐇ 図（1/3）

第86図　第108ḟㄪᰝS(02࣭ 03ฟ土㑇≀ᐇ 図（1/3）

第85図　第108ḟㄪᰝS(01ฟ土㑇≀ᐇ 図（1/3）
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外で土質にݦஶなࠩはない。井ଆは掘ํの中ԝ部、ඪ高2�4N付ۙで上端をݕ出した。内径60cNを
ଌる໦Գを利用している。ଆ൘は෯8cN前後をଌり、࢒ଘ௕20～35cN前後である。ଆ൘を݁ۓす
るᝣはݕ出できなかった。

ग़౔Ҩ෺ʢୈ86ਤɾୈ87ਤʣ
遺物はগな͘時期をܾΊ೉いが、S&01に切られる͜とから14世紀຤～15世紀ॳ಄頃の構ஙになΖ

͏か。
1は碗の小ยである。口縁部は外൓し内外面ແจで෱࢈ݐ白磁か。2は白磁皿の底部である。体部

はす΂てࣦΘれ人ҝ的にׂりऔられたՄೳੑがある。3はᎬുである。ম੒がෆྑで胎土は土師質ͩ
が、外面にփ色をఄする層があり࢑ఆ的に瓦質土器とする。底部の小ยで5৚1୯ҐのᎬり目が࢒る。
その他、S&01にؼଐするՄೳੑがある遺物を第87図にࣔす。1～4は土師器で、1は坏、2ŋ3は小

皿である。いͣれ΋糸切り底で൘状ѹ痕はない。4はଢ଼壺の小ยである。

ᶅSE03ʢୈ84ਤʣ
1区中ԝ部でݕ出した。平面形はପ円形をఄし、௕径1�9N、短径1�5Nをଌる。அ面はٯ台形をఄ

するが、ඪ高0�8Nで੅Μͩ஍下ਫが༙ਫし、น面の่յがࢭ·らͣそれҎ下の掘࡟はஅ೦ͤ͟るを
ಘなかった。埋土は掘ํがԫ褐色砂、井ଆの内ଆはփ色砂で人ҝ的に埋Ίられている。井ଆは掘ํの

第90図　第108ḟㄪᰝSR03ᐇ 図（1/60） 第91図　第108ḟㄪᰝSR03ᐇ 図（1/60）

第89図　第108ḟㄪᰝS.13ฟ土㑇≀ᐇ 図（1/3）第88図　第108ḟㄪᰝ

S.13ᐇ 図�1/60）
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中ԝ部、ඪ高0�8N付ۙで上端をݕ出した。内径70cNをଌる໦Գを利用している。ଆ൘は෯12cN前
後をଌる。ଆ൘を݁ۓするᝣはݕ出できなかった。

ग़౔Ҩ෺ʢୈ86ਤʣ
遺物はগな͘時期をܾΊ೉いが、6の褐釉陶器から13世紀後半～14世紀前半頃の構ஙになΖ͏か。

4ŋ5は土師器皿である。いͣれ΋底部は糸切りで൘状ѹ痕はない。6ŋ7は褐釉陶器壺である。6は口
縁部の小ยで口縁のஅ面はࡾ角形状をఄする。7は底部の小ยで上げ底状となる。
ᶆSE04ʢୈ84ਤʣ
1区中ԝ部でݕ出した。平面形はෆ੔円形をఄし、௕径2�4N、短径2�2Nをଌる。埋土は掘ํがԫ

白色砂、井ଆの内ଆは҉փ色～ࠇ褐色砂で小円᛽を含む。井ଆは掘ํの中ԝ部、ඪ高0�95N付ۙで
上端をݕ出した。瓦૊Έの井戸でۙ世Ҏ߱の構ஙと͑ߟられる。
ᶇSE05ʢୈ84ਤʣ
1区ೆ౦縁ล部でݕ出した。S&01に切られ、S&06を切る。平面形はෆ੔円形とਪଌされ、அ面は

井ଆ࢒ଘ部上端から؇΍かに下る。ඪ高0�9Nで੅Μͩ஍下ਫが༙ਫし、น面の่յがࢭ·らͣそれ
Ҏ下の掘࡟はஅ೦ͤ͟るをಘなかったが、井ଆの࢒ଘ状گからݕ出面上端から0�9Nで底部にୡする
とਪଌされる。埋土は褐փ色砂で鉄分が௜ணする。井ଆの内外で土質にݦஶなࠩはない。井ଆは掘ํ
の中ԝ部、ඪ高0�8N付ۙで上端をݕ出した。内径80cNをଌる໦Գを利用している。ଆ൘は෯10～
12cN前後をଌり、࢒ଘ௕40cN前後である。ଆ൘を݁ۓするᝣはݕ出できなかった。
ग़౔Ҩ෺ʢୈ87ਤʣ
遺物がগな͘時期をܾΊ೉いが、S&01に切られる͜とからࣨொ期の構ஙとなΖ͏か。
5～7は土師器坏の小ยである。いͣれ΋ຏ໓がݦஶである。

ᶈSE06ʢୈ84ਤʣ
1区ೆ౦縁ล部でݕ出した。S&05に切られる。平面形はෆ੔円形とਪଌされ、அ面は他の井戸にൺ

しٸ角౓に下る。ඪ高1�0Nで੅Μͩ஍下ਫが༙ਫし、น面の่յがࢭ·らͣそれҎ下の掘࡟はஅ೦
ͤ͟るをಘなかったが、井ଆの࢒ଘ状گからݕ出面上端から0�75Nで底部にୡするとਪଌされる。埋
土は褐փ色砂で鉄分が௜ணする。井ଆの内外で土質にݦஶなࠩはない。井ଆはඪ高1�0N付ۙで上端
をݕ出した。内径70cNをଌる໦Գを利用している。ଆ൘は෯10cN前後をଌり、࢒ଘ௕20～30cN
前後である。ଆ൘を݁ۓするᝣはݕ出できなかった。

第92図　第108ḟㄪᰝฟ土▼㗽࣭土㗽࣭土〇ရᐇ 図（1/3）
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ग़౔Ҩ෺ʢୈ87ਤʣ
遺物がগな͘時期をܾΊ೉いが、S&05に切られる͜とからࣨொ期の構ஙとなΖ͏か。
6はࠇ色土器"類࿶の小ยで۝भ系ᶚ類にあたるか。7は土師器小皿である。൘状ѹ痕はない。

2．౔ᆮʢS,ʣ
ᶃS,13ʢୈ88ਤʣ
1区ೆ部、トレンν状に֦ுした範囲でݕ出した。౦半がௐࠪ区外となるがෆ੔円形の土ᆮとਪଌ

される。埋土はେ半が҉փԫ色砂で人ҝ的に埋Ίられるが、底部に༗ػ物を含む҉փ色のࣗવ堆積層
が࡯؍でき、埋Ίられる·でҰఆ期ؒ์ஔされていた༷子がӐ͑る。

ग़౔Ҩ෺ʢୈ8�ਤʣ
1ŋ2は口禿げの白磁碗。3は龍泉窯系青磁碗である。13世紀後半～14世紀前半頃の土ᆮと͑ߟられ

る。

3．໦ุ׹ʢS3ʣ
ᶃS303ʢୈ�0ਤʣ
2区੢部でݕ出した。౦นೆ端部で鉄釘が1ຊ出土して͓り、໦ุ׹と͑ߟられる。平面形は۱ؙ

௕ํ形とਪଌされ、ਂさ8～10㎝とେき͘࡟られる。底面はԜತがな͘平坦である。埋土は୸Խ物を
含むԫ白色砂である。໦׹の痕跡はݕ出できなかった。

ग़౔Ҩ෺ʢୈ�1ਤʣ
1は龍泉窯系青磁碗である。΄΅׬形で内面はຏ໓がਐむ。底面ۙ͘にਖ਼ஔした状ଶで出土して͓

り׹外にஔかれていた΋のか。釉は୶い青྘色で12世紀後半頃の໦ุ׹と͑ߟられる。

4．ͦͷଞͷҨ෺
ᶃੴ਴ɾ౔਴ɾ౔੡඼ʢୈ�2ਤʣ
1～4は滑石製石錘である。௕ลํ޲にߔをつ͘り1はେܕでॏྔ360Hをଌる。1は1区น面、その

他は1区S&01出土。5～10は土錘である。いͣれ΋1区S&01・02出土。径2～5NNのؙ๮に೪土を
の۩ړ用にΑって欠ଛし໢状の࢖の྆端は޸。上げる࢓き付͚てつ͘る。9は器นをϔϥϛガΩでר
縁ลに通して࢖用した΋のと͑ߟられる。11はٿ形の土製品とਪଌされ、内部を中ۭにつ͘る。

ᶄۚଐثɾમ՟ʢୈ�3ਤʣ
1～5は鉄製品。いͣれ΋1区S&01出土。1ŋ2は౛子で1はฑの໦質が࢒る。２はݮ͗ݚりがݦஶ

である。3はڒのઌ端部でਕ部にΞαϦは確認できない。4ŋ5は᭲か。6は銅製౛૷۩で࢑ఆ的にৌ৲
ۚ۩とする。1ຕの銅൘をۂげてつ͘り上部に釘޸を1カॴ༗する。౏ۚの痕跡は࡯؍できない。7ŋ8
は銅銭である。7はߖ૙通ๅ。銭จは明ྎである。8は3ຕॏなった状ଶで出土し、上からఱ੟元ๅ、
淳ᗁ元ๅ、元祐通ๅ·たは元ූ通ๅである。銭面のຏ໓がݦஶで៝銭のҰ部か。

第93図　第108ḟㄪᰝฟ土㔠ᒓჾᐇ 図（1/3）
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ॴऩ遺跡໊ छผ ओな時୅ ओな遺構 ओな遺物 ಛ߲ࣄه

ശ࡚遺跡

ूམ 中世
ุ・土ᆮ・井戸・ߔ

・஁໶࿍

土師器・須ܙ器・陶磁器・

瓦・土製品・石製品・

ۚଐ器

ूམ ۙ世 土ᆮ・井戸
土師器・陶磁器・土製品・

瓦・ۚଐ器

ཁ 　 ໿

ຊॻにॴऩされたൃ掘ௐࠪはす΂て۝େശ࡚Ωϟンύス跡஍内で࣮ࢪされた΋のである。͜れらのௐࠪにΑって

ैདྷෆ明であったശ࡚遺跡๺端部の༷૬がҰ部ながら明らかになった。

いͣれのௐࠪに͓いて΋طଘݐ物のૅجにΑって遺構はେき͘ഁյされていた΋のの、ח૔時୅からࣨொ時୅·

での遺構・遺物がݕ出された。遺構は土ᆮ・井戸・໦ߔ・ุ׹・஁໶࿍・ப݀౳で、第 92 ࣍ௐࠪでは、஍ׂり

΍੔஍にؔΘるߔ΍、土師器埋ೲ遺構が確認されている。第 102 ࣍ௐࠪでは土ᆮุからશ身を൑ผできる人ࠎが

出土した΄か、井戸は井戸ଆのҧいから時期のมભをたͲる͜とができる。遺物は中ࠃ製陶磁器の΄か、土師器・

ଢ଼壺・鉄ᕥ・石錘౳が出土した。第 108 ࣍ௐࠪでは井戸から高ྷ৅ቕ青磁ยが出土している。

ใ　ࠂ　ॻ　ঞ　࿥
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